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E 土

1567号土坑 (S K1567,第 93図 )

X222Y363で 検出した長径 lm,短径0。 8mの楕円形の上坑である。概要報告では掘立柱建物の柱穴

として報告されているが,検討した結果,柱穴の可能性はあっても掘立柱建物を構成するまではいた

らなかった。埋土は暗灰黄色シル トの単層である。遺物は須恵器が出土 している。

2161号土坑 (S K2161,第 93・ 94図 )

S K1567の西側で検出した直径1.2mの円形の土坑。南側を暗渠に切られる。S K1567と 同様概要報

告で掘立柱建物の柱穴と報告してあるが,検討の末柱穴の可能性はあっても掘立柱建物を構成するま

ではいたらなかった。埋土は責灰色シル トの単層,遺物はつまみを欠いた 8世紀第 2四半期の須恵器

の杯蓋 (294)力S出土 している。

2198号土坑 (S K2198,第 93・ 94図 ,図版37・ 51,M)

SB2の西側で検出した長径1.6m,短径1.2mの隅円長方形の上坑である。埋土は暗灰責色シル ト

の単層である。長径方向と建物の主軸方向が揃っているのでSB2に 関連する施設と考えられる。遺

物は須恵器 (296～ 299・ 303)と 土師器 (300～302)が出上している。須恵器は8世紀前半の杯蓋 。杯 。

/
＼`

ヽ _ミ__ィ //
陶
２

坑

SK2198
3

SK4567
125Y4/2暗 灰費色シルト

SK2230
125Y4/2暗 灰黄色シルト

0                                                    2m

第93図 遺構実測図
1. SK1567 2. SK2161 3. SK2198

′

"

SK2270
125Y7ユ黄灰色シルト

Oo °

SK2161
1 2FoY4/1黄 灰色シルト

SK2198
125Y4/2暗 灰黄色シルト

4. SK2230  5. SK2262  6. SK2270



第Ⅳ章 遺構・遺物

奏が出上 している。299は,やや底の九い杯Aの底部で,外面にはヘラ記号が残る。303は,やや直線

的に立ち上がる口縁部をもつ須恵器の甕,外面にはカキメが施される。土師器は8世紀後半から9世

紀の杯が出上 している。300。 301は ,回径と高さがほぼ同じで,底径は301がやや大きい。体部外面は

ロクロナデで,底部は静止糸切 りである。これらの上師器は表面が荒れていてよくわからないが,赤

彩が施されていた可能性がある。

2230号土坑 (S K2230,第 93・ 94図 ,図版51)

X217Y359で検出した長径0.9m,短径0.6mの精円形の土坑。埋土は暗灰黄色シル トの単層で遺物

は土師器が出上している。出上 した土師器 (305)は ,外反する口縁部に内外面粗いハケメ調整の体部

をもつ。体部最大部には帯状に煤が付着する。遺物は 6世紀の古墳時代のものと思われるが,当該期

の遺構は検出していない。X360～ Y363では調査区を南北に横切る古墳時代から古代の谷を検出してお

り,こ の土坑はこの谷の西肩に位置する。この谷と関連する遺物と考えられる。

2262号土坑 (S K2262,第 93図 ,図版37)

中世上層で検出した S K1583の 下層から検出した土坑である。直径約0,7mの円形で, S K1583か ら

蕨

SK2198

こ ≡ ⊆ 巨 ≡ 買 ∠ 二 I量 ≧ 邸
筋

卸

効
  労一引 三玉茸。

0             1:3            15cm

SK2230

第94図 遺物実測図 (解～諺 ,解
SK2161(E%Y) SK2198(芝 %ぢ～訊好 )

1/3,解 ,筋 1/O
SK2199(芝%ぢ ) SK2230(t%b) SK2276(覇 ν )

■23



2 古

の床面からの深さは44cmで ある。埋土は灰色シル トの単層で断面には井戸側の痕跡かと思われるもの

が残っている。概要によれば古代の井戸 と報告 してある。出土遺物には土師器がある。

2270号土坑 (S K2270,第 93図 )

X224Y368で 検出した楕円形の上坑。SAlの 軸線上に位置するが,柵を構成する柱穴よりも規模

が大きい。深さは30cmで ,埋土はその他の上坑 と同じ責灰色シル トである。遺物は須恵器と土師器が

出土している。

2276号土坑 (S K2276,第 94図 )

SAlを構成する S P 2277の 北に接する。直径0.5mの円形の上坑で,須恵器と上師器が出土してい

る。304は高台が付 く皿の底部で,高台径は5。 5cm,内外面には赤彩が施される。時期は 9世紀後半。

2916号土坑 (S K2916,第 95図 ,図版37)

S11と S12の 間で検出した小型の上坑である。規模は0.53m× 0,5mの方形で,深さは17cmと 浅

い。上坑の中央は一段深 くなって土師器の甕が据えられており,内部にはえ化粒が混じる黒褐色粘質

上が充填されていた。奏の外側の掘形内には暗灰責色砂質上で埋められていた。甕は口縁部を欠き頚

部から5 cmの幅の体部のみが環状に残っており,意識的に打ち欠いて据えたものと考えられる。調整

は外面は細かいハケメ,内部は浅 く削った後撫でており,詳細な時期は不明だが,竪穴建物と同時期

の可能性が高い。

3530号土坑 (S K3530,第 95。 96図 ,図版51)

C地区中央部のX212Y310調査区の南側で検出した土坑。調査区の南側に続いており,正確な外形

は不明である。また,北側は暗渠に切られている。東西に長 く浅い部分にはしまった黄灰色粘質シル

a)レ ●(a

0               1:40               21

遺構実測図
1. SK2916  2. SK3530
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第Ⅳ章 遺構・遺物

卜が堆積 している。周  sK2936

≧ ∠ ≡ 型 ≧ ≧ ≦ .翻

拿glgЗ二3:i:
いる。青磁は後世の混

入と考えられる。須恵

器には杯蓋 (309)。 杯

(310)・ 短頸壼(311) 0      .3      あcm

が あ る 。 3101ま 体 部 下 半   |~~…

…

司

一 一 一 一

司

一 一 一 一

引

にロクロ削りを施す。 第96図 遺物実狽1図 ●″～フθ 1/3,フ′ 1/4)
遺物の時期は8世紀～

9世紀第 1四半期である。

SK2936(皮膠) SK3032修り7) SK3開0(1%ワ ～フ′) SK3544(J%)

(島田美佐子)

4287号土坑 (S K4287,第 97・ 98図 ,図版265)

X218Y257に 位置し,直径90cm,深 さ1lcmを測 り,埋土は暗灰黄色粘質シル トである。 S K4290と

重複 してお り,新旧関係では S K4287が 新 しい。出土遺物には砥石 (321)力Sあ る。

321は両端を欠損 しているが断面方形を呈する砥石で,一側面に使用痕がみられる。

4290号土坑 (S K4290,第 97・ 98図 ,図版37・ 52)

S K4287と 重複 し,平面形は2.lm XO.8mの 方形を呈 し,深 さ30cmを 測る。埋土は上層が黄灰色粘

質シル ト,中層が灰黄掲色粘質シル ト,下層がオリーブ褐色砂質シル トで,上層と中層には炭化物や

焼上がブロック状に混じる。出土遺物には土師器・須恵器 (322・ 323)がある。

322・ 323は須恵器奏。322は口径24cmを 測 り,肩がやや張った倒卵形の体部に外反する口縁部が付 く。

回縁端部は水平に引き出される。323は 口径24cmを 測 り,322よ り最大径の位置が下がる。口縁部は強

く外反し,端部は内端部がやや突出し,外方に水平に引き出される。体部はタタキ後カキメ調整され

る。 8世紀代のもの。

4291号土坑 (S K4291,第 98図 ,図版43)

S K4290の 東に位置し,直径51cm,深さ26cmを 測 り,平面形は円形を呈する。出土遺物には土師器

(312)がある。

312は 土師器甕。口縁部は外傾 し,口縁端部は上方に引き上げられ端面は面取 りする。内外面ロクロ

ナデ調整で,内面はカキメ調整されている。 9世紀前半のもの。

4327号土坑 (S K4327,第 98図 )

さく状遺構 S D4219上 に位置する。平面形は直径52cmの 円形を呈し,深さ30cmを 測 り,柱 (318)が

出上 している。

318は 芯持ち材で,底面は側面から削 り込んで尖らせている。

4344号土坑 (S K4344,第 98図 ,図版68)

さく状遺構 S D4345の 北端に位置 し,直径28cm,深さ16cmを測る。出土遺物には土師器 (314)があ

る。

F25



2古  代

314は 土師器甕。顎部は緩やかに屈曲し,体部外面と口縁部内面はハケメ調整,口縁部外面と体部内

面はナデ調整である。 7世紀後半のものであろうか。

4384号土坑 (S X4384,第 98図 )

S B29と S B33の 中間に位置し,調査区外にのびる。確認した部分は2.7m× 2。 lm,深さ 5 cmを 測

り,平面形は方形を呈する。出土遺物には土師器・須恵器 (319。 320)がある。

319は須恵器杯 B蓋。口径12cmを 測 り,日縁端部は内端面に稜をもち外傾 して垂下する。頂部と体部

の境を帯状にロクロ削 りしてお り,頂部のロクロ削 りの省略がみられる。320は須恵器杯 B。 口径14.2

cm,器高3.6cm,底 径8.8cmを 測る。高台は体部と底部の境からやや底部に入つた位置に付 く。 8世紀

第 2四半期～第 3四半期のもの。

4416号土坑 (S K4416,第 98図 ,図版43)

S B28内 部,X196Y256に 位置する。平面形は直径49cmの 円形を呈 し,深 さ25cmを 測る。出土遺物

には土師器 (313)がある。

313は 土師器甕。口縁部が屈曲し,端部を上方につまみ上げ,外端面は面をとり,中央が僅かに窪む。

口縁部内外面はロクロナデ,体部内面は粗いハケメ調整である。 8世紀後半のもの。

4455号土坑 (S K4455,第 98図 ,図版43)

S B29の柱穴 S P 4499と 重複 し,直径40cm,深 さ28cmを 測る。新旧関係ではS K4455が新 しい。出

土遺物には土師器 (315)がある。

315は土師器奏。口縁部は緩やかに外反し,端部は九 く収める。口縁部内外面はナデ,体部内外面は

ハケメ調整である。 8世紀前半のものか。

4497号土坑 (S K4497,第 98図 )

S B27と S B28が重複するX196Y254に 位置する。暗渠により東部分を破壊されており,確認した

規模は50cm× 36cm,深 さ35cmを 測る。出土遺物には土師器・加工材 (316・ 317)がある。

316は長方形の板材,317は 糸巻。長方形の板の中央を幅広 く残 し,両端を棒状に削 り出し,相欠き

仕日のかみ合わせ部分の中央には直径0.8cmの 軸孔が穿たれている。これらは暗渠埋設の際に混入した

可能性が高い。

4549号土坑 (S K4549,第 99図 ,図版37・ 51)

S B31・ S B32の 内部,X189Y251に 位置する。直径62cln,深 さ31cmを 測 り,平面形は円形を呈す

る。出土遺物には土師器・須恵器 (324)がある。

324は須恵器杯 B。 口径9。 4cmを 沢1り ,口縁部がやや外反する。高台は体部と底部の境に付 き,内端

部が接地している。 8世紀第 1四半期のもの。

4563号土坑 (S K4563,第 97図 )

X186Y253,さ く状遺構のほぼ中央に位置する。平面形は直径1,75mの 隅九形を呈 し,深さ10cmを

測る。埋土は褐灰色砂質シル トが主体である。出土遺物には土師器がある。

4647号土坑 (S K4647,第 99図 ,図版47・ 48)

S B39・ S B40の 北約3.5mに位置し,さ く状遺構 S D4648と 重複している。規模は83cm× 44cm,深

さ22cmを 測り,土錘 (335・ 336)が出土している。

335。 336は 太形の管状土錘。端部は僅かに水平な面をとっている。

4708号土坑 (S K4708,第 97。 99図 )

S B35の南西隅の柱穴 S P 4776と 重複しているが,新旧関係ではS P4776が 新しい。試掘 トレンチ

′滲δ
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により北部分が不明であるが,確認した規模は1.7m× 1.2m,深 さ10cmを測 り,平面形は隅九方形を

呈すると考えられる。埋土は上層が炭化物が混 じる黒褐色砂質シル ト,下層が暗灰黄色砂質シル トで

ある。出土遺物には土師器 。須恵器 (325)がある。

325は須恵器杯 A。 口径■.4cm,器高3。 2cmを 測 り,口縁端部外面に重ね焼き痕がみられる。 7世紀

第 4四半期のものか。

4722号土坑 (S K4722,第 99図 ,図版52)

X183Y254に 位置し,平面形は86cm× 23cmの精円形を呈し,深さ6 cmを 測る。出土遺物には土師器・

須恵器 (326)がある。

326は須恵器杯 A。 底部はヘラ切 り後未調整で,体部と底部の屈曲が明瞭である。底部外面には漆書

きの「十」がある。 9世紀代のもの。

4748号土坑 (S K4748,第 99図 )

S B38の 柱穴 S P4盈7と 重複 し,新旧関係ではS K4748が新 しい。規模は79cm× 64cm,深 さ35cmを

測 り,土師器・須恵器・加工材 (347)が出土している。

347は 長方形の材の一長側面から斜めに切欠きを入れたもの。

5030号土坑 (S K5030,第 99図 ,図版43)

S B46～ S B48の 東約 3mに位置 し,規模は42cm× 34cm,深 さ10cmを 測 り,平面形は不整形を呈

し, 2基の上坑が重複する可能性がある。出土遺物には須恵器 (327)。 土師器 (333)がある。

327は須恵器杯 A。 口径12.2cmを 測 り,体部から底部にかけてはやや丸みをもつ。 8世紀第 2四半期

のものか。333は土師器甕。口径20。 7cmを測 り,口縁部は外傾 し端部は上方に引き上げられ,端面は面

をとる。内外面はカキメ調整を施す。 9世紀前半のもの。

5034号土坑 (S K5034,第 99図 ,図版48)

S K5030の 南西約2.5mに位置し,平面形は42cm× 33cmの精円形を呈し,深さ12cmを測る。出土遺物

には土錘 (387)がある。

387は細形の管状土錘。端部には僅かに面をとっている。

5060号土坑 (S K5060,第 99図 )

S B46～ S B48の 南東約 lmに位置する。規模は46cm× 31cm,深 さ15cmを測 り,平面形は楕円形を

呈する。出土遺物には須恵器 (328)がある。

328は須恵器杯 B。 口径10。 8cmを 測 り,体部は底部から九みをもってほぼ直立気味に立ち上がり,口

縁端部が僅かに外反する。 8世紀第 3四半期のもの。

5092号土坑 (S K5092,第 99図 ,図版48)

S B51の 内部,X187Y233に 位置し, S D 5090と 重複 しているが,新旧関係では S K5092が 新 しい。

平面形は36cm× 28cmの不整形を呈 し,深 さ22cmを 測 り,土錘 (338)が出上 している。

338は 太形の管状土錘。端部の面取 りはなく,やや尖る。

5111号土坑 (S K5111,第 99図 ,図版48)

S B50の 柱穴 S P 5110と 重複 しており,S P 5110が新 しい。確認した規模は37cm× 22cm,深 さ17cm

で,土錘 (339)が出土している。

339は細形の管状土錘。端部はやや尖る。
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2古  代

5112号土坑 (S K5112,第 99図 ,図版47)

S B49の 内部,X186Y231に 位置する。平面形は1。 lm× 0,7mの楕円形を呈 し,深 さ1lclllを 測る。

出土遺物には土師器 (343)・ 須恵器 (329)がある。

343は 土師器奏。底部 7 cmを 測 り,底部はヘラ切 り後ナデ,体部外面はカキメ調整で,底部付近のみ

ナデ,内面はカキメ調整である。 8世紀代のもの。

329は須恵器杯 A。 口径10,7cm,器高3.4clnを 測 り,器壁が厚い。 7世紀第 4四半期のものか。

5152号土坑 (S K5152,第 99図 )

S B58の柱穴 S P 5151の 西に隣接する。規模は46cm× 31cm,深 さ 8 cmを測 り,平面形は楕円形を呈

する。出土遺物には土師器 (342)がある。

342は土師器甕。丸底で,内外面ハケメ調整であるが,内面は粗いハケメの上から細かいハケメがみ

られる。 8世紀前半のもの。

5192号土坑 (S K5192)

S B52の 南に位置し,調査区端にかかり西部分は不明であるが,確認した規模は32cm× 30cm,深 さ

30clnを測る。

5204号土坑 (S K5204,第 99図 )

S B52と S B58の ほぼ中間に位置し,平面形は直径30cmの 円形を呈 し,深さ16cmを 測る。出土遺物

には土師器 (341)・ 須恵器がある。

341は土師器椀。器壁は薄 く,底部外面には回転糸切 り痕があり,外面全面に厚 く煤が付着する。

5205号土坑 (S K5205,第 99図 )

S B52と S B58の ほぼ中間に位置し,平面形は直径57cmの円形を呈 し,深さ42cmを 測る。出土遺物

には土師器・円形板 (344)・ 柱がある。

344は円形板で表面に基状の工具による加工痕がみられる。

5211号土坑 (S K5211,第 99図 ,図版37)

S B58の 内部,南西隅の柱穴 S P 5225に 隣接 し,直径31cm,深さ33cmを 測る。柱 (348)が出上した

ことから柱穴の可能性が高いが,建物は復元できなかった。

348は芯持ち材。底面は側面から削 り込んで尖らせ,側面には縄掛け状の狭 り込みがみられる。

5212号土坑 (S K5212,第 99図 ,図版43)

S B58の 南西隅の柱穴 S P 5225の 西に位置する。平面形は直径31cmの円形を呈 し,深 さ29cmを 測 り,

須恵器 (334)が出上している。

334は須恵器甕。口径20cmを 測 り,口縁端部は内側に折 り返し,巻き込む形態を呈する。 9世紀後半

のもの。

5219号土坑 (S K5219,第 97図 )

S B58の 商側区画溝と柱列とのほぼ中間に位置し,平面形は1.4m× 1.lmの 円形を呈する。埋上に

は炭化物が多 く混じり,上層が灰黄褐色砂質シル ト,中層から下層が黒褐色砂質シル トで,下層ほど

植物遺体が多 く,深さ29cmを 測る。周辺からは鉄津状のものがまとまって出上 しており,出土遺物に

は土師器・須恵器・加工材・鉄淳がある。

5230号土坑 (S K5230,第 97・ 99図 )

S B58の 内部に位置し,柱穴 S P 5230-2と 東側の区画溝 S D 5231に 重複 しており,新旧関係では

S K5230が新 しい。規模は1,8m× 1.5m,深 さ43clnを測 り,埋土は上層が褐灰色砂質シル ト,中層が
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SK4287
125Y4/2暗 灰黄t粘質シルト

(ワ 5Y8/1灰 白色砂プロック状に混)

SK4287

SK4290
l Z5Y4/1女 灰色粘質ンルト(焼■ 炭化物/gッ ク状に5%混 )

2 10YR4″灰黄獨色粘質ンルト(焼土 炭化物/gック状に混)

325Y4/8オ リーブ褐色砂質シルト
>

4 10YR2/2黒 獨色砂質シルト

(5Y6/2Xオリーブ■3%混 )

遺構実測図
1. SK4287・ SK4290  2. SK4563  3. SK5230・ SD5231  4. SK4708

SK4563
1 10YR4/1褐 灰色砂質シルト(炭化効5%混 )

225Y6/2灰黄色砂質シルト
(2う Y3/1黒 褐色土カ ック状に3%混 )

SK5230

第97図

5, SK5219 6. SK5246
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炭化物が多 く混 じる黒褐色砂質シル ト,下層が黒褐色砂質シル トである。出土遺物には土師器・須恵

器 (330)・ 土錘 (340)がある。

330は須恵器杯 B。 底径8。 4calを 測 り,高台は断面が台形を呈する。 8世紀第 1四半期のものか。340

は太形の管状土錘。両端面とも水平な面をとっている。

5246号土坑 (S K5246,第 97・ 99図 ,図版37・ 47・ 52)

S B53の 北に位置し,S D4362上で確認した。直径2.5mの円形を呈し,深さ14cmを測る。埋土は上

層が黒褐色砂質シル トで,下層は藁状の炭化物が皿状に堆積する炭化物層である。出土遺物には土師

器 (345・ 346)・ 須恵器・鉄津がある。

345,346は土師器甕。345は底径6.6cmを測 り,体部内外面ロクロナデ調整で,底部外面には回転糸

切 り痕をそのまま残す。3461よ 口径14cmを測 り,日縁部は強く屈曲し端部をほぼ垂直に引き上げる。 9

世紀代のもの。

5265号土坑 (S X5265,第 99図 )

X174Y230に 位置し,S D4362・ S D4581に 重複する。平面形は5。 7m× 3.6mの不整形を呈 し,深

さ17cmを測る浅い皿状の窪みである。遺物が比較的まとまって出上しており,出土遺物には土師器・

須恵器 (331)。 加工材がある。

331は須恵器杯 B。 口径15cm,器高4.2cmを測る。高台は体部と底部の境からやや底部に入った位置

に付 き,踏ん張る形態である。 8世紀第 2四半期のもの。

5331号土坑 (S K5331,第 99図 )

X170Y232に 位置する。規模は直径29cm,深 さ1lcmを測 り,須恵器 (332)が出上している。

332は須恵器杯 B蓋。口径14.8cmを 測 り,口縁端部は内端部の稜が不明瞭で丸 く収める。頂部はロク

口削 り調整である。 8世紀第 4四半期のものか。 (中川道子)
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SK5636
1 10YR3/2黒 褐色砂質ンルト

(10YR4/1褐 灰色シルト質砂ao%混 炭化物混)

225Y4/2暗 灰黄色シルト質砂
(10YRνl黒機色シルト質務土帝状に混炭イヒ物アロック状に混)

第100図 遺構実測図
1. SK5636  2. SK5687 3. SK5855

ゴν

甥
SK5687

l10YR4/2X黄 褐色砂質シルト(炭化物滉)

ク25Y6/3に よい黄色砂

33鵠翻男察協発鼻第譜環*ル
ト少HEl

(10YR6/3に ぶい黄色砂狗%混 )

1 25YO/1黒 褐色砂質シルト(炭他物 PTL鉄 混)

220r4/1黄灰色砂質ンルト
(25Y7/2X責 色ンルト質砂カ ック状に10%混 ,

AIL効 酸化鉄混)

925Y2/1黒色砂質シルト
(ワ 5Y4/2暗 灰黄色砂質シルトカ ック状に鉤%混 .

炭化物混)



5636号土坑 (S K5636,第

100図 )

S B63の 東側で検出した,

南北1.3m,東西0.9mの楕円

形の土坑。埋土の暗灰黄色シ

ル ト質砂にはブロック状に炭

化物が混入 していた。遺物に

は土師器がある。

5687号土坑 (S K5687,第

100。 101図 )

S B62の 】印 Jで検出した刀ヽ
0                      1:3                     15cm

型の上坑。その形状から柱穴

であつた可能性 もある。直径

35cmの円形で,深 さは21cmで 第101図 遺物実測図 ●η～jν 1/3,あ, 1/4)

効

咽ノ筋
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0      1:4     111cm

ある。出土遺物 には土師器 SK5687(き嶋 )SK5808(′涙,) SK5855(どわθ～ユν )

(349)と 被熱 した石がある。土師器はロクロ成形の小型の甕がある。時期は 9世紀である。

5855号土坑 (S K5855,第 100・ 101図 ,図版38)

S B63の 南に位置する。深さ18cmと 浅い不整形土坑で,埋土には炭化物・焼土 。上器細片が多量に

混入していた。遺物は須恵器 (352)と 土師器が出土している。須恵器は8世紀第 3四半期の杯Aが出

土している。土師器はロクロ成形の小型の甕が出土し,351の底部には回転糸切 り痕が残る。時期は 9

世紀。

5808号土坑 (S K5808,第 101図 )

長径44cm,短径34cm,深 さは16cmの楕円形の小型の上坑。上面から口径20cmの上師器の甕 (353)が

出土している。調整は外面が上半部カキメ調整,下半部がタテ方向のケズリ調整,体部内面はハケメ

調整後ロクロナデを施す。時期は 8世紀前半である。 (島田美佐子)

5940号土坑 (S K5940,第 103。 104図 )

S D 5929を掘 り込んでいるが,さ く状遺構 S D 5928に より上部を削平されている。検出した規模は

40cm× 20cm,深 さ15cmを測る。埋土は暗灰黄色砂質シル トである。底部から加工材 (354)が出土 して

いる。残存長18.9cm,幅 2.4cmを測る角材であるが,両端を欠損 している。

5945号土坑 (S K5945,第 88・ 91・ 102図 )

E2地区の調査区南端に位置し,さ く状遺構より古い。東西6.7m,南北3.8m,深さ14cmを測る,

浅い落ち込み状の不整形なものである。埋土はさく状遺構の埋土とほぼ同じ暗灰黄色砂質シル トが主

で,上層には植物遺体が混じる。遺物は須恵器 。土師器が出土 しているが,小破片である。

6054号土坑 (S K6054,第 103図 ,図版38)

さく状遺構の西端に位置し,調査区外に延びているとみられる。検出したのは一辺1.8m,深 さ10cm

の浅い方形と考えられる北西角部分である。埋土は暗灰責色砂質シル トで,北側に礫がまとまってい

る部分がある。周囲はさく状遺構 という
J隆

格のためか,埋上にはほとんど礫を含まないが,こ のよう

な埋土は珍 しい。

NЩ 嘲

′認
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SD5928            SKS940            SD5929
125Y4/2暗 灰黄色砂質ンルト225Y4/2暗灰黄色砂質ンルト825Y4/2暗灰黄色砂質シルト

(植物遺他 %混)     (ケ 5Y7/3浅 黄色砂質シルト (ワ 5Y7/8浅黄色砂質シルト
カ ック状に3%vIL)     7%混 植物遺体7%混 )

1拍

SK6054
125Y4カ 暗灰黄色砂質シルト

(炭化物ユ%植物赳体3%混 )

第103図 遺構実測図
1. SD5928・ SD5929,SK5940

ユ25Yン 2暗灰黄色砂質シルト         525Y5/2暗 灰黄色砂質シルト
(2う W7/3浅 黄色砂質シ,レト/11ック状1こ1%混    (炭 化物1%植物遺体2%混 )

及化物1%植物逮偽 %混 )

2災化物
3 25YV2暗灰黄色砂質シルト(植物遺体ユ%滉 )

425Y5/1黄灰色砂質シルト(2う Y″ 3浅責色砂
質シルトカ ック状に2%混,酸化鉄1%滉 )

0                        1:40                       2m

3. SK60M 4. SD6037・ SK6100

第Ⅳ章 遺構・遺物
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6100号土坑 (S K6100,第 90・ 92・ 103

図,図版38)

さく状遺構が重複 しているほぼ中央に

位置し,長 さ4.8m,幅1,2m,深 さ20c14

を測る,不整形な土坑である。中央やや

西寄 りに炭化物が約 2 cmの厚さで広がっ _

ている。焼土等は確認されなかったこと

から,炭化物を廃棄したものと考えられ

る。

6104号土坑 (S K6104,第 103・ 104図
,

図版52)

さく状遺構 S D5996の 西に隣接 してお

り,径36cm,深 さ 5 clnを 測る。埋土は黄

灰色砂質シル トである。出土遺物には黒

色土器椀 (355)がある。

SK6533
1 10YR4/2灰 黄褐色活質シルト(災化助混)

ワ5Y4/2暗 灰黄色活質シルト(炭化助 植物遺体混)

Щ
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脚
脚
剛
剛
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凶
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0                                10cm

第104図
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遺物実測図 (1/3)
SK5940(膨 )SK6104(筋 )
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第105図 遺構実測図
1. SK6533 2. SK6715

=3δ

o                                                    2m

3. SK6802



第Ⅳ章 遺構・遺物

355は内黒の椀Aで,日径11.8cm,器高3.6cm,底径5,8cmを 測る。底部はヘラ切 りで,体部はやや九

みをもって立ち上がる。時期は 9世紀第 3四半期である。              (中 川道子)

6533号土坑 (S K6533,第 105。 107図 ,図版52)

南北 lm,東西0,88mの ほぼ円形の上坑。坦上には炭化物が混入 し,下層にはこの地区特有の植物

遺体が含まれる。遺物は須恵器(356)と 土師器 (357)が出上している。須恵器はやや外反する口縁部

をもつ杯Bが出上している。この個体はS D6461の下層から出上した個体と接合できた。357は土師器

の奏。直線的に開くやや中央部が肥圧 した口縁部で,端部は上方に面をとる。体部内外面はカキメ調

整。遺物の時期は 8世紀前半である。

6596号土坑 (S K6596)

S B65の 東側で検出した長方形の上坑。長さ1.5m,幅 0.6m,深さ13cmと 浅いが,覆土には多量の

炭化物と焼上が混入 していた。軸方向が S B65の 建物方向と同じことから何 らかの関連施設の可能性

がある。遺物は土師器が出上している。

混

鱒
遺物抑剪釣鋤効抑

ＳＫ６８０３柳妙柳柳梯柳

SD6805
125Y4/2暗 灰黄色ンルト

SK6804
225Y4/1黄 灰色シルト
325Y4/2暗灰黄色ンルト(植物遺体鉤%混 )

425Y5/1黄灰色シルト
5Z5Y6/ユ責灰色シルト
6 25Yνユ費灰色シ,レト

第106図 遺構実測図
1. SK6803 2. SK6804・ SD6805

f♂7
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6715号土坑 (S K6715,第 105。 107図 ,図版52)

古代から流れていたと考えるS D6461の 西肩で検出した楕円形の上坑。深さは比較的浅 く,埋土に

は炭化物・植物遺体が混 じる。底面近 くから土師器が出上している。358は ロクロ成形の 8世紀の小甕。

体部下半にはロクロ削 りが施される。

6762号土坑 (S K6762,第 107図 ,図版42)

長径 lm,短径0.36mと 細長い溝状の遺構である。深さは 7 cmと 浅いが土師器の高杯の杯部 (359)

が出土 している。口径18.4cm,内外面赤彩でヘラミガキ調整,下半にはヘラキリ痕がそのまま残る。

このように皿状の杯部に低い脚部が付 くタイプはS15や周囲の包含層からも出土 している。

6800号土坑 (S K6800,第 107図 )

長径63cm,短径42cmの楕円形状をしているが, 2基の小穴が連結 していたようである。南側の穴の

下層からは礎盤かと考えられる板状の木製品 (364)が出上 している。

6802号土坑 (S K6802,第 105。 107図 ,図版42)

S K6803・ S K6804と 群を構成している大型土坑の一つ。規模は南北約 3m,東西 2mの崩れた長

方形で,深 さは35cmである。暗灰黄色シル トと黒褐色シル ト (植物遺体含む)がレンズ状に堆積 して

おり,東側に接するS D 6801と の切 り合い関係には勝っている。周囲では竪穴建物・掘立柱建物と畠

と推定される柵状遺構・溝などを検出しているが,こ のような大型の上坑が検出できたのはこの一画

だけである。しかし,隣接するS D 6801と の関係やその施設の性格までは不明である。遺物は須恵器

15cm
30cm
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第107図 遺物実測図 ●%～あ分筋 ・諺 1/3,筋 1/4,知・形 1/0
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(361)と 土師器がある。361は 8世紀第 3四半期の杯Aである。

6803号土坑 (S K6803,第 106・ 107図 ,図版53)

S K6802と は S D6801を挟んで北東に位置する。当初 1基の上坑と考えていたが,不整形な形と断

面観察から2基の土坑が切 り合っている可能性があり,西側の小型の楕円形の上坑が新 しいようであ

る。南から廷びてくるS D6805は この土坑より古い。遺物は須恵器と土師器 (363)が出土 している。

363は口径28.2cmの鍋で,口縁部と体部上半はロクロナデとカキメ調整,体部下半は外面縦方向のヘラ

ケズリ,内面ハケメ調整である。

6804号土坑 (S K6804,第 106・ 107図 ,図版53)

S K6803の 南側で重複する細長い土坑である。 S K6803よ り古 く, S D6805よ り新 しい。また,南

から廷びているS D6807・ S D 6809よ り新 しく,総 じてこれらの平行する小溝群よりは新 しい。断面

形は「V」 字形で埋土は黄灰色シルトと暗灰黄色シルトがレンズ状に堆積する。③層には植物遺体が

含まれる。遺物は須恵器 (362)と 土師器が出上している。362は 8世紀第 3四半期の杯蓋。天丼部外

面にはロクロ削りが施され,内面は仕上げに再度撫で上げているが,器膨れが激しく表面が凸凹して

おり表面には l cm近い白色の石が浮き出している。 (島田美佐子)

9002号土坑 (S K9002,第 108図 )

6号古墳の周溝 S D9009の 内側に位置し,平面形は楕円形を呈する。規模は1.5m× lm,深さ40cm

である。埋土は礫や炭化物が混じる黒褐色砂質シル ト,礫混 じりの暗灰責色砂質シル トである。

9004号土坑 (S K9004,第 108図 )

6号古墳の周溝 S D9009の東50cmに位置する。1.7m× 1,4m,深 さ19cmの規模で,埋土は礫や炭化

物が混じる暗灰黄色粘質シル トである。

9006号土坑 (S K9006,第 108図 )

4号古墳の周溝 S D 9024と 6号古墳周溝 S D9009の ほぼ中間に位置する。規模は1。 lm× 0.8m,深

さ18cmを 測る。埋土は 5 cm大 の礫が混 じる暗灰責色砂質シル トである。 S K9007と の新旧関係では

S K9006の 方が新 しい。

9007号土坑 (S K9007,第 108図 )

S K9006の 北に隣接 し,50cm× 40cm,深 さ14cmを測る。埋土は暗灰黄色砂質シル トである。

9021号土坑 (S K9021,第 108図 )

調査区西端で確認したもので,調査区外に伸びている。検出した規模は1.7m× 0.5mの方形で,深

さ24cmを 測る。出土遺物には黒色土器 (365)がある。365は 内黒の黒色土器椀。口径13.8cmを 測 り,

体部はやや丸みをもち,器壁は厚い。

9030号土坑 (S K9030,第 108図 )

5号古墳の周溝 S D 9032の北に位置し,直径45cm,深 さ15cmを 測る。埋土は炭化物が混 じる責灰色

砂質シル ト,暗灰黄色砂質上である。

9074号土坑 (S K9074,第 108図 )

5号古墳周溝 S D9032上 で確認 した。平面形は楕円形で,規模は1.3m× 0.8m,深さ24cmを 測る。

埋土は上層が黒褐色砂質シル ト,下層は礫が混 じるオリーブ褐色砂である。

9101号土坑 (S K9101,第 108図 )

S D2075の 東 3mに位置し,70cm× 55cm,深さ18cmを 測る。 S K9107と の新旧関係はS K9101の 方

が新 しい。埋土は責灰色砂質シル トである。

′′θ



手

2古 代

イSK9006
125Yシ2暗仄黄色砂質シルト

(5cm大 の礫混)

SK9007
225Y5/2暗灰黄色砂質シルト

(25Y5/1黄 灰色粘質シルト
ノロック状に1%混 )

SK9004
125Y●●/2jIS灰 黄色粘質シルト(acln大の礫3%混 炭化物1%混 )

筋

0            113(づ ゆ )          15cn

SK9105
7

ト

一　　　　　　　　獅一ａ

SK9030
125Y4/ユ 黄灰色砂質ンルト(炭化物5%混 )

225Y4/2暗 灰黄色砂質土

SK91 01
125Y4/1責 灰色砂質シルト

SK9107
22う Y4/1黄 灰色砂質シルト

(灰色土カ ック状に10%混 炭化効混)

第108図 遺構・遺物実測図
1. SK9002  2. SK9004 3. SK9006・ SK9007 4. SK9021
8. SK9101・ SK9107 9. SK9129

′をθ    SK9021(も
椴グ)

‰ 鍬
SK9105

ユ25Y5/3黄 編色砂質シルト
ワ25Y5カ暗灰黄色砂質ンルト

0                       2m
|

SK9002
125Y81素穏色砂質ンルト(磁m人の渫15%混 .炭 化物7%混 )

225Yシ2暗灰責色砂質■(浅黄色砂疎15%混 )

SK9021
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
225Y3/1黒褐色砂質ンルト
3 25YV3オ リーブ褐色砂質ンルト(礫7%混 )

■25Y3/1黒禍色砂質■ (炭イヒ物混)

SK9074
12,rν 二黒網色砂質シルト
22,どν3オリーフ褐色砂

(黒獨色■カ ック状 5cn大の礫混)

SK9073
92「r3/1黒 褐色砂質シルト
425Y72暗灰黄色砂質シルト(礫5%混 )

5。  SK9030 6. SK9073・ SK9074  7. SK9105
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9105号土坑 (S K9105,第 108図 )

S D9134と S K9133と のほぼ中間に位置

し,118cal× 85cm,深さ14cmを 測る。平面形

は楕円形を呈 し,埋土は責褐色砂質シル ト,

暗灰黄色砂質シル トである。

9107号土坑 (S K9107,第 108図 )

S K9101の 北に隣接 し,直径35cm,深 さ

16clnを 測る。埋土は炭化物が混 じる黄灰色

砂質シル トである。

9129号土坑 (S K9129,第 108図 )

S D9121の 北東 lmに位置する。平面形

は楕円形を呈 し,規模は75cm× 45cm,深 さ

21cmを 測る。埋土は上層が暗灰黄色砂質シ

ル ト,中層が黄灰色砂質シル ト・灰色砂質

シル ト,下層は灰オリーブ色砂質シル トで

ある。 (中川道子 )

F4地区の南端部は緩やかに南西に向か
期 0咽

諒 男丹

つて傾斜しており,最初の一番緩やかな斜

面で検出した土坑である。長径34cm,短径28cmの楕円形で,深さは33cmである。南に隣接するS K9457

と共に断面には柱痕跡が確認され, S K9458か らは加工 した円形板 (367)が出土 した。

9589,9590号土坑 (S K9589。 S K9590,第 109図 ,図版53)

S16の北東で検出した 2基の重複 した小型の上坑である。南側の浅い S K9589と 深さ30cmと 掘形

がしつかりしているS K9590に 分かれ,共に北側上面は中世の S D9202に よって削平されている。同

一の遺構のようにも取れるが,埋土は S K9589が 暗灰黄色粘質シル トとS K9590が炭化物を多量に含

む黒褐色粘質シル トで明確に分かれる。この穴からはS16と 同時期の 7世紀第 4四半期の内面にか

えりをもつ須恵器の杯 B蓋 (366)が 出土している。 (鳥 田美佐子)

―

ここい

(筋 1/3,″ ,解 1/0
SK9460(正%じ ) SK9589,SK9590(こ筋び)

′を′
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F 包含層 出土の遺物

AE地区包含層出土遺物 (第 110図 )

369は須恵器。ttBの底部で,高台はやや内傾する。

AW地区包含層出土遺物 (第■0図 )

370は須恵器。ttBの底部から体部にかけて残存 している。

Bl地区包含層出土遺物 (第 110図 ,図版53)

371は土師器の鍋。口径28.6cm,ロ クロ成形で,体部外面下半はヘラ削 り,外面上半と体部内面はロ

クロナデで調整する。口縁部はタト傾 し,端部はゆるく面取 りをする。 8世紀代のものである。

372～ 380は 須恵器である。372・ 373は杯蓋。372は頂部をヘラ切 りし,降灰がある。373は口径11.2

cm,頂部をヘラ切 り後ロクロナデを施し,口縁端部は内端部に稜をもつ。 8世紀第 3四半世紀のもの

である。374～ 376は杯 A。 374は 口径11.8cln,底部はヘラ切 り後に軽いナデを施す。 8世紀第 1四半期

のもの。375・ 376は 口径が約13cmで ,口縁端部はやや尖らせる。体部と底部の境は明瞭ではなく,体

部は浅 く外傾する。底部はヘラ切 り未調整。376は底部内面にヘラ記号がある。377～ 379は杯 B。 377

は口径10.8cm,体部内面に降灰がある。 8世紀第 3四半世紀のもの。378は 口径14cmで , 8世紀第 1四

半世紀のもの。379は高台内部にヘラ記号がある。3801ま 壺または瓶の底部。内外面に降灰がみられる。

(深堀 茜)

B2地区包含層出土遺物 (第 111～ 114図 ,図版53・ 54)

包含層からは須恵器 。土師器・黒色土器・支脚・瓦塔が出上している。

須恵器には杯蓋・杯・皿・稜椀・鉄鉢 。磁・瓶・壼 。重蓋・甕がある。381～ 410は杯蓋である。381

は口径11.6cm,高 さ3.2cmの杯H蓋である。天頂部にはロクロ削 りが施され,内面中央は仕上げナデが
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施される。時期は 7世紀第 1四半期である。382～ 387は 内面にかえりをもつ蓋で,口径によって杯 G

蓋と杯 B蓋に分かれる。杯 G蓋は口径が11.8cm～ 13.6cmの 範囲にあり,大 きく3つ に分かれる。頂部

にはロクロ削 りが施され,383に は宝珠形のつまみがつく。384はかえりが日縁部より垂下 したもので,

時期は 7世紀第 3四半期である。387は 口径14.8cmの 杯 B蓋で時期は 7世紀第 4四半期である。388～

410は 8世紀から9世紀前半の杯 B蓋である。ほとんどが破片で,つ まみが残って高さの判るものは 1

点しかなかった。大きさは口径によって,お よそ12cm以下,12,4cm～ 14.2cm,14.5cm～ 16.5cmの 3種

類に分かれる。口縁部の形態はいろいろな種類があるが,端部が下方に垂下 し断面形状が三角形にな

るタイプが一番多い。388は日径15.2cm,日縁端部の形態が内端部に稜をもち,巻き込む形態のもので
,

頂部は平坦で,ロ クロ削 りが施され,「×」のヘラ記号がある。時期は8世紀第 3四半期。391は 口縁

内端部に稜をもつタイプで,回径は13cm。 頂部は円く,ロ クロ削 りが施される。401は口縁部の形態が

断面形状が三角形になるタイプで,口径16.2cm,時期は 8世紀第 1四半期である。410は 口径14.8cm,

高さ2.6cm,頂 部にはロクロ削 りは施されず,平行線状の圧痕が残る。411は 口御 。9cmの壷の蓋である。

これには小型の短頸壼がセットになると考えられる。412～ 426は杯 Bである。 7世紀第 4四半期から

9世紀前半のものがある。417は直線的に伸びる口縁部にやや長めの踏ん張った形状の高台がつくもの

で,時期は 7世紀第 4四半期である。416・ 420。 421は直線的に斜め上方に伸びる国縁部をもち口径に

比して高さが低い器形で, 8世紀第 2四半期のものである。427・ 432,436は杯 Gである。428～ 431・

433～ 435・ 437～446は杯Aである。 8世紀代のものがほとんどであるが,444の ように内湾気味の体部

をもつ10世紀のものもある。口径は12cm前後と13cm前後,13.5cm以上に分かれる。461は 高杯の杯部で

ある。内面には自然釉がかかる。 7世紀のものであろう。462～ 464は皿。462は 口径11.8cmで高さ2.2

0              1:3             15cm

0                         1:4                       20cln
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cm,日縁端部は内側に面を取る。体部外面下半にはロクロ削 りが施される。465～ 467は 稜椀である。

465は 口径10.3cm,高 さ5,9c14,TFk部 下半には 1条のロクロ削 りが施される。467は 口径19,8cmの 大型の

もので,こ れらの稜椀の時期はいずれも8世紀第 3四半期のものである。468は 鉄鉢。体部外面は上半

にカキメが施される。口径は17.8cm。 469は配。穿子し部の上下端には幅広の凹線が巡る。丸底の底部は

ナデで仕上げられている。470～ 476は 重・瓶類の口縁部または底部である。いずれも全形のわかるも

のは無 く, 8世紀～ 9世紀のものである。474は横瓶の口縁部,475'476は 直回重の口縁部である。477

～484・ 487は甕の回縁部である。口縁端部が水平に近いもの,タト傾するもの,内傾するものがある。

土師器には椀・鉢・高杯・重・甕がある。488,490は黒色土器で,488は体部外面にタテ方向のハケ

メ調整の後,ナ デ消 して赤彩を施す椀である。490は 回径24.6硼の鉢で,口縁端部はやや内傾するもの

の水平に近 く,中央が窪む。体部外面がハケメ調整,内面は斜方向のヘラミガキ調整で,国縁端部ま

で黒色処理されている。491,492は 内外面に赤彩が施された椀の底部である。492の底部は中央が窪み,

回転糸切 りの痕跡が残る。495は黒色土器の高杯の脚部である。外面にはハケメの跡が残る。496は 古

墳時代 (6世紀)の直口壼である。口径9.8cm,高 さ13.9cm,ほ ぼ完形に近い状態まで復元できた。体

部外面はハケメ後ナデ調整で,一部ヘラミガキも施される。体部内面には指頭による強いヨコナデの

跡が残る。口縁部内外面,体部外面には赤彩が施されるが,下半には煤が付着 している。497～ 500は

甕。内外面ハケメ調整のものとロクロ成形のものがある。498は 口顕部にヘラ状の道具による等間隔の

刻みが刺突されている。500は 奏の底部で,底部外面にはヘラ切 り痕が残 り,内外面にススが付着する。

時期は8～ 9世紀のものである。501は 支脚。502は外面が赤彩されており,鉢の脚部と推定される。

上端部は露胎で,鉢の体部にソケット状に差 し込まれて装着されていたものと推察される。503・ 504

は瓦塔の破片と考えられる。小破片のため正確な詳細な部位までは不明である。503は粘土板作 りの軸

部の一部と推定される。上端が一段細 くなって組み合わせるようになってお り,割れ回の位置からそ

れが角の破片であることがわかる。表面はタテ方向にヘラ状のもので削り,幅約1.5側の2条の隆起線を

造 り出している。内狽1に はヘラ状のものでタテ方向に粗 く削ぐように調整した跡が残っている。504は

断面が弧を描 くことから相輪の一部ではないかと推定される。表面は剥落しているが,中央線上には

約 l cm間 隔で,直径 2 Hmの 穴が穿孔されている。割れ回は左側は平滑であるが,右側は粘上の接合面

がはがれたような様を呈 している。内側は中央線上を幅約 l cmの 木口状のもので上から下に向かって

連続的にナデて調整 している。これらの遺物は盛土や中世の包含層から出土しているが,瓦塔という

遺物が出土する遺跡の性格は,寺院・官衛関係の遺跡,ま たは仏教的な性格をもつ施設を有 していた

集落遺跡などから出土している例が多い。石名田木舟遺跡でも当調査区の北に位置する1994年の福岡

町教育委員会の調査区で瓦塔が出土しており,古代において周辺に仏教関係の施設が存在 していたこ

とを窺わせる。

C地区包含層出土遺物 (第 115～ 121図 ,図版55～ 58)

C地区の包含層からは須恵器・土師器・黒色土器・土錘が出土 している。

須恵器には杯蓋・杯・稜椀・高杯・円面硯・鉢・壼・甕がある。杯蓋は杯 H蓋・杯 G蓋・杯 B蓋が

ある。505は 回径11.9cm,高 さ3.5cmの杯 H蓋で,頂部は手持ち削 りが施される。体部内外面には煤が

付着し,時期は 7世紀第 1四半期である。506～ 508は 内面にかえりをもつ杯 G tt。 506は 口径7.4cm,

高さ3.lcmで ,小型の山高の宝珠形のつまみがつく。507は 口径11.8cm,共 に頂部にロクロ削 りが施さ

れ,時期は 7世紀第 3四半期である。508は 回径13.1硼 ,頂部に手持ち削りが施される。509～ 547は杯

B蓋である。548・ 549は 内面にかえりをもつ杯 B蓋である。口径は16.5cm。 17.8cmで ,549のタト面には

7を 7
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自然釉がかかる。その他の杯B蓋は回径1lcm～ 18,7cmの ものまであり,大きく1lcm以下,11,7cm～ 12.4

cm,12.6cm～ 13。 4cm,13.6cm～ 14.6cm,14.8cm～ 15cm,16.9cm～ 17.2cm,18。 4cm以上に分かれる。数

量では12cm台 が一番多い。509は 口径1lcmで ,図化 した杯B蓋の中では最も小型である。端部は下方に

垂下し断面形状が三角形で,頂部はロクロ削 りが施される。時期は8世紀第 2四半期。513は 口径12.2

cm,高 さ2.6cmで ,肩部の稜は不明瞭になり,端部が短 くなっている。内外面ロクロナデ調整で,時期

は 9世紀第 2四半期である。519は 口径12.4cm,高 さ2.95cm,頂 部に小型のボタン形のつまみが付 く。

頂部は浅いロクロ削 りが施され,時期は8世紀第 3四半期である。525は 日縁端部が内傾 し,内端部に

稜をもつタイプで, 9世紀第 1四半期のものである。530は 口径13.2cm,日縁端部は巻き込む形態で,

内側には「□麻呂」の墨書がある。 8世紀第 4四半期である。537は 口縁端部の断面形が三角形状のタ

イプで,頂部には宝珠形のつまみが付 く。外面には自然釉がかかる。内面中央には焼成前に付けた筋

状の細線が 2条残る。550は香炉の蓋の三重の相輪状のつまみ部分にあたるものである。頂部には直径

2 mllの 穴が開いている。断面は著 しく摩耗 している。551～ 597は杯 Bである。 8。 9世紀の遺物が出

土しており,551・ 553・ 557・ 564・ 582が 9世紀代である。553は 口径10.4cm,高 さ4.2cmで,高台内側

には回転糸切 り痕が残る。栴檀野窯の製品である。554は 8世紀第 3四半期のもので,高台内側に

「×」のヘラ記号が残る。この他に585に 1よ 二本線,5971こ も「×」のヘラ記号が残る。563は厚い器壁

の椀状の体部につまみ上げたような口縁部をもつ。体部の色は暗赤灰色を呈 し,内面には自然釉がか

かる。593は杯Bの底部。体部下半にロクロ削 りが施され,時期は8世紀第 1四半期である。598・ 599

は稜椀である。598の 回縁部は斜め上方に伸びるが,599の 口縁部は強 く外反する。ともに8世紀第 3

四半期である。600～ 666は 高台の付かない杯である。このうち,600・ 601・ 609・ 611～ 613・ 616・ 630

が杯 G,その他が杯Aである。600は椀形の体部をもつ 7世紀第 3四半期の杯G,その他の杯 Gは口径

10cm～ 11.9cmで , 7世紀第 4四半期のものである。杯Aは口径10.4cm～ 14.6cmの ものまであり,口径

が13cm前後の個体が一番多い。時期は 7世紀第 4四半期から9世紀第 2四半期のものがある。621は 口

径11.5cm,高 さ3.lcm,薄 手の作 りで 7世紀第 4四半期の頃かと考えられる。635・ 665'666の底部外

面には墨痕が残るが判読は不能である。664の 底部外面には墨書「林」とヘラ記号が残る。667は 箱形

の高杯の杯部かと考えられる。時期は7世紀。668は縁部に突帯をもつ無溝有帯式の円面硯である。669

～686は壺・瓶・鉢・甕類である。672・ 673は 壼蓋,672の 口径は11.2cmで,頂部はヘラ削 りが施され

る。680は瓶類の底部で,体部下半にはヘラ削 りが施される。676は横瓶の口縁部である。683は注口付

瓶である。踏ん張った高台が付 く瓶の体部をもち,その肩部に注目が付 く特異な器形である。674は鉢 ,

口縁端部は水平に面を取る。675は鉢の底部で,体部下半にはヘラ削りが施される。甕 (682・ 684～686)

は口径20cm台から40cm台の小甕と中奏が出土しているが,量的には多 くない。686は 口縁部に櫛描波状

文帯がある。壺・瓶・甕類の時期はほとんどが 8世紀代で,671の みが 9世紀まで下る。

土師器には椀・杯・高杯・手捏ね土器・壺 。甕 。鋼がある。687は 口径8.8cmの内外面ハケメ調整の

手捏ねの椀である。700も 手捏ねのミニチュア土器で 6世紀頃のものであろうか。692は 7世紀頃の椀

で,体部外面は手持ち削 り調整,日縁部外面はヨコナデ,体部内面はハケメ後ナデ調整である。690は

9世紀頃の椀の底部で底部外面には「×」のヘラ記号がある。691は杯で口径13cm,高 さ3.5cmで ある。

701は体部外面縦方向のヘラミガキ調整のガヽ型の壺の底部と推定される。時期は6世紀代か。694～ 699

は高杯で,杯部または脚部の破片で全形が判るものはない。694は浅い有段の高杯で直線的な口縁部を

もつ。杯部外面下半は手持ち削 り調整,口縁部外面はハケメ調整後ヨコナデ,内面はヨコナデ調整で

ある。外反する口縁部をもつ695は外面ヘラミガキ調整で,時期は 6世紀である。696は 内外面赤彩の

代

′48
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皿形の杯部。699イま中位に2条の沈線が巡る高杯の脚部である。時期はともに8世紀。702～ 707は 7世

紀代の甕である。口縁部は外傾するもの,外反するもの,上方に緩やかに立ち上がるものがあり,端

部は九 くおさめるもの,直立する端面をもつもの,外傾する端面をもつものがある。体部の調整は内

外面ハケメ調整のものがほとんどで,703は 体部下半内外面に縦方向の手持ち削 りが施される。708～

7241ま 8・ 9世紀の奏。 8世紀の甕はロクロ成形,非ロクロ成形があるが, 9世紀のものはロクロ成形

となる。口縁部は外傾する端面をもつものや,端部が垂直に立ち上がるものがある。7121ま垂直に立ち

上がる口縁端部もち,体部内外面ハケメ調整の奏で,体部下半には手持ち削 りが施される。中位には

3条の線が交差するヘラ記号のようなものが描かれる。小型甕はロクロ成形がほとんどだが,716は体

部と底部の外面に手持ち削りが施される。717は ロクロ成形の小型甕で,体部下半にはカキメが施され,

底部に静止糸切り痕が残る。725～ 729は鋼である。体部は九みを帯びるものと直線的なものに分かれ

る。729は 内外面ハケメ調整で,体部外面下半は手持ち削り調整である。730～ 733は管状土錘。円筒形

のものと球形に近いものがあり,了し径はいずれも約 l cm。 (島田美佐子)
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D地区包含層出土遺物 (第 122～ 141図 ,図版39。 58～ 70・ 77)

D地区の包含層からは須恵器 (734～ 1109),土師器 (1110～ 1247),土錘 (1248～ 1381),鉄津

(1382～ 1391),羽 口 (1392),IH蝸 (1393),木製品 (1394),砥石 (1395)があり,遺物の時期

は7世紀～9世紀代にわたる。

須恵器 (第 122～ 133図 ,図版58～ 66)

734は杯 G tt。 口径7.2cmを 測り,口縁端部より下方に突出する内面の返りは鋭さを欠く。 7世紀第

3四半期のものか。735～ 806は杯 B tt。 口径は10,8cm～ 19cmま であるが,中心となる法量には■cm～

12cm台 ,14cm～ 15cm台,17cm台 がある。全形がわかるものは少ないが,つ まみの形態には扁平な擬宝

珠形 (735・ 738・ 740),や や背の高い擬宝珠形 (盈9,751・ 754・ 756),ボタン状 (745～ 盈8・ 755。

762,766・ 789,794・ 795'797。 799・ 806),環状のもの (802)があり,無鉦のもの (804・ 805)も

ある。口縁端部の形態には断面三角形のもの,方形に近いもの,内端部に稜をもつもの,巻 き込む形

態のものがある。頂部外面の調整にはロクロ削りをほぼ全面に施すもの(735～ 744・ 758。 760・ 764～

766,770。 773),帯状に施すもの (密5'747,748,752。 759,761・ 762・ 768・ 771・ 784・ 791),

ヘラ切り後ナデ調整のもの (馳9,750'753,755。 756・ 763・ 767・ 769。 776～ 778・ 782・ 783・ 785～

787・ 789。 790)がある。無錘の804は頂部ヘラ切り後ナデ調整,805は ロクロ削り後沈線を巡らす。ロ

クロ回転方向は右回転がほとんどであるが,736は左回転のものである。ヘラ記号は740,770の内面に

「一」,盈7・ 753・ 784・ 799の 内面に「×」,760の 内面もみられる。杯蓋硯に転用されたものには737・

盈0,盈7・ 758・ 762,763。 780,785'795,797がある。762の 内面中央は使用により九く墨痕があり,

周囲もかなり摩減している。763はタト面にも墨痕がある。767は転用されたかどうかは不明であるが,

内面に墨痕がある。墨書があるものは752の 回縁端部内面に「○」状,766は 頂部外面に「大」,775は

頂部内面に「甲」,803は 外面に判読できない墨書がある。7531ま 頂部外面に「十」,回縁端部内面に

「一」の漆文字が書かれる。

807は椀 B。 口径15cmを沢1り ,体部はやや九みをもって上方へ開き,下部をロクロ削りしている。内

面は不定方向のナデ調整である。 7世紀第 3四半期のもの。

808～ 9151ま杯 B。 口径には9.8cm～ 17.8cmがあり,中心となる法量は10cm～ 1lcm台 ,13cm台 ,15cm台

である。808・ 809は 口径が15cm台 ,器高が5.5cm以上を測り,体部が直線的に開き比較的高い高台が付

く。810～ 829は体部のタト傾度には強いものと弱いものがあり,高台は内端部が接地し,外に向かって

踏ん張る形態で,体部と底部の境からやや底部に入った位置にある。827・ 829の底部タト面はロクロ削

り調整である。830～ 895は体部の外傾度が弱まり,体部と底部の境は丸みをもち,高台は内端部で接

地するが踏ん張りは弱まる。日径が15cm以上の大型品は,器高 5∽以上の深いもののみになり,体部

中位に沈線が巡るもの (891・ 894・ 895)がある。896～ 915は体部の外傾度が強まり,回縁端部がやや

外反気味になるものがある。口径は10cm～ ■cm台が多く,15cm以上の大型品はみられない。ヘラ記号

は812・ 857の 体部外面に「 |」 ,818,849・ 881は 底部外面に「一」?,838の底部外面に「一」,844・

901の底部外面に「×」があり,ヘラ書き文字は845の底部外面に「土」,864の 底部外面に判読不明な

ものがある。墨痕は906の底部外面,漆書きは908の底部外面にみられる。

916は稜椀。口径12.4cmを 沢1り ,体部に稜をもつが,ロ クロ削りは省略されている。口縁部カツト反し,

日縁端部は尖る。 8世紀第 3四半期のものか。

917は杯 H tt。 口径11.8cmを 測り,受け部が内傾気味に立ち上がる。 7世紀第 1四半期のもの。

′9‐D



第Ⅳ章 遺構・遺物

918・ 919。 921～ 923・ 925,9271よ杯 G。 口径 には 9 cm～ 12cm台があるが,主体は10c14～ 1lCm台 であ

る。918は 口径9,lcmを 測 り,体部は九底気味の底部からやや九みをもって立ち上が り,口縁部はほぼ

直立気味にのび端部が外反する。底部外面はロクロ削 り調整である。

920。 924・ 926。 928～ 1062は杯 A。 口径には10,8cm～ 14.4cmがあり,底部切 り離 しはすべてヘラ切

りで,ナ デ調整するものとすだれ状圧痕がみられるもの (988)がある。主となる法量と器形は,928

～938は 口径1lcm台,器高3.4cm～4.3cmの深いもの,939～ 955は 口径12cm～ 13cm台 ,器高 3 cm台 の浅い

もの,956～ 1001は 回径■cm～ 12cm台 ,器高 3 ct4前 後の浅いもの,1002～ 1032・ 1035～ 1038は 口径12cm

台,器高 2 cm～ 3 cm台 と浅 く体部と底部の境が明瞭なもの,1039～ 1042は 13cm台,器高 3 cm台 で,体

部が開き底部との屈曲がはつきりしたもの,1044・ 1047～ 1055は 口径12cm～ 13cm台 ,器高 3 cm前後の

浅 く体部が大きく開くものである。ヘラ記号は930・ 984。 1017の底部外面に「一」,934・ 9671ま 底部外

面に「×」,943は 底部内面に「×」,980,990は 体部外面に「二」がある。ヘラ書き文字は933。 978

の底部外面に「七」がみられる。墨書は968・ 1029。 1033・ 1034,1045。 1046。 1056の底部外面に判読

できない文字,1015の 底部外面 に「田」,1048は 底部外面 に記号の「○」状,1057は 底部外面 に

「∞」,1058は底部外面に「○」,1062は ヘラ記号「一」 と共に底部外面に「三」があり,1001は 内

面に墨痕がある。漆書きは1059は底部外面にヘラ記号「×」と共に「十」,1060,1061は 底部外面に

「十」がみられる。995は 内面口縁端部付近まで黒目漆が付着 しており,漆液容器に使用されたと考え

られる。

1063は 円面硯。硯面には断面三角形の 2条の堤が巡 り,内堤が高い。陸は使用により摩減 している。

内堤の径7.4cm,器高 4 cm,脚 径11.6cmを 測 り,脚部には断面三角形の凸帯が巡 り,透かし孔はない。

1064は 皿A。 口径12.6cm,器高2.4帥 を測 り,回縁部は外傾し端部をやや九 く収める。底部外面はヘ

ラ切 り後未調整である。 8世紀第 3四半期のもの。

1065～ 1098は重類。1065～ 1067は壼蓋。1065は 口径10cmを測 り,端部は内傾 して垂下する。1066は

回径12cm,器高3.8cmを 測 り,水平な頂部から口縁部へ緩やかに屈曲している。つまみはボタン状を呈

する。1067は 口径12cm,器高3.7cmを 測 り,頂部は水平でロクロ削 りを施し沈線が 3条巡る。口縁部は

内傾 し,つ まみは背の高い擬宝珠形を呈する。

1068～ 1070・ 1075'1080は短頸壺。1068。 1070は有蓋のもので,1068は張った肩部と体部中位に沈

線が 2条巡 り,その間にタタキがみられる。下部の沈線以下はロクロ削 り調整されている。1070は 肩

部が九 く,沈線が 2条巡 り,体部中位から下をロクロ削 り調整 している。1069は 無蓋のもので,体部

下部をロクロ削 り調整 している。1075は肩部の屈曲が緩やかなもので,沈線 3条が巡 り,底部内面に

は降灰がみられる。高台は剥離 しているが,その後も使用 したことが窺える。1080は体部下半をロク

ロ削 り調整 している。

1071は小重。口径2,8cm,器高3.6cm,底 径3.6cmを 測 り,内外面ロクロナデ調整される。

1072～ 1074・ 1076～ 1079・ 1082は 長顕瓶。1072は丸底で体部中位に沈線が 1条巡 り,沈線以下をロ

クロ削 り調整する。1073は肩が張 り,体部下半はロクロ削 り調整されるが部分的にタタキが残ってい

る。高台は高 く外に踏ん張る形態である。1074は 高台の付かないもので,肩部に沈線が巡 り,体部下

半を手持ち削 りする。1076は 肩が張 り,浅い沈線が 2条巡る。1077は肩が九 く張 り,沈線状の凹線が

1条巡る。体部下半はロクロ削 り調整され,底部外面にヘラ記号「十」がある。1078は 直線的にのび

た体部下半をロクロ削 り調整する。1079は肩部に2条の沈線が巡 り,体部下部はロクロ削 り調整であ

る。1082は体部下半をロクロ削 り調整する。
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1081,1089は 広口壼。1081は体部下半をロクロ削 り調整 し,外に開く高台をもつ。1089は 口径14cm

を測 り,頸部中位に沈線が 2条巡 り,口縁部は外反して端部を上方につまみ上げる。

1083・ 1084・ 1087・ 1091～ 1096は 瓶。口径には6.2cm～ 11,9cnlがあり,日縁部が外反して端部を上方

につまみ上げるもの(1083・ 1091～ 1093),口縁部が直線的にのびて端面がほぼ水平になるもの(1084)

がある。体部は直線的に上方にのび,ロ クロナデ調整のもの (1087・ 1094。 1096)と 体部下半をロク

ロ削 り調整するもの (1095)がある。

1086は直口重。口径12.lcmを 測 り,肩は丸 く長胴な体部につながる。体部外面はカキメ調整で中位

以下に縦方向の手持ち削 りを施す。

1088は双耳瓶。内タト面ロクロナデ調整で,やや大型の耳が付 くと推測する。

1090。 1097,1098は 壼。1090は扁球形の体部でロクロナデ調整後,体部下部を手持ち削りする。1097・

1098は体部が外上方に開くもので,内外面ロクロナデ調整である。

1099～ 1105は横瓶。口径10.4c14～ 13.4cmを 測 り,回縁部は外反し端部が外傾するもの (1099。 1102)

と水平に面をとるもの (1100。 1101,1103～ 1105)がある。1103は体部外面はタタキ後カキメ調整 ,

内面は同心円文当て具,1104は 内面扇文当て具である。

1106～ 1109は 奏。口径16.2cm～ 27.2cmを 測 り,日縁部は外反し端部が外傾するもの (1106),外傾

して下方に引き出すもの (1107),内 傾するもの (1108。 1109)がある。

土師器 (第 134～ 138図 ,図版67～ 69)

1110～ 1112。 1114～ 1117・ 1119。 1120・ 1122。 1128～ 1138・ 1140～ 1145・ 1147・ 11501よ 椀。 口径は

12.6cm～ 19。 2cmを 測 り,内外面赤彩のもの,外面赤彩内面黒色処理のもの,内面黒色処理のものがあ

る。1110は 非ロクロ成形で内面はヘラミガキ,外面は体部外面下部から底部を手持ち削 りする。1114

はロクロ成形で,体部下半から底部外面をロクロ削 りしており,内面全面と体部外面の他,日縁部の

欠損 した割れ口にも黒目漆が付着 していることから,漆液容器に再利用されたと考えられる。1117・

1122・ 1133・ 1137・ 1140～ 1144は底部回転糸切 りで内面はヘラミガキ,外面はロクロナデ調整,1130

は底部静止糸切 りで,内タト面ロクロナデ調整,体部下部をロクロ削 りしている。1131は 体部下部から

底部タト面を手持ち削 りしている。■32は体部下半から底部タト面にロクロ削 り調整を施す。1134・ 1135

は底部回転糸切 りで,内外面ロクロナデ調整で体部外面下部を手持ち削 り,1136は底部回転糸切 りで
,

内面と口縁端部から体部上位外面をヘラミガキ,1145・ 1147は底部回転糸切 り,内外面ロクロナデ調

整である。1150は低い高台が付 き,体部外面はロクロナデ,内面黒色処理である。1137は底部外面に

ヘラ書き文字「□田」がある。

■13・ 1121は杯。口径12.7c14～ 16.4cmを 測 り,内面黒色処理されている。1121は底部ヘラ切 りで
,

内面ヘラミガキ,タト面ロクロナデ調整である。

1123～ 1127は 高杯。1123・ 1125。 1127は 内面ヘラミガキ後黒色処理されたもの。1126は脚部が大き

く広が り,端部を丸 く収めるもので,内面ナデ,タト面ハケメ調整である。

1118・ 1139。 1146。 1148。 1149は 皿。口径14.6cm～ 23.4cmを 沢1り ,1118は 内面ヘラミガキ後黒色処

理,外面はロクロナデ後体部外面下部をロクロ削 りする。1139は 内外面赤彩で,ロ クロナデ調整され,

内面には暗文がみられる。1146。 1148。 1149は底部回転糸切 りで,内外面ロクロナデ調整である。1149

は外面赤彩されている。

1151～ ■70・ 1172～ 1179・ 1181～ 1237は 甕。1151～ 1161は小型の甕底部で,内面はナデ,体部タト面

を手持ち削 りしている。1162～ 1170は体部内外面ハケメ調整のもので,1163・ 1165は さらに体部外面

代
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にカキメ調整を加えている。1165～ 11671ま 体部下半を手持ち削 りしている。口縁部は外傾 し,端部を

丸 く収めるもの (1162・ 1167)と 面取 りするもの (1163～ 1165。 1168・ 1169)がある。H72～ 1179・

1181～ 1237は ロクロ成形のもの。1172～ 1179'1183～ 1189。 1194～ 1199は 口径11.8cm～ 25cmを 測 り,

底部をヘラ切 りし,体部外面をカキメ調整するものが多い。1186・ 1188。 1195～ 1198は体部外面下部

を手持ち削 りする。口縁部は外傾 し,端部は九 く収めるものと面取 りするものに加え,端部を上方に

引き上げるもの (1173・ 1175・ 1179)がある。 8世紀代のもの。1181・ 1182・ 1190～ 1193・ 1200～ 1237

は口径8,9cm～24cmを 測 り,小型のものは器壁が薄く,1193の底部が静止糸切 りである以外は底部回転

糸切 りで,水挽 き成形である。大型のものは体部内外面をカキメ調整するものが多い。口縁部は外傾

するが,途中で屈曲して端部を上方に引き上げるものと端部を巻き込む形態のもの(1220。 1221・ 1223・

1227)がある。 9世紀代のもの。

1171は鉢。口径22.4cmを 測 り,口縁部が内湾 し端部が内傾 して面をとる。内外面ハケメ調整で,体

部外面下半は手持ち削 りする。 8世紀前半のもの。

1180は製塩土器。口径20。 4cmを 測 り,日縁部が大きく外傾 して開き,体部は直線的にのびる。 8世

紀代のもの。

1238～ 1247は 鍋。口径29cm～39.6cmを測 り,体部は膨 らみをもって立ち上が り,日縁部が外傾する。

1238は体部が比較的直線的なもので,内面横方向,外面縦方向のハケメ調整で,口縁端部を丸 く収め

る。1239は 口縁端部が面取 りされ,内外面ロクロナデ調整で,体部タト面は部分的に手持ち削 りされる。

8世紀代のもの。1240の体部外面はハケメ後カキメ調整,内面はカキメ調整,1241は体部外面下半に

タタキがみられ,上位はカキメ調整,内面下半はハケメ調整,1242は体部下半を手持ち削 り,内面ハ

ケメ調整後カキメ調整,1243～ 1245・ 1247は体部外面にカキメ調整,内面はロクロナデ調整である。

口縁端部の形態にはやや肥厚 し面取 りするもの(1243～ 1246)と 上方につまみ上げるもの(1240～ 1242・

1247)がある。 9世紀代のもの。

管状土錘 (第 139～ 141図 ,図版69。 70)

1248～ 1289は 長さ3,3cm～ 5。 5cm,最大径が0,9cm～ 1.7帥 ,孔径0。 2cm～ 0。 4cmを 測る細形の小型品。

端部は尖るものが主である。1281・ 1284・ 1288は外面を削って整形 している。1258は外面に煤が付着

している。1290～ 1301は 長さ3.5cm～ 4 cm,最大径が 2 cm前後,子し径0.6cm～ 0.9cmを 測る大形の小型品。

端部は尖るものが主体であるが,小 さく面をとるもの (1292・ 1293・ 1296)も ある。1302～ 1322は 長

さ3.7cm～ 4.7cm,最大径が2.lc14～ 3c14,孔径0,6cal～ 1.2cmを 測る太形の小型品であるが,器壁の厚い

もの。端部は小さく面をとるものが主体である。1323～ 1351は長さ4.lcm～ 5,7帥 ,最大径力認.5硼～3.5

cm,孔径0.6c14～ 1,lCmを 測る太形の中型品。端部は水平に面をとるものが主体である。1352～ 1380は

長さ5。 lcm～ 6.8cm,最 大径が3.lcln～ 4.5cm,孔径1.lcm～ 1.7c14を 沢1る 太形の大型品。端部は水平に面

をとるものが主体であるが,尖るもの (1373)も ある。13密 は外面に条痕がみられる。1376は 端部に

狭 り込みがあり,外面に煤が付着している。1381は長さ7.lcm以上,最大径2,7cm,孔径1.5cmを 測る細

形の大型品。

1382～ 1391は鉄津。 S B53西 側の遺構分布が粗な地点からまとまって出上 した。1382～ 1384は椀形

淳で,木炭痕がみられる。1385～ 1391は小型のもの。

1392は 羽口。輔に取 り付 く先端部。器厚1.9cmを 測 り,使用により先端部は熔けている。

1393は対蝸。口径12cmを測 り,口縁内面には赤褐色の付着物,体部にはより黒褐色を呈 し気泡がみ

られる付着物があるが,溶解物は不明である。

ゴ5θ



2古 代

絃
ェ ≦ ≡ 童 型 ≧ 型 ≧ ≦ 勇 盟

筋

― 一
≦ ≦ ≡ 亘 亘 ≧ 二 二 ≧ ≧ ≦ 〃

壬 ≦ ≧ ≡ ≡ 珪
==≧ ≧ 当 初

任 室 ≡ ≡ 茎 ≧ 里 型 型 ≧ 壼 務

∈ 笙 ≡ ≡ ≡ 型 堕
=墾

聖 聖 ぃ 期

効

筋

0                                                  15cm

i

第122図 遺物実測図 (1/3)
包含層

′δθ

Ю



第Ⅳ章 遇構・遺物

∈ ≦ ⊆ ≡ 茎 ≧ 里 型 聖 ≧ 奎 絃

壬≦互≡≡≧王型≧≦ぃ筋

正 ≦ ⊆ :≡ ≡ ≡ ≧ 三 二 重 型 ≧ ≦ 蛍 櫂

タ

筋

紹    勿

7J7

″
こ≦ 工 ≧ ≧ ≦

0                             15cm

第123図 遺物実測図 (1/3)
包含層

―

  
―

″

′σ′



2古  代

密

効

疹

陸

籾

∠ ≦ 璽 匡 ■ ＼

効

ひ

一

筋
効

翡 7
あ″

＼

″疹

0                               15cm

第124図 遺物実測図 (1/3)
包含層

どδ〃

+



第Ⅳ章 遺構・遺物

夏

筋

1______1_十
一 一 少` 賜

咽豆 距

【正三]三二
「 アてこ三二Ett17キ

第125図 遺物実測図
包含層

(1/3)

0                             15cm



2古

現 ヱ こ
て 正 三 正 三 配 :｀

0 15cm

第126図 遺物実測図 (1/3)
包含層

′び

`



第Ⅳ章 遺構・遺物

0                                                  15cm

第127図 遺物実測図
包含層

(1/3)

′ぢσ



2古 代

第128図 遺物実測図 (1/3)
包含層

′うσ

0                                                  15cm



第Ⅳ章 遺構・遺物

0                          15cm

第129図 遺物実測図 (1/3)
包含層

どσ7



2古 代

妨

0

第130図 遺物実測図 (1/3)
包含層

′δ∂

o                                              15cIIl



第Ⅳ章 遺構・遺物

彊 亘 凸 防

0                                              15cm

″

＼ 二

%

ンヽ

＼
く  1遍 ゴ

第131図 遺物実測図 (1/3)
包含層

(  | ゴ

fδ9



2古

第132図 遺物実測図 (′腑7～羽7・ ′θ〃
包含層

ヱ70

― L″

∈ ≡ 翼 農 ≡ 当 筋

匡 正 三 ≡ 区

==J′

筋

防
　
　
　
メ

つ夢f羽

1/3,′筋 ～′防 '′厖 ～′%1れ )



L

/77

′筋 K声
下 覗

′″π

＼＼

＼瓦

第Ⅳ章 遺構・遺物

′′″

0                          211cm

第133図 遺物実測図 (1/4)
包含層

′ク7



2古

ガ 巧 く望鷺毒ヨi:iユ
i:ユ

:を,ワ

＼

卜 瞬

ノ

ノK
′′″

■務

o                       15cm
i

第134図 遺物実測図 (1/3)
包含層

77ク



第Ⅳ章 遺構・遺物

エユ50

鞠

0                         1:4                      20cm

第135図 遺物実測図 (′フ′～ガ″
包含層

″ ″

べヾ ″ 々

ヾ

≦

望誘

1/3,ガ2～ガ2 1/4)

′73



代

戸

≡

請

Ξ

Ж 朋

″ 疹

i,こ

三二三三三三三三三
i三

二三二三二正三Iそ
(♀″疹

″〃

熾 Й

ト

ー

μ ν

＼      期

悦

＼ 勿

勁

盟

 齋

藝

朝 FΞ 《 物

物

効

20cm

第136図 遺物実測図 (1/4)
包含層

′77

「



第Ⅳ章 遺構・遺物

物

＼詭

(上プ吻
が

と 上 ジ 協

第137図 遺物実測図 (1/4)
包含層

く
〒

三 正 三 正 三 正 三 三

=「

~~十
一
~~~~ラ

Pク ′

＼

d鬼

と工
=ク 賜

鯵

戸ず訂物
茸可~砲

＼ヒ 陛づ/翔

鶴

′75



2古

第138図 遺物実測図 (1/4)
包含層

′クび



第Ⅳ章 遺構・遺物

物 効 閉  沈 吃 眩 鑢 銘 銑

鏡 吃 q吃 喝 叱 唸 鏡 鏡 吃 ○
′劾

咆鐙 q鑢 唸 Q唸 唸唸 咆

―
Qテ
ー③一判一孤

~③―①―lll―①一一C)総
―

①①⑮ ◎① Q tt Q∝ Q′塚ν          ′霧           ■始 4          ■

"5           
′効

〕

一
―

帥

―             m

鏡 q Q tt Q′
第139図 遺物実測図 (1/3)

包含層

777



軸―
~士

う
't)①

―印―酬一
とで

`I:ゝ

一
唸́QQ鏡 ∝靴

―
(〔]I:)一

一歩⊆《)一
① Q

′該

―鰯一
rζ
玉[ユ ―ゝ

④ q
ユ解

―棚ittD―⊂D―個Ю一

④ ④ 00
′翻       工閉       ′挽

『
      イタ

~囃
嗚―

帥
Ⅶ
⑥
膠
〔榊
削
①
穆

一

一Ｑ
④
盟
ｍは

◎
翻

一

|を

41)一

―

(:‖ :)一

咆 Q

◎
′諺

QQ域 咆咆

① 0
■錦        ′該

Ｏ

効
Ｏ
筋

Ｏ
″

④
筋

◎
筋
　

　

・

Q
第140図 遺物実測図 (1/3)

包含層

」78



第Ⅳ章 遺構・遺物

Ⅷ

③
脇

田

ｏ
初
継

一

一

削

①
筋

一
―

　

（

Ｃ

　

　

　

・

．
　

削
削
Ｏ
ヮ

．　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
瓜

帥
卿
〔
ど
一一

．　
　
　
Ⅲ
岬

◎
協

一硼

①
筋
聡

一

一 饂

翁

　

ａ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ノ,膠

①
翻

鏡 ぬ
ワ

◆
材

為
靱

0筋 ゑ
筋塩

―隠 ⑬Ⅷ ▼    穆
′諺

鰯
Ⅷ

/ω 、

第141図 遺物実測図 (1/3)
包含層

0                                                  15cm

′79



2古 代

0                                                  15cm

ヽ＼章 塾 比

第142図 遺物実測図 (1/3)
包含層

′8θ



第Ⅳ章 遺構・遺物

/4rJZ

0                         1:3                      15cm

第143図 遺物実測図 (笙犠 ～フ密 。フη～Zν
包含層

′密′

鰯
ノ
効

1/3, ■襲 ～■蠅 1/4)

′β′



2古 代

1394は 曲物。直径約13cmで ,底板 も側板 も薄い。底部内面には敷々の漆が付着 しており,漆液容器

に使用されたものと推測する。

1395は砥石。側面には鋸痕がみられ, 2面 に使用痕がある。

El地区包含層出土遺物 (第 142～ 144図 ,図版71・ 72)

(中 川道子 )

包含層からは須恵器・土師器・黒色土器が出上 している。時期は 8世紀後半から9世紀前半のもの

が主体を占めるが,壼・奏類には 7世紀前半のものが僅かに出土 している。

須恵器には杯蓋・杯 。班・壼・奏がある。杯蓋 (1396～ 1415)で ,口径は最小のもので11.4cm,12

cm前後のものと13cm前後のものが一番多 く,最大で18.2clnの ものがある。口縁端部の形状は断面形状

が三角形になるタイプと内端部に稜をもつものがほとんどである。時期は 9世紀代のものがほとんど

で頂部にはロクロ削 りが施されず,ヘラ切 り後ロクロナデ調整となっている。1413の 内側には「善文」

の墨書があり,1414・ 1415の 内側にはヘラ記号が残る。1416～ 1426は杯 Bである。全形を知 り得る個

体は少なく,口径の種類 も9 cm台 ,10cm台 ,1lcm台 ,13cm台 と大型のものはない。 9世紀に下ると考

えられるのは1418と 1426で ,他は8世紀後半代の遺物である。1427～ 14431よ 杯 Aである。口径は1lcm

～13.4cmの ものがあり,器形は口縁部が直線的に伸びるものと端部がややタト反するものがある。内底

面に2条の浅い沈線が残るもの (1431)や ,底部外面に「T」 字状の漆痕が残るもの (1437),同 じ

く底部外面に墨痕が残るもの (1443)がある。時期は8世紀～ 9世紀前半に収まる。1444は甦である。

底部は完形で,日縁部は欠損する。底部内側には穿了L時 に内部に落ちたと思われる粘土塊が残る。調

整はロクロナデ調整で,体部下半にはロクロ削 りが施される。時期は 7世紀前半である。1445は 短顕

重。焼成時の歪みで,楕円形に変形しており,内外面には自然釉がかかる。時期は7世紀である。1446

は広口重で,体部下半には手持ち削 りが施される。1448は 口径14cmの小型の奏で,口縁部は肥厚 し,

i`■ i｀
″`

第144図 遺物実測図 (ン″ 1/3,フν～ン,
包含層
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内側に巻き込む。外面はタタキ後カキメ調整で,内面はタタキである。時期は7世紀前半である。1449

～1452は黒色土器。1449～ 1451は椀で,1449の外面は赤彩される。1449と 1451の体部下半は手持ち削

り調整で,1449は底部外面も削っている。1451の底部には静止糸切 り痕が残る。1452は 高杯の脚部。

外面には縦方向のヘラミガキが施される。土師器には甕と盤がある。甕 (1453～ 1459)に はロクロ成

形と非ロクロ成形のものがある。1454は 内タト面ハケメ調整で, 7世紀中頃～後半のものである。他は

8世紀～ 9世紀前半頃のもので,口縁部が直線的に開き,垂直に近い端面を持ち,上端部が突出する

ものや,外傾する端面をもち下端が突起するものがある。1459は 非ロクロ成形で,体部外面は縦方向

のヘラ削 り調整,内面がハケメ調整である。1460は盤と推定される個体で,平底の直線的に開くバケ

ツ形の器形になると想定される。底部はナデて平底を作 り出し,外面は手持ち削 り,内面はハケメ調

整である。

E2地区の包含層出土遺物 (第 145図 )

(島 田美佐子)

さく状遺構が検出された地区であるため遺物は僅かである。主に古代の包含層 (Ⅲ 層)か らの出土

で,須恵器・土師器 。珠沙H・ 木製品・金属製品がある。

1461～ 1464は須恵器杯 B蓋。1461は 回径11.4cmで ,器高が高 く丸みを帯び,端部が巻き込む形態で,

頂部外面のロクロ削 りは省略されている。内面には墨痕がある。時期は9世紀第 1四半期である。1462

は回径13.8cmで,頂部の調整が降灰のため不明であるが,端部はやや丸みを帯びた断面三角形を呈す

る, 8世紀代のもの。1463は 回径13.8硼 を測る。頂部外面はロクロ削りで,端部は断面三角形を呈し, 8

世紀第 4四半期のもの。1464は 口径15.8cm,端部を僅かにつまむのみで,時期は 9世紀第 3四半期。

1465は須恵器杯 B。 残存部の器高が7.5cmを 測る深いもので,高台の踏ん張 りは弱い。胎土には長石・

石英が多 く混じる。 8世紀第 3四半期のもの。1466・ 1467は須恵器杯 A。 1466は 口径■.5cm,器高3.4

cmを 測 り,底部と体部の境がやや九みをもつ。1467と もに8世紀第 1四半期のもの。

1468～ 1470は土師器甕。1468は非ロクロ成形で,内面と体部外面はハケメ。体部から強 く外反して

開き,口縁端部は外反する。 8世紀前半のもの。1469～ 1473は ロクロ成形で,口縁部は直線的に開き,
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端部はやや直立から外傾気味で,端面の幅も広い。1470は ロクロ成形で,内面はカキメ調整。口縁部

は直立気味で,端部が肥厚する。 9世紀代と考える。1471は 土師器鍋。ロクロ成形で,内面と体部外

面はカキメ調整。口縁部は弱 く外反し,端部は直立気味の面をもつ。

1474は 珠洲悟鉢。口縁端部は外傾 し,内面が嘴頭状である。内面の一部に卸目が確認できる。珠洲

I期注1の もの。

1475～ 1479は木製品。1475は両端を凸状に削り出す加工材。1477・ 1478は箸。1477は断面楕円形,1478

は断面方形である。1479は先端を尖らせた杭状のもの。ミカン割 りした材を使用 している。

1480。 1481は 金属製品。1480は 鉄製で,器壁の厚さ l mmの 皿状。中央に孔があることから,飾 り釘

の傘部分と考える。1481は 船釘。中世の包含層から出土したもので,頭部を扁平に叩き潰し,片側か

ら折 り曲げている。先端部には繊維状の物と錆が付着 している。          (中 川道子)

Fl地区包含層出土遺物 (第 146図 ,図版72)

Fl地区は調査区の半分以上が古墳時代から近世にかけて自然流路によって浸食されていたため遺

物の絶対量が少なく,古代の包含層からの須恵器・土師器の出土量も少ない。

須恵器には杯蓋 (1482～ 1484)・ 杯 (1485～ 1490)・ 堪 (1491)・ 壷 (1492)が ある。ほとんどが 8世

紀代の遺物である。1483・ 1484は 8世紀後半の杯蓋であるが,器膨れや器形の歪みが著しい。1492は

壼の回縁部。端部を外側に折 り曲げて肥厚させ,そこには浅い凹線が数条巡る。1493は 黒色土器の椀

である。体部外面は上半はヨコナデ,下半と底部は手持ち削 り調整である。 6世紀後半のものである。

1494は 同じく黒色土器の椀 Bである。高台の断面形は三角形で,底部には高台を引き出して成形した

菊花状文が残る。1495は土師器の甕で,短い口縁部の端部は九 くおさまり,体部内外面は手持ち削 り

調整である。口頸部近 くには小さい「×」形のヘラ記号のようなものが刻まれる。

F2地区包含層出土遺物 (第 147・ 148図 ,図版42,72・ 73)

包含層からは 8。 9世紀の須恵器・土師器が出土している。希に7世紀や11世紀のものがある。

須恵器には杯蓋・杯・退 。重・甕がある。杯蓋 (1496～ 1513)は 口径が14.3cm～ 16.2cmの ものまで

あるが,比較的規格がまとまっている。口縁部の形態は断面三角形状になるものが多く,巻 き込み形

態になるものは1511の みである。調整はほとんどの個合が頂部をロクロ削り調整され,内部も中央を

仕上げナデ調整され,丁寧な作りのものが多い。時期は8世紀第 3四半期が主体を占め,僅かに8世

紀第 1四半期 。第 2四半期のものが混じる。杯B(1514～ 1529)は 口径8.6cmの 小型のものから14.8cm

のものがあり,13cm台 と14cnl台のものが多い。高台の形状は内端部で接地する踏ん張る形状のものと

断面長方形のものがある。時期は8世紀第 1四半期と第 2四半期のものが多く,1525や 1529の ように

9世紀まで下るものもある。また,1514の高台内側や1521の底部内面にはヘラ記号が刻まれる。1516

の高台内側には墨痕が認められるが半J読 はできない。1530～ 1540は杯Aである。1530～ 1536は 時期が

8世紀前半代のもので,回径は1lcm～ 12cmの 間におさまる。1534の 内面には一部剥離しているが漆が

付着しており,漆容器として使用されたものであろう。1537～ 1540は 9世紀後半代の杯△である。い

ずれもF2地区の北西端に位置するS D6461や S D 6720の 上面の包含層から出土しており,同地区の

建物群とは離れた位置にあり時期差があるようである。1537・ 1539の 体部外面には墨書が見ら

れ,1537は底部側から書かれた文字のようである。1541・ 1542は配の回縁部である。ともに7世紀の

ものか。1546は ロクロ成形で体部外面が手持ち削り調整される瓶の底部である。内面は使用によるも

のか非常に摩耗している。

土師器は椀A・ 皿A・ 杯 。高杯・鉢・甕・鍋がある。ttAは いずれもロクロナデ調整の底部回転糸
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2古

切 り痕を残すもので,時期は 9世紀第 4四半期のものである。1551は柱状高台の皿の底部で,底部内

側の中央には焼成前に空けられた径約 l cmの 穴がある。1549は 内外面赤彩の杯の体部破片で,外面に

は墨書が残る。1553～ 1555は 高杯。皿状の浅い杯部に短い脚部が付 くタイプで,内外面に赤彩が施さ

れる。1552は外で,内外面カキメ調整。1557～ 1559は甕。1559は 非ロクロ成形で,口縁端部は外傾 し,

体部外面はヨコナデ,内面ハケメ調整である。時期は 7世紀後半から8世紀前半頃のもの。1556は ロ

クロ成形の鍋で,外面カキメ調整,口縁部は外傾 し,面取 りした下端部は肥厚する。  (島田美佐子)

F3地区包含層出土遺物 (第 149・ 150図 ,図版74)

古代の遺物には須恵器 (1560～ 1576)。 土師器 (1577～ 1582)・ 土製品 (1588～ 1590)がある。

1560～ 1565は須恵器杯 B tt。 口縁端部内面に小さい返 りがつくもの (1560)と 端部を折 り曲げてい

るもの (1561～ 1565)がある。端部形態には断面三角形になるものが多 く,端部の長さに長短がみら

れる。外面のロクロ削 りの範囲は,1560は 口縁端部付近まで,1561～ 1565は頂部のみである。1560の

つまみは大型で扁平な擬宝珠形で,内面にヘラ記号がみられる。1562の つまみはさらに扁平になり中

央の突出がわずかである。1566～ 1568は杯 B。 1566は 口径18cm,器高 5 cm,底径10cmを 沢1る 。腰がや

や張った大型のもので,高台は外に踏ん張る形態である。1567・ 1568は底部のみで,1568は 高台がや

や外側に付いている。1570～ 1573は杯 G。 回径11,4cm～ 13.4cm,器高2.8cm～3.5cmを 測る。1573は外

面全面に厚 く降灰がみられる。1569。 1574は杯 A。 口径11.8cm～ 12.7cm,器高4.3cm・ 4.2cmを 測る。

1569は底部がやや九 く,ヘラ切 り後板状圧痕がある。1574は底部ヘラ切 り後未調整である。1576は横

瓶。口径12.6cmを 測 り,回縁部が強 く外反する。体部内面には同心円タタキがみられる。 7世紀第4

四半期～ 8世紀代のもの。

1577は土師器椀。口径13.7cmを 測 り,日縁部が内湾気味に立ち上がる。外面は口縁部をヘラミガキ,

底部付近をヘラ削りした後に赤彩され,内面と底部に煤が付着している。1578～1581は土師器甕。1578・

1579は 口縁部が強 く外反し端部を九 く収めており,体部内外面にハケメを施す。1580,1581は口縁部

が外傾 し端部を面取 りするもので,ハケメ後カキメ調整を施す。1582は土師器高杯の脚部で,内外面

赤彩されている。 7世紀～ 8世紀代のもの。

1583は 土鈴で,孔径 6 Hlmを 測る。1584～ 1590は管状土錘。1584は細形,1585。 1586は 大形で,他は

欠損 しているため不明である。端面は面取 りがなく尖 り気味のものが多いが,1589。 1590は平坦に面

取 りしている。

F4地区包含層出土遺物 (第 150図 ,図版75)

(中川道子 )

出土した須恵器と土師器の時期は 7世紀第 4四半期と9世紀に分かれ,少量ではあるが 8世紀代の

の遺物が混 じる。 7世紀第 4四半期の遺物は調査区北側の竪穴建物周辺から出上 しており,竪穴建物

関連の遺物であろう。 8,9世紀の遺物は調査区の南側を中心に出土している。

須恵器 には杯蓋 。杯・壼 。瓶 。甕がある。杯 は杯 G・ 杯 B・ 杯貪がある。杯 Gは 口径1lcm前後

で,1593に は内面に自然釉がかか り,底部には浅 く小 さい「×」のヘラ記号が残 る。1595は 杯A

で, 9世紀第 3四半期の遺物である。1592は 8世紀の杯 Bの底部で,見込みには「下」の字が亥」まれ

る。1596～ 1603は重 。瓶類。1596は やや内湾気味に立ち上が り,内傾する端面をもつ短頸壼と考えら

れる個体。1597は 口縁部中位に 1条の沈線を巡らす瓶類の口縁部。1598は 踏ん張った高台が付 く壼類

の底部で,H地区の包含層の個体と接合出来た。1599は瓶の体部で,耳の部分は出土していないが ,

双耳瓶と考えられる。1600は 甕の口縁部。外傾 したの端部は内側に折れ沈線が巡る。

土師器にはロクロ成形の奏 (1601,1602)と 非ロクロ成形の奏 (1603)がある。1601の 回縁部は端

代

ゴ8∂
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第Ⅳ章 遺構・遺物

部を巻 き込み内面に巻 き込みの段が付 くタイプで,1602は 直立 した端部の上下端が肥厚するタイプで
,

ともにロクロナデ調整で時期は 9世紀後半 と8世紀後半である。1603は 直線的に外傾する口縁部に外

傾する端部が付 くもので,内外面ハケメ調整で,時期は 7世紀後半である。

G地区の包含層出土遺物 (第 150図 ,図版75)

(島田美佐子)

調査区西端に位置するS D9760の 上層 (Ⅲ b・ Ⅲc層 )か らの出土が多 く,出土範囲もS D9760ril

近が中心である。出土遺物には須恵器・土師器 。黒色土器がある。

16髄～1606は 須恵器杯△。口径12.lcm～ 12.8cm,器高2.8cm～ 2。 9cmを 測る。体部はやや内湾気味に

立ち上が り,口縁端部は九いもの (1604・ 1605)と やや尖るもの (1606)がある。 9世紀第 3四半期

のもの。1608は 内黒の黒色土器椀。内面は底部までヘラミガキされ,底部外面は回転糸切 り痕がみら

れる。1609～ 16■ は土師器。1609は 皿。口径12.8cmを 測 り,体部は大きく外反して開く。1610は 皿 B。

底部外面には回転糸切 り後高台を只占り付けている。1611は甕。平底でやや長胴であり,口径13.2cmを

測る。体部外面の調整はロクロナデであるが,底部付近は手持ち削 りである。口縁内端部から体部上

半部にかけて煤が付着 している。土師器の時期は 9世紀である。

H地区の包含層出土遺物 (第 150図 )

包含層出土遺物は中世のものが中心で,古代のもので図示できるものは僅かで,須恵器のみである。

1607は 須恵器壷で,口径16.8cmを 測る。口縁部は外反し,端部はやや肥厚 して外形する面をもつ。

8世紀のもの。                                (中 川道子)

注 1 吉岡康暢 1994 『中世須恵器の研究』
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第 6表 溝一覧 (1)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD6270 古墳周溝 0.78-0.50 土師器 古墳 SD6270<SD6219,6258

SD6901 古墳周溝 1.40-0.22 古墳

SD6902 古墳周溝 1.56--0.40 土師器 古墳 7

SD9009 古墳周溝 1.72--0.32 古墳 SD9009<SD7003

SD9024 古墳周溝 3.14-0.26 須恵器・土師器 古墳

SD9032 古墳周溝 1.23--0。 18 古墳

SD3003 溝 1.25--0。 12 土師器

SD3166 畠 0.33--0.08 78

SD3167 畠 0.27--0.12 土師器 78

SD3168 畠 0.34--0.09

SD3169 畠 0.34--0.09

SD3170 畠 0.26--0.11

SD3171 畠 0.23-0.07

SD3172 畠 0.25-0.06

SD3173 畠 0.23--0.04 78

SD3174 畠 0.21-0.04 78

SD3175 畠 0.30--0.06 78

SD3176 畠 0.31--0.14 78

SD3187 畠 0.27--0.09 78

SD3463 畠 0,47--0.08

SD3464 畠 0.44--0.08

SD3465 畠 0.37--0.08

SD3466 畠 0.50--0.12 須恵器・土師器

SD3467 歯
田 0.32--0.08

SD3468 畠 0.34-0,05 狗

SD3469 畠 0.57-0.08 79

SD3470 畠 0.60-0.28 須恵器・土師器

SD3471 畠 0.58-0.06

SD3472 畠 0.35-0,03

SD3473 畠 0.42-0,07

SD3474 畠 0.34-0.04

SD3475 畠 0.45--0.06

SD3540 溝 2.50-0,37 須恵器・土師器

黒色土器

SD4203 畠 0.47-0。 10

SD4204 畠 0.48--0。 11

SD4205 畠 0.48--0。 16 土師器

SD4206 畠 0.50-0.13

SD4207 畠 0.65-0,06 80

SD4208 畠 0.45--0.14 SD4208<SD4225

SD4209 畠 0.41--0,05

SD4210 畠 0.47-0.10 須恵器

SD4211 畠 0.42--0。 10

SD4212 畠 0.30-0.10

SD4213 畠 0.52--0.14

SD4214 畠 0。 27--0.04

′ν
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第 6表 溝一覧 (2)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

図

号

挿

番

版

号

図

呑

SD4215 畠 0.52--0,14

SD4216 畠 0.47-0.06

SD4217 畠 0.25-0.07

SD4218 畠 0.43--0.11 須恵器 SD4218<SK4330

SD4219 畠 0.41-0.09 SD4219>SK4127

SD4220 畠 0.36-0.16

SD4221 畠 0,67-0,17

SD4222 畠 0,46--0.07 土師器

SD4223 畠 0.55--0。 12

SD4224 0.22--0.06

SD4225 畠 0.28-0.07 SD4208<SD4225

SD4248 畠 0。 35--0。 11

SD4249 畠 0.34--0,09

SD4250 畠 0.27--0,10

SD4251 畠 0.30--0,11

SD42磁 白
田 0.43--0.11

SD4253 白
田 0.37--0.16

SD4254 畠 0。 39--0.08

SD4255 畠 0.33--0.04

SD4256 畠 0,21-0.07

SD4257 畠 0.43--0.07

SD4258 畠 0.18--0.04

SD4259 畠 0.50-0.09

SD4260 畠 0.51-0.08

SD4261 畠 0.27--0.11

SD4262 畠 0.23-0.09

SD4263 畠 0.25-0.09

SD4264 畠 0.20-0.08

SD4265 畠 0.24-0.08 SD4265<SD4267

SD4266 白
田 0.42-0.10

SD4267 白
田 0,40-0.10 SD4267>SD4265

SD4268 白
国 0,30-0.09

SD4269 畠 0.20-0.10

SD4270 白
田 0.29--0 08

SD4271 畠 0.22-0,08

SD4272 畠 0.30-0.04

SD4273 畠 0.33--0.05

SD4274 畠 0,38-0.04 SD4274<SK4275

SD4276 畠 0.28--0.06 須恵器

SD4277 畠 0.25--0.09

SD4278 畠 0.21--0.08 SD4278<SD4279

SD4279 畠 0.39-0,10 須恵器・土師器 SD4279>SD4278

SD4316 溝 0.82--0.18 須恵器・鉄津

SD4317 溝 0.64--0.14 SD4317)>SD4332・ 4333・ 4340

SD4343 溝 0.21-0.05 須恵器 SD4343<SK4352・ 4353
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第 6表 溝一覧 (3)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD4355 溝 0,84-0,32 須恵器・土師器・

土錘・円形板・

加工板・加工棒・

加工材・鉄津

SK4443>SD4355>SD4362・ 4581

SD4359 溝 1.04--0 15 土師器 SD4524>SD4359>SD4360・ SP4396・

4521(SB25)

SD4362 構 1.04--0,24 須恵器・土師器

土錘・加工材

SD4363 溝 0.34-0.15 SK4446<(SD4363<(SP4435 SP4471・

SD4389・ 4362

SD4366 溝 0。 38--0.08 須恵器 SD4367・ SK4479<SD4366<SP4432・

SK4478

SD4377 溝 0.39--0.07 須恵器・土師器

土錘

SD4371<SD4377<SD4378

SD4378 溝 0.64-0,11 土師器 SD4379>SD4378>SD4371・ 4377

SD4383 溝 0.34--0。 12 土師器 SK4513>SD4383>SX4384・ SD4526

SD4390 溝 0.61--0.09 SD4390<SD4360・ SD4524・ SP4400

SD4556 溝 0.24--0.04 土師器 SD4556<SK4554

SD4566 溝 0.42--0.07 SD4561・ 4562・ 4564<く SD4566

<SD4571・ 4572

SD4567 溝 0.37--0.06 SD4567<SD4572

SD4569 溝 0,41-0.12 SD4569>SD4568・ 4577・ 4581

SD4573 溝 0.26--0.14 SD4573<SD4571・ 4572

SD4574 溝 0.29--0.05 SD4574<SD4571・ 4572

SD4575 溝 0.53--0.17 SD4575くてSD4571 ・4572・ 4576  4644

SD4576 溝 0.53-0,09 SD4572>SD4576>SD4575

SD4577 溝 0.54--0.10 SD4569・ 4572>SD4577>SD4571

4581

63・ 82

SD4578 溝 0.67--0.12 SD4571・ 4572>SD4578

SD4579 溝 0。 25--0.10 土師器 SD4571・ 4572・ 4580)>SD4579

SD4580 溝 0。 21--0.08 土師器 SD4571・ 4572>SD4580>SD4579

SD4581 溝 0.86-0.17 須恵器・土師器

SD4604 溝 0.45--0.04 土師器 SK4609<SD4604<SK4610

SD4614 溝 0,31-0.06 SK4613>SD4614

SD4615 溝 0.39-0.08 須恵器・土師器 SD4615<SD4603・ SK4636 4637

SD4643 溝 1,04-0.11 土師器 SD4642・ SK4645・ 4811<SD4643

<SD4644・ SK4793,SP4800・ 4841

SD4649 溝 0.44-0,10 土錘・鉄津 SD4650<SD4649<SD4653

SD4667 溝 0.36--0,09

SD4668 溝 0.46-0,12 土師器 SD4668>SK4725,4726

SD4669 溝 0.38--0.13 SD4669<SD4670

SD4670 溝 0.31-0.10 SD4670>SD4669,SK4719・ 4727

SD4671 溝 0.30-0。 13 SD4671>SP4703・ 4704

SD4673 溝 0,35-0.11 須恵器 SD4673>SD4672・ SK4718

SD46聖 溝 0,30--0.06

SD4677 溝 0.25-0.10
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第 6表 溝一覧 (4)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

版

号

図

番

SD4689 溝 0.60-0.13 須恵器・土師器 SP4739,4749・ 4751 ・4752・ 4774

>SD4689>SP4738

SD4773 溝 0.24--0.06 土師器

SD4923 溝 0.55--0。 16 須恵器・土師器

SD4936 畠 0.26--0.06 84

SD4937 畠 0.18--0.07 84

SD4938 畠 0.24--0.04 84

SD4940 畠 0.24--0.12 SD4940<SD4362

SD494ユ 畠 0.19--0.04 土師器 84

SD4942 畠 0.26--0.04

SD4943 畠 0.42--0.09 SD4943>SD4944

SD4944 畠 0.30--0.12 須恵器・土錘 SD4943>SD4944>SD4945

SD4948 畠 0.30-0.07 84

SD4949 畠 0.34-0.11 土師器 84

SD4950 畠 0.28-0,09 須恵器・土師器 84

SD4951 畠 0,38-0,11 84

SD4952 畠 0.24--0,11 84

SD4953 畠 0.33--0.07 須恵器・土師器 84

SD4954 畠 0.24--0.09 土師器 84

SD4955 畠 0.17--0.12 須恵器・土師器 84

SD4956 畠 0.34-0.06 土師器 84

SD4957 畠 0.24--0.08 土師器・土錘

SD4958 畠 0.35-0.04 上師器

SD4959 畠 0。 18-0.07 84

SD4960 畠 0.30--0.12 須恵器

SD4961 畠 0.41-0。 16

SD4962 畠 (0.34)-0.1ユ 土師器 84

SD4963 畠 0.34--0。 18 須恵器・土師器 SD4963>SD4964

SD4964 畠 0.35-0.21 須恵器・土師器

加工材

SD4963・ SK5022>SD4964>SK5020。

5021

84

SD4965 畠 0.34--0.09 84

SD4966 溝 0.28--0.06 84

SD5044 溝 0.89--0.15 須恵器・土師器

土錘

SK5045・ 5046<SD5044<SK5047

SD5125 溝 0.52--0.22 須恵器・土師器

土錘・加工板

SK5124・ SD5166>SD5125>SD5127・

5128

SD5146 溝 0.42-0.19 土師器

SD5159 溝 1.00--0.34 須恵器・土師器・

土錘・加工板・加工材

SD5159<SP5155・ 5156・ 5157

5158

SD5160 溝 0.57--0.12 須恵器・土師器 SK5123>SD5160>SD5168,SD5170,

SK5207

SD5161 畠 0.38--0.09 須恵器・上師器 SD5161>SD5162・ 5181

SD5162 畠 0.27--0.06 SD5162<SD5161・ 5163

SD5163 畠 0.35--0.09 土師器 SD5162・ 5181<SD5163<SP5151

SD5164 0.34--0,08 土師器

SD5165 畠 0,35--0。 12 須恵器・土師器 SD5165>SD5166・ 5167

第Ⅳ章 遺構・遺物
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第 6表 溝一覧 (5)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD5166 畠 0,45-0,08 土師器 SD5165'SK5209・ 5210。 SP5227

>SD5166>SD5125・ 5167・ 5183

SD5167 昌 0,33-0,07 土師器 SD5167<SD5165・ 5166

SD5168 畠 0.36-0.07 須恵器・土師器

製塩土器

SD5182・ 5138<SD5168<SK5208

SD5125。 5160

SD5169 畠 0.24-0.06 土師器 SD5183<SD5169<SP5225

SD5170 0.55--0.08 SD5160・ SK5207・ 5212・ 5213

>SD5170>SK5214・ SD5171・ 5172

SD5171 畠 0.21-0.10 SD5171<SK5205・ SD5170 83

SD5172 畠 0.31-0.05 須恵器・土師器

加工材

SD5172<SD5170'SK5203・ 5215'

5228

SD5173 畠 0,22--0.05 須恵器 SD5173<SK5217

SD5174 畠 0.25--0.06 須恵器・土師器 SD5174>SK5198

SD5175 畠 0.30-0.12 SD5175<SK5197

SD5176 畠 0.24-0.08 SD5176>SP5186 開

SD5177 畠 0。 35-0.09 土師器 SD5177>SP5187・ 5188

SD5178 畠 0。 26-0.06 須恵器・土師器

加工板

SD5178<SK5422

SD5179 0.34-0,04

SD5180 畠 0.21-0,05

SD5221 溝 0.35--0.09 加工板

SD5231 溝 0.46-0.09 SD5231<(SK5230・ 5240・ 5241

SD526ユ 溝 0.41-0.08 土師器 SD5261<SD4362

SD5275 溝 0.45--0.14

SD5300 溝 0.23--0,08 土師器 SK5299<SD5300<SD4362

SD5378 溝 0。 79--0,14 須恵器・土師器

加工板

SD5378>SD4581,SP5307

SD開96 畠 ? 0.95-0。 11 土師器 SD5396>SD4581

SD5398 畠 ? 0.64-0。 12 須恵器・土師器 SD5398>SD4581

SD5600 溝 12.10-2.12 須恵器・土師器

加工材

古墳・古代 68・ 69

SD5601 溝 0.80-0.19 須恵器

SD5602 溝 0.72-0。 18 土師器

SD5603 溝 0.75--0。 17 土師器

SD5604 溝 0.60-0。 13 土師器

SD5620 溝 0.70-0.12 土師器

SD5622 溝 1,12--0.12 土師器

SD5623 溝 1.36--0.23 土師器

SD5630 溝 0.22--0.05 須恵器

SD5633 溝 0.63-0.13 土師器

SD5815 溝 0.20--0.20

SD5816 溝 0.81--0.26 土師器・加工棒

SD5820 畠 0.30-0.12

SD5821 畠 0.20-0.03

SD5822 畠 0.26--0.05

SD5823 畠 0.60-0.09 土師器
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第 6表 溝一覧 (6)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD5824 畠 0.34-0。 11 土師器・加工板

SD5825 畠 0.25-0,13

SD5828 畠 0.36--0,14 土師器

SD5829 畠 0.35--0.10 土師器

SD5830 畠 0.28-0,06

SD5834 畠 0,22-0.14

SD5835 畠 0,35-0。 10

SD5836 畠 0,25-0。 12

SD5837 溝 0.38--0。 14

SD5838 畠 0.26-0.12

SD5839 畠 0.28--0.10 土師器

SD5840 畠 0.25-0.04

SD5841 畠 0.22-0.06

SD5860 溝 0,90-0.09 土師器・上錘

SD5910 溝 0.29-0.11

SD5912 畠 0.51-0,10 88・ 91

SD5913 畠 0.67-0,08 88・ 91

SD5914 畠 0.56-0,07 88・ 91

SD59 5 畠 0.48--0,08 88・ 91

SD59 6 畠 0.49--0,12 須恵器 88・ 91

SD59 7 畠 0.65-0.16 須恵器・土師器 88・ 91

SD5918 畠 (0.38)-0,12 SD5918<SD5920 88・ 91

SD5920 畠 0.44-0.12 88,91

SD5921 畠 0。 43-0 1 88。 91

SD5922 畠 0.56-0 88。 91

SD5923 畠 0.54-0.13 SD5923>SD5924 88,91

SD5924 畠 0.45--0,13 SD5924<SD5923・ 5925 88・ 91

SD5925 畠 0.50--0.23 SD5925>SD5924 88,91

SD5926 畠 0.36-0,09 88・ 91

SD5927 畠 0.27-0,06

SD5928 畠 0,30-0.05 土師器 SD5928>SD5929 88・ 91・

103

SD5929 畠 0.36-0.11 須恵器・土師器 SD5929<SD5928・ SK5940 88・ 91・

103

SD5930 畠 0.40-0.06 88・ 91

SD5931 畠 0.36-0。 13 88・ 91

SD5932 0.42-0.12 土師器 88・ 89・

91

SD5934 0.45--0.09 土師器 SD5934>SD5947 88・ 89,

91

SD5935 畠 0.55-0.20 須恵器・土師器 SD5935>SD5947 88・ 89・

91

SD5936 畠 0,40-0.09 土師器 SD5936>SD5947 88・ 9ユ

SD5937 畠 0。 50-0.14 土師器 SD5937)>SD5947・ 5948・ 5949 88・ 89・

91
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第 6表 溝一覧 (7)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

版

号

図

番

SD5938 畠 0.48-0.13 SD5938)>SD5947・ 5948・ 5949 88・ 89・

91

SD5939 畠 0.40-0。 12 SD5947・ 5949<SD5939<SD5946

SK5950

88・ 89,

91

SD5943 畠 0.25-0.09 SD5943<SD5946 88・ 89

SD5944 溝 0.27--0.13 88・ 89

SD5946 畠 0.62--0,14 須恵器・土師器 SD5939・ 5943<SD5946<SD5938 89・ 91

SD5947 畠 0.55--0.15 須恵器 SD5947<SD5932・ 5934～ 5939 88・ 89・

91

SD5948 畠 0.40--0.10 須恵器・土師器 88・ 89・

91

SD5949 畠 0.33-0.12 須恵器 88・ 39・

91

SD5953 溝 0.61-0.10 土師器 SD5946>SD5953>SD5947

SD5967 畠 (0,15)-0,06 89,91

SD5970 溝 0.43--0,16 89・ 91

SD5971 溝 0.36--0.07 89。 91

SD5979 畠 0.46--0。 17 89-91

SD5980 畠 0.45-0,18 89-92

SD598ユ 畠 0.42--0。 13 土師器 89^ヤ 92

SD5982 畠 0.33-0.11 89,90・

92

SD5983 溝 0.25--0,08 SD5983>SD5981 89・ 90

SD5984 畠 0.33--0.08 89^ヤ 92

SD5985 畠 0.34--0,11 89-92

SD5986 溝 (0.35)-0,12 須恵器 89・ 90・

91 ・ 92

SD5987 畠 0.35--0。 11 須恵器・土師器 89-92

SD5988 溝 0.33--0.10 SD5987<SD6000 89。 90・

92

SD5989 溝 0.22--0.08 89。 90・

92

SD5990 溝 0,40-0.12 89・ 90。

92

SD5991 畠 0.30--0.05 須恵器 SD5991<SD6001・ SK6100 89。 90。

92

SD5992 溝 0.34--0.08 土師器 SD5992<SD5993

SD5993 畠 0.44-0.15 須恵器 90・ 92

SD5994 畠 0.28--0。 18 中世土師器 90・ 92

SD5995 溝 0.56-0.13 須恵器・土師器 90,92

SD5996 溝 0.37-0,08 90,92

SD5997 溝 0.29--0.12 SD5997<SD5996

SD5998 畠 0.40-0.17 土師器 SD5998)>SD5999・ 6017・ 6055 90・ 92

SD5999 溝 (0,35)-0.08 SD5998>SD5999>SD6017 90・ 92
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第Ⅳ章 遺構・遺物

第 6表 溝一覧 (8)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD6000 溝 0.43-0.14 89。 90。

92

SD6001 溝 0.52--0.24 須恵器・土師器 89・ 90。

92

SD6004 溝 0.35-0.12 土師器 89,90・

92

SD6007 畠 0.37-0.16 SD6007<SD6031・ 6068 90・ 92

SD6010 溝 0.33--0,08 土師器 SD6010<SD6001

SD6011 溝 0.63-0,11 SD6011>SD6081 90,92

SD6017 溝 0.29-0.08 SD5998・ 5999>SD6017>SD6055 90・ 92

SD6018 溝 0.57--0.12 SD6018く てSD5988・ 5990・ 6004 89・ 90。

92

SD6019 溝 0.40--0,09 SD6019<SD5988 89・ 90

SD6022 溝 0.37-0.11 須恵器・土師器 SD6022<SD6001・ 6019 90,92

SD6023 溝 0.47--0,19 SD6001>SD6023>SD6019 89,90・

92

SD6024 溝 0.21-0.05 SD6024<SD6023 89・ 90

SD6025 溝 0.30-0.09 SD6025<SD6001 89・ 90・

92

SD6027 溝 0.31-0.05 SD6027<SD6037 89。 90・

92

SD6028 溝 0.18-0.06 89。 90・

92

SD6029 溝 0,36-0.10 土師器 SD6029<SD5990・ 6037 89・ 90・

92

SD6030 溝 0.22--0.04 SD6030<SK6100 90。 92

SD6031 溝 0,34-0.10 土師器 SD6031>SD6007・ 6068 90・ 92

SD6036 溝 0。 22-0.09 SD6036<SD6034・ SK6100

SD6037 溝 0,42-0.08 須恵器 SD6037>SD5990・ 6029 89・ 90・

103

SD6038 溝 0.80-0.18 SD6038>SD6001

SD6039 溝 0.23--0.06 SD6039<SD6058

SD6040 畠 0.56-0.17 90 ・ 92

SD6041 畠 0,33-0.14 土師器 SD5955・ 6056・ 6057・ 6059く (SD6041

<SD6058
90。 92

SD6042 畠 0.41-0.15 SD6042)>SD6011・ 6055・ 6056・

6057・ 6059・ 6081

90・ 92

SD6043 畠 0.36--0.07 SD6043)>SD6011・ 6055・ 6056・

6057・ 6059,6081

90,92

SD6044 自
田 0.35--0.14 SD6055'6057・ 6059・ 6081<〔 SD6044

<SD6058・ 6060

90。 92

SD6045 畠 0.30-0.06 SD6045>SD6055・ 6059 90・ 92

SD6046 畠 0.48-0.H SD6058・ 6060>SD6046>SD6055・

6059

90。 92

SD6047 溝 0.20-0.04 90,92

SD6048 溝 0.35-0.10 SD6048>SD6090
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第 6表 溝一覧 (9)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD6049 畠 0.28--0.11 SD6049<SD6060 90・ 92

SD6050 占
田 0.36--0,08 SD6050<SD6060 90,92

SD6051 畠 0.35-0.05 SD6051<SD6060・ 6062 90・ 92

SD6052 溝 0.20-0.03

SD6055 溝 0.68--0.12 SD6055<SD6040～ 6046 90。 92

SD6056 溝 0.36--0.14 90・ 92

SD6057 溝 0.31-0。 12 90,92

SD6058 溝 0,44--0。 14 SD6058>SD6040～ 6046 90,92

SD6059 溝 0.50--0.11 SD6059<SD6040～ 6046 90。 92

SD6060 溝 0.51-0。 18 SD 6060>SD 6044 ・ 6045 ・ 6046 ・

6049・ 6050・ 6051

SD6061 溝 0.21,-0.08 SD6061>SD6049

SD6062 溝 0.20-0.15 SD6062>SD6051・ SK6088

SD6063 溝 0.40-0.04 土師器 SD6063>SD6053

SD6067 溝 0.40-0.16 SD6007>SD6067>SD5994

SD6068 溝 0.43--0.13 SD6068<SD5996・ 6031

SD6073 溝 0.28--0.10 SD6073>SD6046 90・ 92

SD6077 溝 0。 30-0.06 89・ 90・

92

SD6078 溝 0.80--0,16 SK6079<SD6078<SK6080

SD6081 溝 0.35-0.13 SD6081<SD6011

SD6086 溝 0.16-0.04

SD6090 溝 0.16--0,06 SD6090<SD6048

SD6101 溝 0.30-0.04 SD6101>SK6102

SD6202 溝 1.07-0.40 須恵器・土師器 古代～中世 67・ 415

SD6203 溝 3.38--0.61 須恵器 .土師器・

中世上師器・中国製青磁・

土錘・箸 。加工板・

加工材・加工棒

古代～中世 69,70

415

SD6209 流路 **-1.12 須恵器・土師器

漆器椀・杓子

古墳～古代 SD6209<SD6203・ 6259

SD6210 溝 1.27-0.37 SD6210)>SD6211・ 6212・ 6213・ 6215

SD6211 溝 2.71-0.37 SD6211<SD6210・ 6214・ 6217

SD6212 溝 0,96-0。 14 SD6212<SD6210・ 6211

SD6216 溝 1.16--0.19 須恵器 SD6258<SD6216<SD6219

SD6217 溝 1.86--0.25 須恵器 SD6217>SD6211

SD6219 溝 0,75-0.14 須恵器・加工材 SD6219>SD6270

SD6258 溝 2.57--0.48 須恵器・加工材 SD6258>SD6270

SD6259 流路 ? 6.40-1,11 須恵器・土師器

加工材

SD6259>SD6209

SD6328 溝 0.85--0.20 須恵器 SD6328<SD6329

SD6331 溝 1.15--0。 15 杭 SD6331<SD6327

SD6501 溝 1.69-0.11 土師器 74

SD6Ⅸ)2 溝 0.54-0.15 土師器 SD6502>SD6503

2ク
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第 6表 溝一覧 (10)

遺構番号 種 類
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項

挿図

番号

図版

番号

SD6503 溝 0.83--0.10 土師器 SD6503<SD6502

SD6504 溝 0.67--0.06 須恵器・土師器 SD6504>SD6506 74

SD6505 溝 (1.08)-0.17 須恵器・土師器 SD6505>SD6504・ 6506 74

SD6506 溝 1.00-0.20 須恵器・土師器 SD6506<SD6504・ 6505 74

SD6507 溝 0.76-0.23 須恵器・土師器

SD6508 溝 0.72--0.28 須恵器・土師器 74

SD6509 溝 0,76--0。 11 土師器 74

SD6511 溝 0.60--0.16 須恵器・土師器 SD6511<SD6503

SD6512 溝 0。 79--0.09 土師器 SD6512>SK6554 74

SD6559 溝 0,78--0。 16 須恵器・土師器

SD6582 溝 0.44-0,06 須恵器・土師器 74

SD6583 溝 0.45-0.16 須恵器・土師器

楔

馳

SD6586 溝 1.23--0.14 土 錘 SD6586<SD6584・ 6585 74

SD6587 溝 0.54-0。 18 須恵器・土師器 74

SD6588 溝 0.77--0.03 土師器

SD6589 溝 0.85--0.18 土師器・加工棒

SD6590 溝 1.50--0。 26 土師器・加工材

SD659ユ 溝 0.65--0.28

SD6720 溝 3.13-** 須恵器・土師器

加工板・加工材

SD6720<SD6461

SD6727 溝 1.98-0.26

SD6736 溝 2.25-0.17 須恵器・土師器

加工板・加工棒

SD6740 溝 0.58--0.19 須恵器

SD6799 溝 1.75--0.24 須恵器・上師器 74

SD6801 溝 1.47--0.15 土師器 SD6801<SK6802

SD6805 溝 0.40--0.12 土師器・加工板 SD6805<SK6803 106

SD6810 溝 0.92--0. 4 土師器

SD6816 溝 0.75--0. 須恵器・土師器 74

SD6821 溝 0.38-0.11 土師器

SD6822 溝 0.60-0.17 SD6822>SD6824

SD6823 溝 1.65-0.16

SD6903 溝 1.45-0.41 須恵器・土師器

SD9043 溝 0。 88-0.08

SD9044 溝 0.86-0.06

SD9132 溝 0.50--0。 25 SD9132<SK9133

SD9139 溝 0.58--0。 13 土師器 SD9139<SK9001

SD9140 溝 0.38--0。 20 土師器 SD9140<SK9001

SD9450 溝 4.75--0,42 土師器

切りあいなどにより計測不能な場合 *で示 した。
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第 7表 土坑一覧 (1)

貴構呑捐 平面形 規模 (長 さ・幅・深さm) 出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項 挿図番号 図版番号

3K6299 方 2.12-0.48-0.10 古墳 5

3K1567 楕円 1.07--0.82--0.56 須恵器

3K2161 楕 円 1.28-1.16--0.65 須恵器

3K2198 隅九 1.63-1.18-0.18 土師器・須恵器・

中世土師器

3K2199 不整形 2.05-0.95-0.05 土師器・須恵器

SK2230 楕 円 0 86--0.58--0.28 土師器

SK2262 隅丸 0,76-0.71-0.44 土師器

SK2270 楕 円 1.03-0,88-0.29 土師器・須恵器

SK2276 円 0.50-0.50-0.26 土師器・須恵器

SK2916 方 0.53-0.50-017 土師器

SK2936 楕 円 0.37-0,30-0.08

SK3032 楕 円 0.80-0.58-0.19 須恵器

SK3,14 円 0.46-0.45-0.16 須恵器

SK3530 不整形 4.13-(2.28)-0.87 土師器・須恵器・

中国製青磁

SK4287 円 0。 90-0.84-011 砥石 SK4287>SK4290

SK4290 方 2.10-0.81-0,30 須恵器・土師器 SK4290<SK4287

SK4291 円 0.51--0.51--0.26 土師器

3K4327 円 0.52-0.45-0.30 柱 SK4327>SD4219

3K4344 円 0.28-0.27-0.16 土師器 SK4344>SD4345・ SK5447

3�384 方 2.70-2.10-0.05 須恵器・土師器 SD4383 SK4463・ SK4512

>S】監384>SD4371・ 4514

3K4416 円 0.49-0.44-0.25 土師器

3K4455 円 0.40-0.31-0.28 土師器 SK4455>SP4499

3K4497 不整形 (0.50)-0.36-0.35 土師器・カロエ材

3K4549 円 0.62-0.52-0.31 土師器・須恵器

3K4563 隅丸 1.75-1.65-0,10 土師器

3K4647 楕 円 0.83-0.44-0.22 土錘 SK4647<SD4648

3K4708 不整形 1.71-(1.18)-010 須恵器・土師器 SK4708<(SP4776

3K4722 楕 円 0.36-0.23-0.06 須恵器・土師器

SK4748 円 0,79-0.64-0.35 須恵器・土師器・力口工材 SK4748>SD4702・ SP4747

SK5030 不整形 0.42-0.34-0.10 須恵器・土師器

SK5034 楕 円 0.42-0.33-0.12 土錘

】K5045 不整形 0.41-(0,37)-015 SK5045<SD5044

SK5060 楕 円 0.46--0,31-0.15 須恵器

SK5092 不整形 0.36-0.28-0.22 土錘 SK5092>SD5090

3K5111 不整形 037-(0.22)-0.17 土錘 SK5111<SP5110

3K5112 楕 円 1,08-0.73-0.1ユ 須恵器・土師器 SK5112>SK5113

3K5152 楕 円 0.46-031-0.08 土師器

3K5192 不整形 0.32-(0,30)-0.30

3K5204 円 0.30-0.23-0.16 須恵器・土師器

3K5205 円 0.57-0.54-0.42 土師器・柱・円形板 SK5205>SD5171・ SK5206

3K5211 円 0.31-0.25-0,33 柱

3K5212 円 0.31-0.30-0.29 須恵器 SK5212>SD5170

3K5219 円 1.43-1.13-029 須恵器・土師器・加工棒・

加工材・鉄津

翔



第 7表 土坑一覧 (2)

童構番号 平 面 形 規模 (長 さ・幅・深さm) 出 土 遺 物 時 期 特 記 事 項 挿図番号 図版番号

3K5230 円 1.82-1.51-0.43 土師器・須恵器・土錘 SD5231<Sる 230<SK5232・

5252

3K5237 円 0.24-0.20-009 須恵器

3K5246 円 2.54-2.40-014 須恵器・土師器・鉄津 SK5246>SD4362

3X5265 5.70-3.59-0.17 須恵器・土師器・カロ正材 SX5265<SD4362・ 4581

3K5331 円 0,29-0.26-0.11 須恵器

3K5446 円 0.34-0,32-0.08

SK5447 楕 円 0,94-0.62-0.32 土師器 SP4344>SK5447>SD4345

SK5636 円 1.30-0.94-0.17 土師器

SK5687 円 0.35-0.32-0,21 土師器・焼石

3K5808 円 0.44--0.34--0.08 土師器

3K5855 方 1.04--0.96--0.18 須恵器・土師器

SK5940 不整形 0.40-(020)-0.15 加工材

SK5945 不整形 6.70-(3.84)-014 土師器・須恵器 88・ 91,102

SK60M 不整形 (1.85)― (1.62)-0.ユ 土師器

SK6100 不整形 (4.82)-1.22-0.20 土師器・須恵器・力日工材 90・ 92・ 103

SK6104 不整形 0。 36-(0.21)-0.05 黒色土器

SK6233 円 0.50--0.40--0。 17

SK6533 円 1.00-088-0.24 須恵器・土師器

SK6564 楕 円 0.90-0,70-0.38 土師器・カロエ材

3K6596 方 1.52-0.62-0.13 土師器

SK6714 不整形 1.12-0.46-0.15

SK6715 楕 円 1.42-1.09-0.24 土師器

SK6742 円 (0.40)-0,37-0.07

SK6762 楕 円 1.00-0.36-0.07 土師器

SK6800 楕円 063-0.42-0.19 加工板

SK6802 不整形 3.12-2.12-0.35 須恵器・土師器 SK6802>SD6801

SK6803 不整形 2.70-2.10-0.22 須恵器・土師器 106

SK6804 不整形 (4.23)-1,97-0.28 須恵器・土師器 SK6804>SD6805

SK9002 楕 円 1.52--1.00--0.40

SK9004 方 1.68--1.38--0。 19

3K9006 楕 円 1.10--0.82--0.18 SK9006>SK9007

3K9007 不整形 (0.50)-0.40-0.14 SK9007<SK9006

】K9021 不整形 1.70-(0.52)-0.24 黒色土器

3K9030 円 0.45-045-0.15

3K9073 円 0.18-0,18-0.07 SK9073>SK90密

3K9074 楕 円 1.25--0。 76--0,24 SK9073>SK9074>SD9032

3K9101 楕 円 0,70-0.55-0,18 SK9101>SK9107

3K9105 楕 円 1.18--0.85--0.14

3K9107 不整形 (0.37)-0.35-0.16 SK9107<SK9101

3K9129 楕 円 0.75-0.45-0.21

3K9133 不整形 3.20-1.25-0.08 SK9133>SD9132

3K9458 円 0,34-0.28-0.33 円形板

3K9460 円 0.30-0,23-0.15 礎 盤

3K9589 不整形 0.25-(0.17)-0.22 須恵器

3K9590 楕 円 0.28--0.22--0.25 須恵器

第Ⅳ章 遺構・遺物
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ま
特
色

弓
創

,赤
色

酸
化

れ
'C
第

4

SI
o

Ji
師

器
鍋

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

種
色

召
会

,石
英

,赤
色

酸
化

粒
7C
第

4

土
製

品
土

錘
(3
0)
一
,0
-0
3-
35

IO
YR
7/
2

に
が

い
女

橙
色

■
製

湿
I

(6
2)
-4
5-
13
-1
14
7

10
YR
7/
1

灰
白

色

黒
色

土
器

に
が

い
貨

橙
色

内
黒

内
面

に
挟

付
着



第
8表

 
土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
)

挿
図

番
号

退
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
法

登
□
作

器
吉

氏
rT
高

台
径
℃m
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

須
恵

器
杯
G

灰
也

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)多

埴
生

系
の
肝
、土

7C
第

4

SP
ワ

29
1

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
白

色
宿

針
石

英
(小

中
粒
)長

石
(小

中
粒

)多
8C
第

J

SP
22
91

須
な

器
斐

30
6-

ワ
5Y
3/
]

灰
自

色
将

割
,長

石
(小

粒
),
石

英
(小

粒
)

8C

SP
15
95
 S
K1
59
4

黒
色

土
器

椀
A

12
0-
38
-5
4

10
YR
y2

灰
自

色
石

英
,弓

争
8C
後

半
内

早
 

外
面

赤
彩

″
SP
15
71

SB
 2

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

甘
針

W3
59
9

土
師

器
発

25
Y6
/2

灰
黄

色
骨

針
7C
後

半

ω
土

師
器

に
ぶ

い
安

橙
色

石
英

骨
全
1赤

色
酸

化
l‐

7C
後

半
赤

彩

主
製

品
土

錘
(3
95
)-
09
-0
3-
32

10
Y黒

8/
3

浅
士

袴
色

ν
土

製
品

上
鉦

-3
4-
11
-4
08
9

25
V6
/1

費
灰

色

″
SP
39
14

SB
 5

(6
0)
-5
8-
(3
0)

IO
YR
3/
4

歳
黄

橙
色

SB
Й

土
R市
器

空
20
8-
キ

*
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英
9C
前

半
?

%
SP
44
14

須
恵

器
25
Y8
/3

淡
女

色
混

入
物

少

″
SB
27

土
師

器
乳

25
Y8
/2

灰
白

色
石

英
9C
前

半

SB
'7

上
師

器
鍵

茂
黄

燈
色

石
英

4‐
1/
N礫

赤
色

酸
化

粒
9C
前

半

″
SP
44
22

須
恵

器
杯
A

N7
/O

灰
自

色
骨

釘
多

,砂
気

の
始

土
8C
第

4

宥
SP
聖

23
SB
28

土
師

器
霊

彦
16

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

SC
後

半
外

面
に

煤
IJ
着

SP
47
51

S醐
5

須
蕉

器
96
-

N7
/O

灰
白

色
石

英
,鉄

分
(小

粒
)

7C
第

3?

土
師

器
型

10
YR
8れ

浅
資

橙
色

骨
釧

,石
英

8C
外

面
に
供

付
着

SP
48
Й

SB
41

■
師
界

鍋
32
つ

―
キ

キ
7 
5V
R7
/3

に
ぶ

い
橙

色
骨
封
 I
1
/(
小

粒
)多

9C
前

半
内

面
に
媒

付
着
,内

面
カ

キ
メ

SB
52

須
恵

器
杯
A

灰
色

石
英

埴
生

系
の

胎
上

8C
第

1

″
SP
ワ

79
土

師
器

乳
10
8

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
貴

橙
也

9C
後

半
内

外
面

に
燦

付
指

土
製

品
土

錘
(4
1)
-1
85
-0
4-
71
5

10
YR
夕

/2
に

ぶ
い

責
栓

色

脚
SP
49
88

SB
58

土
製

品
上

錘
(4
6)
-1
2-
04
-6
‐

6
10
YR
4/
1

it
・
灰

色

SB
69

須
恵

器
10
YR
6/
1

掲
灰

色
骨

釘
,混

入
物

少
,長

石
(小

粒
)少

朱
川

の
杯

蓋
硯
 

三
,a
焼

き
Ⅱ
a類

SD
5鶴

3
SB
62

須
恵

器
長
頸

蓋
**
―

キ
■
-1
06

2 
5G
Y7
/1

灰
白
色

長
石

(小
粒

)

SP
弱

セ
SB
63

土
師

器
霊

灰
白

色
石

芙
赤

色
酸

化
粒

59
SB
06

須
恵

器
杯

蓋
灰

白
色

長
石

(小
粒

石
英

(小
粒

)多
8C
第

1
内

面
に
煤

付
着

SD
65
90

須
恵

器
杯

B蓋
15
5-
28
-*
半

N7
/O

長
石

(小
施

石
突

(小
粒

)
8C
第

2

%
SD
65
87

SB
66

須
忠

器
杯
B

13
4

N7
/O

灰
白

色
長

石
(小

li
少

,I
t人

物
少

8C
第

2

SI
16
6

須
恵

器
杯

CP
N6
/O

灰
白

色
長

石
(大

粒
石

英
(大

粒
)

7C
第

9?

SD
67
36

X9
3Y
13
8

察
恵

器
11
6-
3ユ

ー
98

5Y
7/
2

灰
黄

色
混

入
物

少
,長

石
(小

粒
)少

8C
第

4?
内

面
に

ヘ
ラ

記
号

C
X2
10
 2
16
Y9
90
 
ク
95
谷

吉
卜
皿
層

須
恵

器
杯

C蓋
10
BG
7/
1

明
青

灰
也

石
英

(小
粒

),
長

石
(小

粒
)

7C
第

3

フ0
′

X2
08
 
ワ
10
Yワ

97
 3
00
谷

都
口
b属

須
恵

器
杯
G

90
-3
2

灰
白

色
鉄

分
(細

粒
)噴

き
dI
じ

洸
入

物
少

7C
第

3

C
】2
10
 2
16
Y力

0 
29
5谷

部
上

層
Ⅲ
脳

須
恵

器
杯

G蓋
13
2-
**

5Y
7/
1

灰
白

色
石
英

(4
ヽ
粒

)多
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
多

7C
第

4

X2
05
 2
08
Y2
98
 
ワ
95
谷

著
[Ⅱ

b層
須

志
器

杯
B蓋

N7
/0

灰
白

色
長

石
(中

大
粒
)石

夫
(「
卜

大
粒
)鉄

分
(大

Ir
)噴

き
出

し
9C
第

2

ノ
pィ

C
X2
13
Y2
91
谷

部
口
b層

須
志

器
杯

B蓋
17
4-
34

N7
/0

灰
白

色
骨

針
,長

石
(小

4y
‐
),
石

英
(小

料
),
泥

岩
8C
第

4
重
ね

It
き

Π
a頌

X2
93
 3
10
Y2
87
 2
90
谷

部
Ⅱ
b肘

須
恵

器
ll
NB
蓋

N7
/0

灰
白

色
長

石
(小

粧
)少

8C
第

3
ほ

用
硯
 

内
面

に
漆
■

者
 

重
ね

ll
tき

I頬

C
Xl
鉤

 l
VY
25
3 
96
0谷

部
Π
層

須
恵

器
杯

B蓋
75
Y7
/1

灰
白
色

長
石

(小
粒

)少
,混

入
VI
I少

C
X2
10
～

21
5Y
29
0～

29
5谷

部
Ⅱ
b層

須
恵

器
杯

B蓋
灰

色
石
英

(小
粒

)少
,鉄

分
(和

1粒
)噴

き
出

し
9C
第

4
天
引
:部
内

rn
藤
耗
 
天
引
:部

に
尋
痕
? 

重
ね
粧
き
Ⅱ
b類

X2
06
Y2
‐

6～
27
9谷

部
Ⅱ
b屈

須
忠

器
杯
B

16
0-
50
-1
00

灰
白

色
石

英
(小

粒
少

9C
第

1
底
剤
`外

面
に

1真
□
」
の
翌
科

′ウ
ク

C
Xl
‐
8 
18
0Y
2硝

 2
60
谷

部
Ⅱ
月

察
恵

器
杯
B

12
7-
46
-7
9

5Y
6/
1

灰
色

石
爽

(中
粒

)多
埴

■
系

の
胎

■
7C
第

4

C
X2
00
 2
05
Y2
95
 2
98
谷

部
Ⅲ
月

須
忠

器
杯

ハ
75
Y7
/1

灰
白

色
石

英
(大

lv
‐
)少

8C
第

3

Xl
亮

 1
80
Y2
弱

 2
∞

谷
部

皿
属

須
な

器
25
Y7
/2

灰
貰

色
石

英
(小

粒
)少

8C
第

3
底

部
内
外
面

に
豊

痕

C
X1
8ユ

 1
84
Y2
弱

 2
60
谷

郡
Ⅲ
将

須
恵

器
杯
A

13
6-
32

5Y
7/
1

灰
白
色

混
入

物
少

,砂
気

の
胎

土

X1
88
～

19
0Y
25
9～

期
谷

部
皿
用

須
恵

器
25
y7
/2

灰
女

色
石

英
(小

粒
OC
第

1

Xl
‐
8Y
2弱

谷
部

Ⅲ
層

須
恵

器
長

頸
士

**
―

**
-9
7

灰
白

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)

8C
前

半

X以
抑
～
猾

5Y
29
0～

29
5谷

剖
'Π

b 
tt
b用

須
志

器
長

頭
=

2 
5G
Y7
/1

明
オ

リ
ー

〕
え
色

長
石

(細
地

鉄
分

(和
1粒

)噴
き
出

し
多

9C
前

半
?

′′
′

C
X9
05
 2
10
Y2
85
 2
90
谷

都
コ
b層

須
恵

器
斐

21
8-

N6
/0

灰
色

長
石

(大
粒

)少
8C

X執
祐
～
20
5Y
29
5ヽ

29
7傘

剖
'週

b～
田
帰

須
な

器
雖

灰
色

白
色

粒
(和

1粒
)多

古
lr
l

6C

X2
∝

 2
05
Y2
95
 2

9夕
谷
常 Ⅲ
口
bヽ

Ⅲ
気

恵
器

平
瓶

(日
縁

剖
め

25
Y8
/1

灰
白
色

X2
10
Y2
95
谷

部
V層

上
師

器
高

杯
(杯

部
)

25
Y7
/2

灰
貰

也
古

璃
6C

X2
∝

Y2
96
 2
97
谷

部
Ⅱ
b層

土
師

器
16
4-
22
0

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
礫

(石
英

等
)多

7C
後

ド ト

X2
13
 2
15
Y2
85
 2
90
谷

部
Ⅱ
b屈

上
師

器
に

ぶ
い

責
栓

色
侶

封
砂

礫
多

韻 貿 糾 　 朧 離 ・ 灘 醤
』 筍 Ｎ
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土

器
。
上

製
品

一
覧

表
(3
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

呑
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
(日

経
器
高

底
径

高
台
径

ca
l)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

Xユ
∞
 1
93
Y2
p 
26
0谷

部
Ⅲ

層
土

師
器

奏
7 
5Y
R7
独

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
8C
後

半
?

フ
カ

C
X1
88
Y2
63
Ⅲ

層
谷

部
土
師
器

菱
25
Y6
/2

灰
黄

色
砂

礫
多

7C
後

半
?

X2
13
 2
15
Y郷

6 
姿

9谷
部

■
b層

土
師

器
変

5Y
R7
/3

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
石

英

′タ
テ

C
X1
90
～

19
3Y
26
3～

26
5谷

部
Ⅲ
層

土
師

器
箋

底
部

回
転

糸
切

り

笏
開

C
X1
83
Y2
60
谷

部
皿
層

上
製

品
支

脚

須
恵

器
11
6-
43
-8
0

25
Y7
/1

灰
白

色
骨

針
,石

英
(小

粒
),
長

石
(小

粒
)

9C
第

1
底

部
外

面
に
墨

書
「

厨
J

オテ
タ

SD
3「

D4
0

須
恵

器
杯
B

**
―

**
-6
1

5Y
7/
1

灰
自

色
骨
針

,長
石

(小
粒

)少
8C
第

4

′タ
ワ

SD
35
40

X2
10
Y3
14

須
恵

器
杯
A

75
Y7
/ユ

灰
自
色

石
英

(中
粒

)
8C
第

1

SD
35
40

須
恵

器
杯
A

H2
-3
0

Nν
0

灰
色

骨
針

砂
気

の
胎

土

′
p

SD
3「

D4
o

須
恵

器
杯
A

11
6-
33
6

灰
白

色
9C
第

1

′
ν

SD
3砕

O
X2
10
Υ

31
4

須
恵

器
壺

蓋
灰

自
色

骨
針

,長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

8C
後

半

須
憲

器
HO
-3
2

5Y
6/
1

灰
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

3
墨
書

「
TJ

SD
43
55

Xl
‐

4～
1密

Y2
39
他

須
恵

器
杯

B蓋
14
2-
34

5Y
7/
1

灰
自

色
鉄
分

(細
粒

)噴
き
出

し
,石

英
(小

粒
),
泥

岩
,埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3
天
丼
部
内
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
×

|

X1
88
Y″

盟
須

恵
器

杯
B蓋

25
Y8
2

灰
白

色
石

英
(小

粒
),
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3

FJ
F

S,
43
55

X1
90
Y2
34
 X
18
4Y
24
0

須
恵

器
杯
B蓋

15
6-
25
5

N7
/0

灰
白
色

石
英

(小
粒
)自

色
泥

岩
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

1

須
恵

器
杯
B蓋

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

長
石

(小
粒

)少
8C
第

3
杯

蓋
硯

SD
43
55

須
恵

器
杯
B蓋

灰
白

色
9C
第

3

′
″

SD
48
55

須
恵

器
灰

自
色

鉄
分

粒
(細

粒
)多

8C
第

2
内

外
面

に
豊

痕

須
恵

器
杯
B蓋

75
Y7
/ユ

灰
自

色
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3

SD
43
55

X1
93
Y2
47
皿

c屈
須

恵
器

杯
B蓋

15
8-
18

75
Y7
/ユ

灰
白

色
掲
針

.混
入
物

少
,石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

9C
第

4

′
″

SD
43
55

X1
84
Y窮

lШ
c層

須
恵

器
杯
B蓋

16
4-
*

10
Y7
/1

灰
白
色

石
英

(大
粒

)少
8C
第

1?
SD
43
55

須
恵

器
杯
B蓋

5Y
7/
1

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)少

8C
第

3

SD
43
55

X1
83
Y2
43

須
恵

器
杯
B

灰
白

色
8C
第

3
体

部
外

面
に

ヘ
ラ

記
号

SD
43
55

須
意

器
灰

貨
色

8C
第

3

須
恵

器
杯
B

N6
/O

灰
色

石
英

(中
粒

),
長

石
,鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
多

,埴
生
系

の
胎

土
8C
第

2

SD
43
55

X1
84
Y2
4?

須
恵

器
杯
B

13
7-
34
-8
9

5Y
烹

7/
4

に
ぶ

い
袴

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

4

X1
84
Y2
駆

～
24
5

須
恵

器
杯
B

ll
lY
6/
】

灰
色

骨
針

,混
入

物
少

8C
第

4

アイ
ク

SD
43
55

須
恵

器
杯
B

6-
64
-1
06

N6
/O

灰
色

砂
礫

(大
粒
)骨

針
9C
第

1?
ノ
執
ク

SD
43
55

須
恵

器
杯
B

10
Y7
/】

灰
自

色
石

英
(小

粒
)白

色
粒

骨
針

SD
43
55

X1
82
Y2
ゆ

I層
須

恵
器

杯
B

25
V6
/1

責
灰

色
長
石

(大
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し
,埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3

ノ
ν

SD
43
55

須
恵

器
杯
B

8C
第

3

須
恵

器
11
0-
43
5-
66

N7
/0

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

8C
第

4

SD
43
55

須
恵

器
杯
B

N5
れ
〕

仄
色

埴
生

系
の

胎
主

8C
第

4

ノ
弟

SD
43
55

X1
80
Y2
41

須
恵

器
杯
B

2 
5G
Y6
/】

オ
リ

ー
ブ

灰
色

骨
針

,埴
生

系
の
胎

土
8C
第

3

SD
43
55

X1
88
Y%
3Ⅲ

c居
須

恵
器

杯
B

11
8-
30
-7
0

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

石
英

(大
粒
)地

生
系

の
胎

土

SD
43
55

須
恵

器
杯
B

12
0-
36
5-
76

N6
0

灰
色

埴
生

系
の

胎
土

8C
第

3

須
恵

器
杯
B

骨
針

,砂
気

の
胎

土
8C
第

3?
須
点

器
10
0-
30

N6
0

灰
色

埴
生

系
の

胎
土

7C
第

4

須
恵

器
N7
/0

灰
白

色
骨

針
8C
第

4
重

ね
焼

き
束

SD
43
55

須
恵

器
杯
A

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英
8C
第

1?
ノ
ν

SD
43
16

X2
餌

Y2
r。

8
須

恵
器

盤
―

キ
キ
ー
21
6

25
Y7
/1

灰
白
色

石
英

(小
粒

)少
8C

′
脚

SD
43
弱

須
恵

器
杯
A

11
7-
33

N7
/0

灰
自
色

混
入

物
少

砂
気

の
胎

士

ブ
うイ

SD
43
55

須
恵

器
杯
A

11
7-
35

25
Y7
カ

灰
責

色
骨

針
混

入
物

/J
/

X1
84
Y2
45
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

灰
白

色
8C
第

3

須
意

器
11
9-
44
5

1∝
R8
/3

減
責

橙
色

骨
針

,石
英

(中
粒
)長

石
(中

粒
)多

8C
第

ユ

SD
48
55

Xl
‐
8～

18
0■

24
1

須
恵

器
杯
A

25
Y6
/ユ

黄
灰

色
砂

気
の

胎
土

9C
第

2
内
外

面
全
体

に
煤
付

着
(内

面
体

部
顕

者
)

須
恵

器
杯
A

75
73
/ユ

灰
白

色
骨

針
,石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

2

ア
″

SD
43
55

須
恵

器
杯
A

12
9

N6
0

灰
色

石
英

(大
粒
)埴

生
系

の
胎

土
9C
第

3

ノ
/~
9

SD
寄

55
X1
80
Y2
42

須
恵

器
杯
A

12
9-
32
5

25
Y7
/ユ

灰
白

色
骨

針
石

英
泥

岩
(小

粒
)

SD
43
55

須
恵

器
杯
A

灰
白

色
8C
第

2

ノ
/~
7

SD
43
55

X1
84
Y2
45

須
蕉

器
2 
5Y
ν

2
灰

自
色

砂
粒

多
底

部
に

漆

須
恵

器
2 
5Y
ν

l
灰

自
色

是
書

灰
白

色
長
石

(大
粒

)少
8C
第

3
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図
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号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

cn
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

須
恵

器
13
2-
35

5Y
8/
1

灰
白

色
混

入
物

少
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
少

SD
43
55

9C
第

2
底

郡
外

面
に

ヘ
ラ
記

号
?

SD
43
55

須
恵

器
杯
A

5Y
8/
1

灰
自

色
石

英
(打

ヽ
中

粒
)

9C
第

3

SD
43
55

X1
83
Y%
5

須
恵

器
杯
A

13
4-
32
5

10
GY
7/
]

明
緑

灰
色

長
石

(小
中

粒
)石

英
(小

中
粒

),
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

2

ノ
タク

SD
43
55

須
恵

器
杯
A

13
5-
30

75
Y7
/1

灰
白

色
骨
針

,石
英

(小
粒

)少
8C
第

2

ノ
形

SD
48
55

X1
85
Y2
45

須
恵

器
杯
A

25
Y8
/2

灰
自

色
8C
第

2?
底

部
外

面
に
簾

状
圧

痕

X1
84
Y2
45

須
恵

器
杯
A

ユ4
0-
28
5

灰
白

色
石

英
(中

粒
)少

9C
第

4
重

ね
焼

き
浪

ノ
″

須
意

器
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

X1
97
Y2
48

須
恵

器
5Y
7/
2

灰
色

石
英

(大
粒

)少
9C
?

漆

ノ
″

SD
43
55

X1
97
Y9
48

須
恵

器
杯
A

ll
lY
7/
1

灰
白

色
石

英
(小

粒
)少

底
部

内
面

に
墨

書

′
わ

SD
43
55

須
恵

器
長

票
壷

25
Y7
/2

灰
黄

色
長

石
,鉄

分
噴

き
出

し

ノ
謬

SD
43
55

X理
砂
F2
42
11
1c
tt
 X
17
伊

r2
11
馬

須
恵

器
短

顎
壺

■
0

灰
白
色

石
英

(小
中
粒
)長

石
(小

中
粒

)

“

ノ ,
2

SD
43
55

土
師

器
片

口
鉢

10
YR
ν

2
灰

黄
褐

色
召

針
石

英
赤

色
酸

化
地

8C
前

半

土
錘

(3
4)
-1
05
-0
4-
32
8

赤
色

酸
化

池

SD
43
55

土
製

品
土

錘
(3
8)
-1
1-
04
-3
96

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

イ
ν

SD
43
55

土
製

品
土

錘
(3
6)
-1
1-
04
-3
61

ユ O
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

ノ
″

SD
43
55

土
製

品
土

錘
39
-1
2-
04
-4
06

ll
lY
M/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

疵

SD
43
55

土
製

品
土

錘
(3
9)
-1
1-
04
-3
硝

10
YК

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
48
55

土
製

品
上

鍾
(3
8)
-1
ユ

ー
04
-3
13

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

土
製

品
土

錘
(4
1)
-1
墨

-0
4-
46
1

灰
貨

褐
色

rP
/―

SD
43
55

土
錘

ノ
%

SD
43
55

土
製

品
土

錘
(3
1)
-1
1-
04
-3
18

10
YR
7/
ワ

ノ
″

SD
43
55

X1
84
YЙ

5
土

製
品

±
9F
l

(2
4)
-1
ユ

ー
03
5-
24
3

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

効
SD
43
55

±
4k
品

土
錘

(3
5)
-1
1-
04
5-
32
6

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
43
55

主
製

品
土

錘
40
-1
1-
04
-3
98

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

形
SD
43
弱

土
製

品
土

錘
(3
7)
-1
1-
03
5-
34
9

10
YR
″

2
に

ぶ
い

黄
澄

色

土
製

品
土

錘
43
-1
1-
04
-4
07

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
43
55

疹
SD
43
56

土
製

品
土

錘
(3
7)
-1
05
-0
4-
38
1

10
YR
7/
2

責ヽ
橙

色

霧
SD
43
55

X1
8h
Y2
45

土
製

品
土

錘
39
-1
1-
04
-3
48

1げ
rR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

効
7

SD
43
55

土
製

品
土

錘
(4
6)
-1
1-
04
-

25
Y7
/2

灰
黄
色

霧
土

製
品

土
錘

(4
3)
-1
1-
04
-3
71

lσ
FR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色

土
製

品
土

錘
45
5-
lI
-0
コ

25
Y7
/2

灰
黄

色

土
製

品
土

錘

SD
43
55

Kユ
34
Y2
44

上
製

品
土

錘
59
-3
2-
10
-3
99
2

SD
43
55

上
製

品
土

鍾
50
-1
6-
03
5-

25
Y7
/1

灰
自

色
骨

針

SD
4箭

2
X1
93
Y2
51

上
製

品
土

錘
(4
4)
-3
8-
14
-4
80
2

25
Y7
/2

灰
黄

色

夕
′σ

働
43
83

土
師

器
霊

■
8-
キ

*―
lσ

FR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
8C

外
面

に
媒
付

着

2■
0

SD
45
81

X1
75
Y2
35

土
師

器
整

12
1-
10
5-
55

25
Y6
/1

責
灰

色
砂
礫

(石
英

等
)多

k1
70
Y2
16

土
師

器
班

16
4

25
Y8
/2

灰
白

色
砂

礫
多

古
墳

夕
′′

SD
47
73

霊
砂

(小
粒
)赤

色
酸

化
粒

内
面

に
媒

付
着

カ
フ

土
師

器
34
0-
*

つ
5Y
7/
2

灰
責

色
骨
針

,石
英

,砂
(小

I‐
,

6C
後

半
煤

付
着

SD
43
55

土
師

器
鍋

36
0-
40
-*
*

25
Y6
/1

黄
灰

色

2/
SD
50
割

土
製

品
土

錘
(3
9)
―

(1
6)
-0
3-
99
8

25
Y7
/2

灰
黄
色

土
製

品
土

錘
(3
1)
-1
25
-0
3-
34
9

25
Y″

2
灰

責
色

骨
針

SD
51
59

土
師

器
箋

10
Y硝

/2
灰

黄
褐

色
骨

針
石

英
外

面
に
媒

付
着

須
恵

器
灰

白
色

混
入

物
り

8C
第

2

霧
ケ

土
師

器
霙

14
0-
**

25
Y″

2
灰

責
色

石
英

SD
51
59

須
志

器
杯
B蓋

12
2-
30

5Y
7/
ユ

灰
自
色

石
英

(中
粒

)少
,自

色
粒

,鉄
分

噴
き

出
し
少

,埴
生

系
の

胎
土

8C
第

4
内
面
に
墨
普

1河
工

?」

″
7

SD
56
tO

k1
43
Y2
00

須
恵

器
杯
B蓋

13
0

5Y
7/
1

灰
白

色
長

石
(刀

ヽ
中
粒
)石

英
(4
ヽ

“

粒
)

9C
第

2

密
49

須
恵

器
杯
A

11
2-
39

N7
/O

灰
自
色

長
石

(中
大
粒
)石

英
(中

大
粒

)多
8C
第

1

X1
43
Y2
01

須
恵

器
杯
A

ll
lY
7/
ユ

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)

8C
第

1

須
恵

器
N5
/0

灰
色

長
石

(4
ヽ
粒
)石

英
(小

粒
)少

骨
針

9C
?

韻 貿 糾 　 面 謙 ・ 商 醤
嗚 ６ 鴫
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図

番
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番
号

図
版
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号

遺
構

番
号

建
物

座
  

櫻
種

類
器

種
法

量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

49
働

56
1X
l

X1
43
Y2
磁

須
恵

器
平

瓶
N7
/O

灰
自

色
混

入
物

少
7C
中

頃

須
志

器
短
鎖

壼
5Y
6/
]

灰
色

長
石

(小
中

粒
)石

英
(小

中
I‐

)少

Xl
つ
OY
19
2

土
師

器
壺

97
-

7 
5Y
R7
/6

栓
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒
古

墳
6C
?

綱
SD
tt
ll
ll

土
師

器
発

16
8-
28
9

25
Y7
/,

灰
白
色

骨
'‖

古
jl
A

6C
末

霧
,

SD
ま

Ю
]

須
煮

器
灰

色
長

石
(小

粒
)少

8C

効
土

師
器

35
0-
**

に
が

い
責

橙
色

石
英

霧
″

SD
56
22

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
白

色
泥

岩
長

石
(小

粒
)少

8C
第

3?

SD
弱

30
X1
43
Y1
95
 X
14
3Y
18
34
1層

須
志

器
杯
B

N6
/O

灰
色

長
石

(月
ヽ
中
粒
)石

英
(小

れ
中
粒

)少

霧
,

X1
43
Y1
86

須
恵

器
杯
A

11
8-
38

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

石
英

(小
中
li
)長

石
(小

中
粒

)
8C
第

1

多
0

SD
酪

39
須

恵
器

杯
B

IO
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
掩

色
8C
第

3

η
SD
ω

28
土

師
器

整
25
Y7
/2

灰
黄

色
内

面
に

炭
化

吻
刊

着

彩
須

恵
器

灰
白

色
8C
第

4

‐
3

SD
骸

19
須

恵
器

提
瓶

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

泣
)

SD
骸

∞
Xl
17
Yl
ψ

須
恵

器
テ 杯
A

12
0-
38
-半

*
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

袴
色

石
央

(4
ヽ

l‐
)長

石
(小

粒
)多

8C
第

1

土
師

器
高

杯
7 
5Y
R7
/2

明
褐

灰
色

内
タ
ト面

赤
彩

須
恵

器
壷

*―
*半

-8
8

10
Y酪

/】
褐

灰
色

長
石

(月
ヽ

中
壮
)石

央
(月

ヽ
中

粒
)少

8C
?

孵
ク

須
恵

器
杯
B

12
6

40
75

75
Y7
/1

灰
白
色

洸
入

物
少

,長
石

(小
粒

)少
8C
第

2

夕
″

SD
65
0,

須
恵

器
■

ユ
ー

(3
6)
一

**
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

栓
色

長
石

(小
壮
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

1

SD
69
96

X■
OY
15
5皿

a層
須

忘
器

杯
B蓋

15
4-
26
5-
**

骨
針

長
石

(小
中

粒
)石

英
(小

中
粒

)
8C
第

3

SD
65
07

土
師

器
発

17
0-
**
―

**
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

袴
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

粒
8C

外
面

に
煤

Il
着

期
X1
08
Y1
51
 X
ll
18
Y1
59
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B

25
Y7
/1

灰
白

佳
長

石
(小

粒
)少

,鉄
分

噴
き

出
し

霧
SD
65
59

土
師

器
鍋

10
YR
7/
3

パ
い
黄
橙

色
骨

針
,混

入
物

少
8C
前

半
?

SD
6弱

6
X9
6Y
15
0

土
製

品
土

鍾
2 
5Y
R7
/2

灰
黄

色
骨

針

塚
ダ
タ

SD
67
20

須
恵

器
灰

白
色

胃
4 

混
入

物
少

長
石

(小
粒
)石

英
(小

社
)少

8C
第

3

SD
67
20

X1
06
Y1
60

須
恵

器
杯
B

13
0-
43
-7
2

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

3

SD
67
20

X1
07
Y1
60
 X
HO
Y1
59
41
c層

須
恵

器
杯
B

灰
自

色
8C
第

3

SD
67
20

土
師

器
椀
A

**
―

**
-6
8

25
Y7
/2

灰
黄

色
外

面
赤

彩
 

底
部

回
転

糸
切

り

蒻
X9
9Y
10
3 

Ⅱ
c屈

須
恵

器
杯

B蓋
2 
5Y
ν

l
灰

白
色

長
石

(打
ヽ

中
粒

),
石

英
(月

ヽ
中

粒
)多

霧
SD
67
99

須
恵

器
杯

B蓋
N7
/0

灰
白

色
混

入
物

少
,長

石
(小

l‐
)少

SD
67
99

須
恵

器
杯
B

12
6-
39
-8
8

2 
5Y
ν

l
灰

白
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

れ
)

8C
第

ユ

49
Xl
ll
Y1
47
Ⅲ

c下
層

須
恵

器
杯

B蓋
灰

自
色

長
石

(大
粒

)
8C
第

2

笏
ぢ

SD
69
03

X1
01
Y1
28

土
師

器
椀

12
3-
42
-5
1

石
英

赤
色

駿
化

粒
9C
第

4
底

部
回
転

糸
切

り

X1
09
Y1
49
Ш

c局
上

師
器

鍋
29
 3

75
Y7
/4

赤
色

酸
イ
と
粒

8C
後

半

笏
タ

上
師
器

鍋
25
Y7
/2

灰
責

色
骨

釧
,石

英
,雲

母
,赤

色
駿

化
粒

須
恵

器
杯
G

10
2-
30

N7
/O

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)少

,鉄
分

(綱
粒

)噴
き

出
し

潔
G

SD
51
60

土
師

器
発

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

fl
,石

英
(大

粒
)多

8C
前

半

SD
43
‐
‐

須
恵

器
75
Y7
/1

灰
自
色

SD
弱

96
X1
71
～

17
2Y
22
0コ

b層
土

師
器

発
浅

責
色

骨
針

8C
後

半
煤

付
着

SD
51
25

土
製

品
上

錘
(6
1)
-3
8-
10
-5
16
2

骨
針

石
爽

SD
51
60

土
師
器

整
26
0-
33
8

25
Y7
々

灰
黄

色
石
英

(中
粒

,少
8C
後

半

須
恵

器
杯
A

75
Y7
/1

灰
自

色
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

1?

渉
6

須
恵

器
杯
B

11
5-
34
-6
0

75
Y6
/1

灰
色

長
石

(中
粒
)石

英
(中

粒
)少

8C
第

3

土
製

品
土

錘
53
-3
1-
10
-3
99
6

iO
YR
8/
2

灰
白
色

"S
SD
46
49

土
製

品
土

錘
10
YR
8/
2

灰
白

色

SD
46
49

X1
80
Y2
50

土
製

品
土

鍾
灰

白
色

表
面

に
ハ

ケ
状

の
条

戻

SD
46
89

X1
77
Y2
52

須
意

器
杯
A

11
6-
38
-8
4

7 
5G
YV
l

緑
灰

色
埴

生
系

の
胎

■
8C
第

ユ

蒻
X1
82
Y2
46
1届

須
恵

器
杯
G

10
GY
6/
1

緑
灰

色
石

英
(大

粒
),
埴

生
系

の
胎

土

SD
49
23

須
恵

器
杯
B

**
―

*半
-3
0

N7
/O

灰
自

色
鉄

分
(小

粒
)噴

き
出

し
,ご

ま
ふ

り
l■

8C
第

4?

48
土

製
品

土
鍾

(2
3)
-3
0-
90
-1
02
8

95
Y6
/1

黄
灰

色

お
う

SD
4∝

盟
須

恵
器

25
Y7
/1

灰
白

色
骨

針
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)

8C
第

3
ヘ

ラ
普

き

X1
83
Y妨

8
須

恵
器

杯
B

11
1-
38

灰
白

色
石

英
(小

粒
)少

,針
8C
第

3
ヘ

ラ
記

号
「

X」

X1
82
Y2
26
1層

須
恵

器
杯
B

25
Y6
12

8C
第

3?

Xl
姥

Y2
21
Ⅱ

 b
層

須
恵
器

杯
B蓋

杯
蓋

硯
 

重
ね

焼
き

口
a壊
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土
器
・

土
製

品
一
覧
表

(6
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

越
樽

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
(日

径
器
高

度
径

高
台
径

cm
〕

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

劾
SD
51
翻

土
師

器
99
-3
5-
50

7 
5Y
R6
/6

橙
色

赤
色

酸
化

粒
8C
後

半

SD
49
23

土
師

器
整

**
―

**
-6
4

10
YR
8/
3

i完
責

橙
色

仕
針

,砂
礫

8C

彩
Sつ

49
ω

土
師

器
誕

10
YR
6/
ク

灰
黄

褐
色

石
英

(中
粒

)多
9C
?

霧
SD
49
骸

土
師
器

翼
10
5-
33
0

10
YR
6/
2

灰
黄
褐

色
骨

針
,石

莫
(中

粒
)長

石
(中

粒
)

8C

SK
21
61

須
恵

器
杯

B蓋
5Y
7/
1

灰
自

色
混

入
物

少
砂

気
の

胎
土

8C
第

3

カ
テ

SK
21
99

須
恵

器
杯

ハ
13
6-
37

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

2

須
意

器
灰

色

″
′

S黙
?1
98

須
恵

器
12
5-
38
-8
0

N6
/O

灰
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

I‐
,多

,埴
生
系
の
胎
土

8C
第

1?
ク
餌

S【
21
98

須
恵

器
杯
B

10
Y7
/J

灰
自

色
骨

針
,石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

2?
SK
21
98

須
恵

器
杯

ハ
・
●Y
3/
1

灰
自
色

骨
針

,石
英

(小
粒

)多
8C
第

1
底

部
外

面
に
ヘ

ラ
記
号

駆
土

師
器

杯
A

13
0-
30
-7
0

7 
5Y
R8
 3

浅
黄
澄

色
骨

針
.石

英
.赤

色
駿

化
粒

3C
後

半
底

部
静
止

糸
切

り

フ
ど

51
SK
21
98

土
師

器
杯
A

13
2-
30
-8
6

7 
5Y
Ry
2

灰
白

色
骨

針
赤

色
酸

化
粒

8C
後

半
底

部
静

止
糸

切
り

土
lT
器

浅
黄

橙
色

石
英

骨
,1
赤

色
酸

イ
ビ
粒

筋
須

恵
器

霊
29
8-

10
YR
6/
2

灰
黄

褐
色

骨
割

″
SK
22
76

土
師

器
10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

骨
割

9C
後

半
全

面
赤

彩

筋
SK
22
30

土
師
器

誕
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,砂
礫

(大
粒

)多
古

墳
6C

体
部

下
半

に
煤

付
着

効
SK
29
36

須
恵

器
杯
A

13
7-
46

5Y
7/
1

灰
白
色

骨
創

石
英

(大
粒

)/
1/

8C
第

1

紗
ア

SK
30
32

須
恵

器
杯
A

75
Y7
/1

灰
白

色
石

英
骨

釧
9C
第

2

須
恵

器
13
5-
54
-7
8

灰
白

色
石

英
(小

粒
)少

勃
須

落
器

灰
白

色

SK
35
30

須
恵

器
杯
B

15
8-

25
Y8
/2

石
英

(小
粒

)多
,埴

生
系

の
胎

土
8C
第

1?
97
7

SK
35
90

須
恵

器
短

.H
壺

19
0-

N7
/O

灰
自

色
長

石
(中

粒
)少

SK
42
91

土
師

器
整

21
0-
*

10
YR
7/
1

灰
自

色
石

英
9C
前

半

3■
3

43
土

師
器

整
19
4

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責
橙

色
骨

針
.石

英
(中

粒
)

8C
後

半

′
Fイ

SK
43
44

土
師

器
整

5Y
7/
1

灰
白

色
石

英
?C
後

半
?

土
師

器
蓬

灰
黄

色
石

英
(小

粒
)多

8C
前

半
?

3■
9

SX
43
34

杯
蓋

硯

捌
須

恵
器

杯
B

25
Y6
/1

黄
灰

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

3C
第

2

諺
諺

SK
42
90

須
恵

器
霊

25
Y7
/1

灰
白

色

%
52

SI
C4
29
0

須
恵

器
菱

25
76
/1

黄
灰

色

潔
須

忠
器

杯
B

94
-4
0-
62

N8
灼

～
7/
O

灰
白
色

石
英

自
色

粒
埴

■
系

の
胎

士
8C
第

1
重

オa
焼

き
痕

?

Sl
t4
70
8

須
恵

器
杯
A

■
4-
32

5Y
6/
1

灰
色

石
英

白
色
li
埴

■
ス

の
胎

土
7C
第

4?
須

恵
器

杯
A

灰
白

色
骨

針
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
少

SK
99
30

須
恵

器
10
Y6
/1

灰
色

長
石

(大
粒

),
鉄
分

(大
粒

,
8C
第

2?
閉

SK
al
16
0

須
恵

器
杯
B

5Y
6/
1

灰
色

石
英

,自
色

粒
(中

粒
),
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3

SK
51
12

須
恵

器
杯
A

25
Y7
/1

灰
自

色
埴

生
系

の
胎

土
7C
第

4?
翻

SK
52
30

須
恵

器
杯
B

-8
4

N6
/O

灰
色

石
英

(大
粒

).
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

1

″
F

須
志

器
杯
B

75
Y7
/1

灰
自

色
泥

岩
(中

粒
)少

8C
第

2

須
恵

器
杯

B蓋
に

ぶ
い

橙
色

骨
釘

泥
岩

粒
8C
第

4?
筋

43
S(
5∝

0

解
須

恵
器

霊
10
YR
8 
2

灰
自

色
骨

針
9C
後

半

翻
う

48
SK
46
47

土
製

品
土

鍾
(5
1)
-3
6-
13
-6
4‐

4
25
Y7
/2

灰
責

色
赤

色
酸

化
粒

筋
Sk
46
47

土
製

品
土

鍾
60
-3
6-
11
-7
26
5

2 
5Y
ν

3
淡
黄

色

″
π

土
製

品
主

鍾
39
-2
1-
06
-1
87
6

10
YR
6/
4

に
が

い
責

橙
色

土
製

品
■

鍾
46
-(
31
)-
10
-1
97
3

25
Y7
/ユ

灰
白

色

協
ク

S(
51
1】

解
0

SK
52
80

土
製

品
土

鍾
56
5-
(3
8)
-1
6-
63
∝

25
Y7
/2

灰
貨

色

潔
ノ

土
師

器
椀

*―
**
-6
0

10
YR
3/
2

灰
白

色

SK
51
弦

土
師

器
整

10
YR
8海

浅
黄

橙
色

骨
針

,砂
礫

,赤
色

酸
化
粒

SC
前

半

%′
土

師
器

墾
10
YR
7ノ

ク
に

が
い

責
澄

色
骨

針
8C

■
師

器
整

10
YR
8/
2

灰
白

色
石

英
穴

部
回

転
糸

切
り

?

土
師

器
整

灰
賛

色
9C
前

半
娯
■
着

淋 貿 糾 　 跡 離 ・ 肺 導
嗚 】 ヽ
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土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(7
)

嗚

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

香
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
胎

 
土

時
期

詳
細

時
期

傭
考

潔
,

塁
56
87

荘
灰

貨
褐

色
骨

針
9C

煤
付

着

SK
58
55

土
師

器
霊

筋
F

黒
色

土
器

発
2 
5Y
R7
/4

淡
赤

橙
色

9C
?

内
黒
 

底
部

回
転

系
切

り

ヲ
ν

SK
58
55

須
恵

器
杯
A

12
0-
33

5Y
7/
1

灰
白

色
混

入
物

少
8C
第

3

S【
58
08

土
師
器

整
ll
lY
Rυ

2
灰

黄
褐

色
8C
前

半

lC
4

黒
色

上
器

椀
A

■
8-
36

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
9C
第

3

r0
2

SK
65
33

須
恵

器
杯
B

14
0-
40
-8
8

Nヤ
■ミ

灰
白

色
長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

増
生

系
の
胎

土
8C
第

2

SK
o5
33

浅
黄

橙
色

内
外

面
に
煤

付
着

解
SK
67
15

土
師

器
箋

H8
-*
*―

キ
キ

8C

S“
硲
お

2
土

師
器

高
杯

18
4-
キ

キ
ー
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
彩

SK
68
02

須
恵

器
杯
A

12
0-
35
-8
0

5Y
7/
1

灰
自

色
黒

色
粒

(は
か

し
)

8C
第

3

須
恵

器
杯
B蓋

15
2-
29
-*
*

N7
/0

灰
白

色
長

石
(大

粒
)

8C
第

3
重

ね
焼

き
I類

,小
さ

な
気

膨
れ

あ
り

筋
r0
3

土
師

器
鍋

28
2-
キ

キ
ー

キ
*

25
Y7
/2

灰
黄

色
8C
前

半

防
ダ

黒
色

土
器

25
Y7
/3

浅
黄

色
召

針
石

英
赤

色
酸

化
粒

内
黒

53
SK
95
89
 S
K9
剛

須
恵

器
灰

白
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

7C
第

4

筋
ク

K2
17
Y4
56
1層

須
恵

器
体
B

■
*―

**
-8
0

5Y
7/
1

灰
自

色

WS
AW

I罵
須

恵
器

杯
B

*キ
ー

*キ
ー
95

5Y
7/
1

灰
白

色
石

英
(小

粒
)少

X2
18
Y4
06
H層

土
師
器

鍋
28
 6

10
YR
3/
3

浅
寅

橙
色

石
芙

,赤
色

酸
化

粒

ヨ
2

V0
9Y
41
5Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B蓋

10
Y6
/1

灰
色

長
石

(小
粒

)
8C
第

4

37
3

須
恵

器
杯
B善

5Y
7/
1

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
多

埴
生

系
の
胎

土
8C
第

3

X2
14
Y4
12
江

居
須

恵
器

灰
白
色

長
石

(細
粒

)少

′
疹

Vi
OY
41
0 
1層

須
恵

器
杯
A

13
2-
27
5-
70

黄
灰

色
骨

針
混

入
物

少
砂

気
の

胎
土

9C
第

2?

ヨ
6

櫂
24
Y4
13
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
A

13
8-
32
-7
0

5Y
7/
1

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

X2
10
Y4
10
X層

須
恵

器
杯
B

5Y
ν

ユ
灰

色
長

石
(小

粒
)

8C
第

3

WS
∀

21
Y4
12
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B

14
0-
44
-8
И

5Y
υ

ユ
灰

色
石
英

(月
ヽ
中
粒

),
長

石
多

,骨
針

,埴
生

系
の
胎

土
8C
第

1

X2
22
Y4
10
H層

須
恵

器
杯
B

2 
Fr
7/
2

灰
責

色
長
石

(小
粒

)少
底

部
外

面
に

ヘ
ラ
言
己
号
,燥

付
着

朗
須

恵
器

壺
**
―

**
-6
0

25
Y7
/1

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

露
′

X2
26
Y3
66

須
志

器
灰

色
砂

礫
(細

粒
)多

7C
第

諺
X2
E9
Y3
8o
Ⅱ

 d
層

須
恵

器
杯

G蓋
■

8
灰

色
7C
第

閉
X2
21
 2
22
Y3
60
 3
62
Hb
 c
層

須
恵

器
杯
B蓋

N7
/0

灰
白

色
7C
第

X2
17
■

39
3Ц

個
須
恵

器
杯

G蓋
10
6

N7
/0

灰
自

色
石

英
(小

粒
)

7C
第

筋
k2
27
Y8
6■

 
道

路
跡

須
恵

器
杯

G蓋
13
4

N7
/0

灰
自

色
石

英
(小

粒
)少

?C
第

筋
須

恵
器

杯
G譲

13
6

5Y
ν

]
灰

色
石
英

(小
粒

),
長

石
7C
第

Xワ
29
Y3
84
盛

土
須

恵
器

75
Y6
/1

灰
色

7C
第

解
X2
22
Y3
61
1 

Ⅲ
 a
層

須
恵

器
杯

B蓋
灰

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)多

埴
生

系
の

胎
土

8C
第

天
丼
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
×

須
恵

器
杯

B蓋
11
8

灰
白

色
9C
第

3∞
X?
Y3
85

須
恵

器
杯

B蓋
7 
5Y
ν

l
灰

色
長
石

(刻
ヽ
中
粒

,,
泥

岩
(小

中
粒

),
骨
針

X2
20
Y3
61
Ⅱ

～
Ⅲ
層

須
恵

器
杯

B蓋
13
0

25
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(小

粒
)少

,鉄
分

は
旧
粒

)噴
き
出

し
9C
第

テ
レ

X9
1T
r3
63
コ

a層
須

恵
器

杯
B蓋

13
0

N夕
/0

灰
白

色
骨

針
,石

英
(小

粒
),
長

石
(小

粒
)

8C
第

重
ね

焼
き
Ha
類

,,
,

X2
16
Y3
銘

盛
土

須
恵

器
13
4

N7
/0

灰
自

色
石

英
(小

粒
)少

9C
第

重
ね

焼
き
痕

X2
29
Y3
83
盛

土
灰

白
色

石
英

(小
粒

)
8C
第

重
ね

焼
き

I頻

テ
9う

X2
16
Y3
65
盛

土
須

恵
器

杯
B蓋

灰
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)

8C
第

X2
16
Y3
63
盛

土
須

恵
器

杯
B蓋

Nν
0

灰
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)多

埴
生

系
の

胎
土

8C
第

X9
17
Y3
61
 
Ⅱ
 a
層

須
恵

器
杯

B蓋
M′

O
灰

自
色

石
英

(4
ヽ
粒

),
長

石
(小

粒
)

X2
23
Y3
57
 

谷
須
恵

器
杯

B蓋
灰

自
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)多

,埴
生

系
の

胎
土

8C
第

X″
げ

r3
61
H 
a層

須
恵

器
杯

B蓋
25
Y7
/1

灰
白
色

長
石

(中
粒

)少
8C
第

須
意

器
16
8

5P
7/
ユ

明
紫

灰
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)

8C
第

内
面

に
重

ね
焼

き
痕

′
2

X2
17
Y4
03
盛

土
須

恵
器

杯
B蓋

灰
白

色
骨

釧
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)

8C
第

イ
ク

X2
22
Y3
63
 3
64
Ha
層

須
恵

器
杯

B蓋
16
2

2 
5Y
ν

2
灰

責
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)

8C
第

X2
15
～

22
0Y
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0 
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】

須
恵

器
杯

B蓄
5Y
6/
1

灰
色

長
石

(小
粒

)少

X2
21
Y3
55
口

b層
須

恵
器

杯
B蓋

5Y
7/
1

灰
白

色
石

英
(小

粒
)F
k石

(小
社

)少
8C
第

須
恵

器
杯

B蓋
15
6

N7
/O

灰
白

色
8C
第

須
恵

器
杯

B蓋
N7
/0

灰
白
色

石
英

(小
中
粒
)長

石
(小

中
粒

)多
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針
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生
系

の
胎

土
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類

器
種
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径

器
高

底
径

高
台
径
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)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

X2
18
Y3
86
Ⅱ

 b
層

須
恵

器
杯
B蓋

14
8

N7
/0

灰
白

色
骨
釧

.長
石

(細
粒

)少
8C
第

3

須
恵

器
杯
B蓋

14
6

灰
白

色
長

石
(細

粒
)少

8C
第

4
重

ね
焼

き
I類

7′
ク

X2
20
Y3
60
～

36
3 
H 
a層

須
恵

器
灰

白
色

混
入

物
少

8C
第

2

7/
9

53
X2
つ
OY
3“

 3
66

須
志

器
杯
B蓋

14
8-
26

5Y
7/
1

灰
自

色
石

芙
(4
ヽ
粒
)長

石
(小

粒
)少

天
丼

菩
卜
に

圧
痕

B2
X2
20
Y3
96
盛

土
須

恵
器

壺
蓋

49
-1
25

N7
/0

灰
白

色
混

入
物

少
,鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
8C
?

X2
19
幣

お
恩
爆

須
恵

器
杯
B

10
4-
45
-6
5

5G
5/
1

緑
灰

色
骨

針
,石

英
(小

粒
)少

9C
第

2

X2
20
Y3
99
Ⅱ

 b
層

須
恵

器
杯
B

IO
G6
/,

緑
灰

色
長
石

(細
粒

)
8C
第

3

X2
19
22
0Y
36
03
90
Ⅲ

濡
須

恵
器

杯
B

12
0-
38
5-
70

N7
/0

灰
白

色
骨

争「
長

石
(細

粒
)少

9C
第

1?

7/
j

彦
19
Y3
60
Ⅱ

～
Ⅲ
屈

須
恵

器
灰

白
色

石
突

(小
粒
)長

石
少

8C
第

3?

開
彩

21
Y3
V盛

土
 I
層

須
恵

器
杯
B

石
笑

(小
粒
)長

石
(小

粒
)鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
多

X"
ユ

Y3
“

盛
土

須
恵

器
杯
B

5Y
7/
1

灰
自

色
骨

針
長

石
(河

ヽ
大

粒
),
埴

生
系

の
胎

土

X2
22
 2
%Y
3骸

 3
銘

Ⅲ
a～

b局
須

忠
器

杯
B

18
8-
42
5-
86

N7
/0

灰
自

色
石

英
小

粒
),
長

石
(小

粒
)多

,埴
生

系
の

胎
土

8C
第

1

X2
22
 2
_2
3Y
3″

 3
銘

Ha
層

須
恵

器
杯
B

14
2-
43
-1
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N7
/0

灰
白

色
石

英
ド

中
粒
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長

石
(小

中
粒
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,埴

生
系

の
胎

土
8C
第

2

X2
17
Y3
60
盛

土
須

恵
器

杯
B

5Y
6/
1

灰
色

長
石

小
粒
)石

英
8C
第

2

X2
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61
Ⅱ

～
Ⅲ
層

須
声

器
灰

白
色

長
石

(小
粒
)石

実
(小

粒
)多

鉄
分

噴
き
出

し
多

埴
生
系

の
胎

土
8C
第

2

″
X2
20
Y8
6ユ

コ
a罵

須
恵

器
杯
B?

勿
X2
% 
22
57
3勇

 3
57
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 b
層

須
恵

器
杯
B

N6
/O

灰
色

長
石

(小
粒

)少
8C

須
恵

器
杯
B

*―
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-8
0

5Y
7/
1

灰
自
色

骨
針

,長
石

(小
粒

)
8C
第

X2
19
Y3
98
盛

土
須

恵
器

杯
B
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86

25
Y8
/1

灰
白

色
長

石
(小

粒
),
石

英
7C
第

X2
17
 2
20
Y3
61
Ⅱ

～
Ⅲ
届

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/1

灰
白
色

石
英

(小
粒

).
長

石
(小

粒
)

8C
第

須
恵

器
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Y7
/1

灰
白

色
長

石
(小

壮
)石

英
(小

粒
)埴

生
系

の
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II
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7C
第

笏
X2
23
Y3
63
■

a層
須

慰
器

灰
白
色

石
英

(小
中

粒
)

8C
第

】9
17
Y3
63
コ

a層
須

恵
器

杯
A

11
8-
28

8C
第

イ
ル

X9
15
～

22
0Y
37
5 
3“

盛
土

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
自

色
長

石
(小

粒
)少

,鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し
多

響
′

彩
16
Y3
63
?盛

■
須

恵
器

杯
A

75
Y7
/1

灰
白
色

長
石

(糾
粒
)石

英
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争「

彦
16
Y3
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盛

土
須

恵
器

杯
G

11
8-
32

10
Y7
/1

灰
白

色
長

石
中
粒
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石

英
多

7C
第

4

X2
22
Y3
欝

Ц
b層

須
恵

器
杯
A
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Y7
/1

灰
白
色

長
石

(小
粒
)石

英
少
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第

二

彩
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Y3
銘

盛
土

須
恵

器
灰

白
色

石
英

(小
粒

)
8C
第

1

瘤
す

X2
29
Y3
61
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須
恵

器
石

芙
月ヽ

中
粒
)長

石
(刀

ヽ
中

粒
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晋
針

8C
第

2

節
須

恵
器

杯
C

N7
/O

灰
自

色
石

英
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石
(小

中
粒

)
7C
第

4?
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X2
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～
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Y3
61
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鬱

コ
a層

須
恵

器
杯
A
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25
Y7
/1

灰
白

色
骨

針
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石
(小

粒
),
泥

岩
少

9C
第

1

イ
π
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18
Y3
61
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須
恵

器
杯
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5Y
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俗
色

骨
針
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岩
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粒

)少
8C
第

3?
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16
Y8
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須
恵

器
杯
A
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7/
】
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色
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色
駿
化
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粒
)長
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桂
)多
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生
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胎
土

8C
第

2

X3
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Ⅱ 
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7

須
恵

器
杯
A
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8

5Y
7/
2

灰
自

色
石

英
小

粒
)長

石
(小

粒
)多

8C
第

1

X2
17
Y3
61
Ш

b層
須

蕉
器

浅
黄

澄
色

石
英

月ヽ
中

粒
)長

石
(小

中
粒

)
3C
第

1
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r_
2

X2
16
ヽ

21
8Y
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土
須

恵
器

灰
色

長
石

小
粒
)石

英
少

9C
第

4

″
密
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16
Y3
∝

盛
土

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
自

色
石
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粒
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 2
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Y8
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口

b局
須

恵
器
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晴
緑
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色

混
入

物
少

,鉄
分

噴
き
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し
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C
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 2
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鬱

 3
∝

Д
a層

須
恵

器
杯
A
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灰
色

骨
針
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石
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粒

)少
8C
第

2
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Y3
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Ц

 a
層

須
恵

器
杯
A
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8/
1

灰
白
色

混
入

物
少

8C
第

3

須
声

器
灰

白
色

混
入

物
少
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′

須
恵

器
灰

色
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少

7/
9
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Y3
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盛

土
須

志
器

杯
N4
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色

長
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つ
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層
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器
杯

?
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自

色
長

石
(小

粒
)少
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噴
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Y3
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Ⅱ
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須
恵

器
杯
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Y7
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灰
白

色
長

石
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16
Y3
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盛

土
須

恵
器

杯
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7/
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灰
白
色

石
芙

須
恵

器
灰

色
長
石
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ヽ
粒
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英
(小

粒
)

X2
21
Y3
終

盛
土

須
恵

器
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8

灰
白

色
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須
恵

器
杯

N7
/0

灰
白

色
長

石
石
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ワ
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土
須

恵
器

杯
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自
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骨
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須
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器
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1
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7/
1

灰
自

色
骨

針
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つ
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Y3
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 3
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Ⅱ
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須

志
器

杯
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/0
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色

長
石

石
英

須
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器
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B
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Y7
/1
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白
色

石
芙
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ヽ
粒
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長

石
少
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時
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Y3
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Ⅱ
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層

須
恵

器
杯
A

25
Y8
/1

灰
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色

長
石

(小
壮
)石

英
(小

粒
)少

9C
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部
に
ヘ
ラ
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号
「

X2
23
Y3
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題

b層
須

恵
器

高
杯

(杯
都

)
5Y
6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

混
入

物
少

鉄
分

噴
き

出
し
多

須
意

器
灰

白
色

骨
斜

石
英

(小
泣
)長

石
ウ

SC
第

2?

イ
霧

X2
解

Y3
60
 
Ⅱ
e～

Ш
層

須
恵

器
長
石

(和
1粒

)少

X,
_9
4Y
86
5口

a層
須

恵
器

N6
/O

灰
色

長
石

(中
粒

)少
,鉄

分
(細

粒
)げ

tき
出

し
多

9C
第

3

11
3

y第
X2
22
 2
24
Y3
59
Ы

層
須

恵
器

稜
加

10
3-
59
-5
65

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

,長
石

(小
粒

)少
8C
第

3

Xワ
66
?

須
志

器
稜

椀
12
0-
46
-6
4

N7
/O

灰
白

色
石

芙
(小

中
粒

),
長

石
(河

ヽ
中

粒
)

8C
第

3

X2
17
 2
21
Y酔

盛
土

須
恵

器
稜

椀
5Y
6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

石
英

(中
粒

長
石

(中
粒

)少
8C
第

3

了
斜

X2
20
Y3
81
 H
 b
層

須
恵

器
鉄

鉢
灰

白
色

長
石

(小
粒

石
英

(小
粒

)多
8C

灰
色

長
石

(細
粒

多

′
π '

X2
26
Y3
58
Ⅲ

c層
須

忠
器

長
顕

漱
89
-

2 
5G
Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
長

石
(小

粒
石

英
(小

I‐
)多

X形
5Y
37
3Ⅲ

層
須

恵
器

長
― ・
F瓶

**
―

**
-7
0

N‐
/0

灰
白

色
骨

針
,石

英
(中

粒
)少

X,
29
Y3
81

須
恵

器
瓶

5Y
7/
1

灰
白

色
石

英
(中

大
粒

)少
9C

須
忠

器
75
Y6
/1

灰
色

混
入

物
少

9C

Xク
25
Y3
72
工

層
須

恵
器

積
瓶

N7
/0

灰
自
色

鉄
分

噴
き

出
し

須
恵

器
灰

白
色

長
石

(小
粒

)少

イ
タ び

X2
21
Y3
61
H～

Ш
膳

須
恵

器
直

口
壼

15
0-

灰
色

X2
13
Y3
92
盛

■
須

恵
器

誕
N7
/O

灰
自

色
長

石
(中

粒
)少

8C

才
/~
J

須
恵

器
整

N8
/O

灰
自

色
骨

針
8C
?

y″
9

X2
21
V3
99
盛

土
須

恵
器

誕
16
2-

2 
5C
Y7
/〕

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
長

石
(小

壮
)少

8C

X2
15
～

翅 3
0Y
39
5～

39
6盛

」:
須

恵
器

N6
灼

灰
色

混
入

物
少

砂
気

の
胎

土
9C
?

須
恵

器
灰

白
色

石
英

(小
粒

)ウ

イ
ν

X2
16
Y3
75
盛

土
須

恵
器

24
8-

N7
/0

灰
自

色
骨
3

X,
25
Y3
72
Ш

層
須

恵
器

誕
7 
5Y
R6
/2

灰
桐

色
石

英
(小

粒
),
長

石
(小

li
)少

8C

イ
潔

X2
18
Y3
96
盛

土
須

志
器

29
6-

N7
/0

灰
白

色
石

英
(小

粒
)少

8C
第

3

X2
20
Y3
63
口

a層
須

恵
器

19
0

5Y
7/
1

灰
白

色
長
石

(中
粒

)少

X2
17
Y8
61
 H
 a
帰

須
な

器
N7
/0

灰
白
色

石
英

(中
粒

)
9C

X″
0～

22
4Y
36

1～
36
5口

a居
須

恵
器

33
0-

25
Y7
/1

灰
白

色
石

英
(小

粒
)少

早
色

土
器

淡
責

色
骨

41
8C
?

内
黒
 

赤
彩

イ
″

X2
23
Y3
68

土
R市

器
椀

混
入

物
少

9C
妬

4?
底

●
F回

転
糸

切
り

イ
孵

X'
17
Y3
91
口

b層
黒

色
土

器
鉢

25
Y3
/2

灰
自

色
骨

針
8C

二 【

X2
18
Y3
62
口

a馬
土

師
器

椀
7 
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

赤
彩

イ
ク

X2
20
Y3
60
 H
a居

土
師

器
椀

70
iO
YR
7/
2

に
ぶ

い
責
橙

色
石
英

,そ
針

内
外

面
赤

彩

X2
16
Y3
65
搭

■
上

師
器

椀
10
YR
7/
4

に
ぶ

い
貨

橙
色

赤
色

酸
化

l‐
底
部

回
転

糸
切

り

X2
18
～

22
3Y
3鬱

口
a届

土
lT
器

浅
費

澄
色

石
英

(大
粒
)骨

,1
9C
第

4
底

部
回

転
糸

切
り

イ
9う

単
色

上
/.

高
杯

赤
色

酸
化

粒
7C
?

杯
部

内
黒

上
師

器
直

口
霊

7 
5Y
R7
/2

明
褐

灰
色

古
jA

外
面
 

日
頸

部
内

面
赤

形
,1
同
部

下
半

部
原

ll
者

49
7

X2
20
Y3
61
口

a層
土

師
器

18
6

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

石
英

,骨
争

,赤
色

酸
化

粒
8C
前

半

X2
20
Y3
61
口

～
Ⅲ
魅

主
師
器

発
7 
5Y
R7
/彎

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
8C
?

X2
25
Y3
68
Ⅱ

層
上

師
器

1げ
rR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
PL
入
物

少
内
面

に
煤
利

着

土
R市

器
**
―

**
-7
0

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

袴
色

長
石

(小
粒
)石

英
(4
ヽ
粒

)多
骨

釘
底

部
内

外
面

に
煤

付
着

土
製

品
支

脚
に

が
い

黄
橙

色
骨

針
煤

付
希

5%
X2
20
Y3
69
口

a属
土

師
器

灰
貢

色
赤

彩

象

'ア

X2
25
Y3
80

瓦
塔

10
YR
8/
2

灰
自

色

X2
18
Y3
弱

盛
土

瓦
塔

10
YR
8/
8

浅
貨

橙
色

X2
15
 2
17
Y3
05

 3
10
1～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯

H蓋
11
9-
35

25
Y8
/2

灰
白
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

7C
第

1
煤

付
拮

X2
∝

～
20
5Y
32

5～
32
8Ⅱ

思
須

志
器

杯
G蓋

N6
/0

灰
色

混
入

物
少

鉄
分

(細
1粒

)噴
き

出
し

7C
第

3

C
X2
18
Y3
05
Ⅲ

ナ せ
須

恵
器

灰
白

色
石

英
(4
ヽ
粒

多
7C
第

9

況
%

C
X2
20
 2
21
Y3
06
 _
R0
81
～

Ш
脂

須
恵

器
杯

G蓋
13
1

5Y
7/
1

灰
自

色
傾

部
外

面
手

持
ち

ケ
ズ

リ

″
9

X2
11
11
 2
04
Y2

68
 2
70
Ш

層
察

志
器

杯
B蓋

O
75
Y7
/2

灰
白

色
召

針
,長

万
(河

ヽ
中

粒
),
石

英
(小

中
粒

),
埴

生
系

の
胎

上
8C
第

2

C
X2
∝

 2
05
Y2
63
 2
65
Ⅲ

馬
須

志
器

杯
B蓋

N6
/0

灰
色

石
英

(大
粒

少
8C
第

4

C
X2
鉤

 2
21
Y3
11
6 
31
18
1～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯

B盗
11
8

5Y
6/
1

灰
色

長
石

(小
中
版
)石

英
(小

中
粒

)少
,鉄

分
(報

粒
)噴

き
出

し
多

9C
第

2

X2
10
 2
12
Y8
0_
9 
80
5m
屈

質
志

器
杯

B蓋
12
0

75
Y6
/1

灰
自

色
度
石

(小
中

粒
)少

9C
第

1



第
8表

 
土

器
。
土

製
品

一
覧

表
(1
0)

挿
図
番

号
赳

物
番

号
図

版
番

号
選

構
番

号
建

物
座
  

標
種

類
器
 

種
(日

経
器
高

度
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

″
′

C
X2
05
 2
08
Y2
粥

 2
95
1～

Ⅲ
居

須
恵

器
杯
B議

26
5Y
7/
1

灰
白

色
骨

針
長

石
ω

粒ヽ
)石

英
(小

粒
)少

鉄
分

(中
粒

)噴
き
出

し
少

重
l_
焼

き
Ⅱ

a類

X1
96
Y2
猪

1～
H層

須
恵

器
灰

白
色

鉄
分

(中
大
花

)げ
tき

出
し

,長
石

(小
l‐
)石

笑
(小

辻
)少

,砂
気
の
胎
土

9C
第

K2
05
 2
10
Y3
∞

 3
05
Ⅲ

痛
須

忠
器

杯
B蓋

12
0-
**

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

,泥
岩

(中
粒

),
秒

気
の

胎
上

9C
第

C
貶

03
20
5Y
26

52
68
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B蓋

95
Y7
/]

灰
自

色
長

石
(小

中
粒

)少
9C
第

重
ね

班
き

Ⅱ
b類

C
Xt
tX
1 
2∝

Y2
65
 2
69
1～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B蓋

25
Y7
/2

灰
黄

色
石
英

(小
中
粒
)長

石
(小

中
l‐

)多
,鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
8C
第

,ど
′

C
Xl
粥

 1
97
Y2
63
 2
65
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B蓄

12
4-
**

N7
/0

灰
自

色
骨

針
鉄

介
(大

粒
)噴

き
出

し
少

砂
気

の
胎

土
9C
第

C
X2
10
21
5Y
29
53
00
1層

須
恵

器
杯
B蓋

灰
白

色
石

実
大

粒
)少

9C
第

勁
C

Xl
詢

Y2
68
1～

H層
須

恵
器

9C
第

5Y
ν

l
灰

色
長

石
小

粒
),
石

芙
(小

粒
)少

9C
第

勁
C

K2
02
Y2
‐

OI
～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯

B蓋
N6
/0

灰
色

長
石

(小
中

泣
)石

英
(小

中
粒

)多
8C
第

"
C

X2
07
 2
10
Y3
∝

 3
∝

Ⅲ
屠

須
恵

器
杯
B蓋

12
8-
**

25
Y7
/]

灰
白

色
混

入
物

少
,鉄

分
噴

き
出

し
多

8C
第

X1
90
 1
94
Y2
65
 2
69
Ⅲ

居
須

恵
器

杯
B誌

25
Y7
/ユ

灰
白
色

肴
針

.石
英

(小
粒

)少
8C
第

″
テ

C
X2
05
 2
06
Y2
60
 2
63
1～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B蓋

12
7-
31

10
Y夕

/1
灰

白
色

骨
針

混
入

物
少

石
英

(中
粒

)少

%
C

Xワ
13
 2
15
Y3
10
 3
15
1～

Ⅲ
層

須
恵

器
9C
第

重
ね

焼
き
Ha
鎮

?

須
恵

器
杯
B蓋

n8
-*
*

N6
/0

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(大

粒
)少

9C
第

重
ね

焼
き
Hb
類

C
X1
95
Y2
69
1～

H層
須

恵
器

杯
B蓋

13
2-
24

2 
5Y
V2

灰
自

色
骨

針
,混

入
物

少
9C
第

ワ
,

C
X2
20
 2
22
Y3
∝

 3
0‐

I～
Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B蓋

5Y
6/
1

灰
色

唱
針

.長
石

(4
ヽ
粒
)石

英
(小

粒
)少

9C
第

重
ね

焼
き

Π
a須

駆
須

恵
器

杯
B蓋

13
2-
**

2 
5G
Y

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
石

英
(H
ユ
粒
)長

石
(中

粒
)少

召
針

9C
第

内
面

に
「

□
麻

呂
|の

基
苦

C
須

恵
器

杯
B蓋

2「
r7
/ユ

灰
白

色
骨

針
長

石
(小

l‐
)少

8C
第

杯
蓋

硯

″
C

X2
17
～

2つ
OY
30
7～

31
01
～

dl
層

須
恵

器
灰

責
色

須
烹

器
灰

自
色

愕
針

,長
石

(細
粒

)多
8C
第

解
X2
30
Y弱

OⅡ
層

須
恵

器
杯
B蓋

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

長
石

大
粒

)少
8C
第

露
ケ

X2
12
 2
19
Y2
90
 2
銘

Ⅱ
b層

須
恵

器
杯

B蓋
18
7-

N6
/0

灰
色

骨
釧

,長
石

(小
粒
)石

英
(小

泣
)少

SC
第

駆
C

X謝
)D
 9
05
Y2
90
 9
95
1～

4馬
須

恵
器

杯
B蓋

5Y
ν

l
灰

白
色

石
英

(中
粒
)長

石
(中

粒
),
埴

生
系

の
胎

■
8C
第

孵
7

C
X塾

〕3
 
知
5Y
32
8 
33
01
～

Ⅲ
層

須
恵
器

杯
B蓋

17
6-
39

25
Y7
/1

灰
白
色

長
石

(小
粒
)石

英
(4
ヽ
粒

)
8C
第

内
面

に
ヘ

ラ
記

号

X2
03
 
鉤
5Y
26
5 
26
8Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B蓋

75
Y7
/2

灰
白

色
長

石
(中

大
粒
)石

英
(中

大
粒

)

C
X1
95
 1
98
Y2
68
 
ワ
狗

II
l層

須
恵

器
杯

B蓋
灰

白
色

捐
針

,泥
岩

(少
中

粒
)少

,鉄
分

(中
粒

)噴
き

出
し

8C
第

須
恵

器
杯

B蓋
2 
5Y
S/
2

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

,混
入

物
少

3C
第

C
X2
05
 2
07
Y2
63
 2
65
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B誘

75
Y7
/1

灰
自

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)少

8C
第

C
X1
85
 1
87
望

26
6 
26
8Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B蓋

5Y
ν

2
灰

自
色

長
石

(月
ヽ
中
粒
)石

英
(月
ヽ
中
粒

)少
8C
第

X1
84
～

18
8Y
2硝

～
26
0皿

層
須

恵
器

杯
B蓋

14
8-
26
-半

25
Y7
/よ

灰
白
色

骨
針

混
入

物
少

3C
第

杯
蓋

硯

C
X2
11
3Y
2碍

I～
1層

須
恵

器
杯
B蓋

10
YR
7/
1

灰
白

色
混

入
物

少
3C
第

豆
ね

焼
き

1類

X2
05
 2
06
Y2
63
26
5Ⅲ

屈
須

恵
器

杯
B蓋

灰
白

色
石

英
(中

粒
)長

石
(中

粒
)

須
煮

器
杯

B輩
長

石
(中

粒
)石

英
(中

泣
)少

8C
第

Xワ
07
～

21
0Y
30
3～

3∝
皿
層

須
恵

器
杯

B蓋
N5
/O

灰
色

骨
針

,チ
ャ

ー
ト

(大
粒

)少
,泥

岩
粒

少
8C
第

X2
20
 2
22
Y3
05
 3
MI
～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯

B蓋
16
5-

75
Y7
/1

灰
自

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)

7C
第

2'
C

X1
95
～

1弱
Y2
68
～

27
01
～

H局
須

恵
器

杯
B蓋

25
Y7
/1

灰
白

色
石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)多

,骨
針

,地
生

系
の
胎

土
7C
第

X1
81
Y2
61
1層

須
恵

器
杯

B者
(つ

ま
み

)
鴎

′0
灰

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

C
X1
85
 1
90
Y2
60
 2
65
Ⅱ

～
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

97
-3
2-
60

10
Y6
/ユ

灰
色

砂
気

の
胎

土

形
C

X2
20
 2
つ

4Y
30
5 
30
7

ヽ
41
唐

須
恵

器
黄

灰
色

混
入

物
少

鋲
分

(細
粒

)噴
き

出
し
少

8C
第

底
部

内
外

面
に

漆
?付

着

朋
X2
15
 2
17
Y3
05

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B

10
4-
42
-6
6

N5
/0

骨
針

,鉄
分

噴
き

出
し

9C
第

底
部

回
転

糸
切

り

C
X2
02
 

参
D5
Y2

93
 2
95

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B

10
YR
7/
1

石
笑

(中
l‐

)少
8C
第

底
部

外
面

に
ヘ

ラ
記

=「
×

J

C
Xワ

10
 2
15
Y3
00
 3
15

層
須

恵
器

杯
B

25
Y8
2

灰
白

色
石
英

(小
粒

)少
8C
第

筋
C

X知
5Y
29
51
11
層

須
恵

器
杯
B

10
6-
41
-6
6

N7
/O

灰
自

色
石

英
(小

粒
)少

鉄
分

(細
粒

)噴
き
出

し
多

8C
第

C
須

恵
器

杯
B

N6
/O

灰
色

骨
割

長
石

(小
粒

)
9C
第

C
X1
95
～

19
8Y
26
1～

2α
 I
～

41
層

須
恵

器
明

青
灰

色
骨

針
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
8C
第

須
恵

器
10
8-
38
-7
5

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

,石
英

(小
粒

)少
8C
第

あ
笏ρ

C
X2
11
11
～

20
5Y
28

5～
2∽

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B

″
2

75
Y7
/1

灰
自

色
長

石
(細

粒
)少

,鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し

8C
第

C
X2
06
 2
08
Y3
05
 3
08
1～

Ⅲ
罵

須
恵

器
杯
B

25
Y6
/2

灰
貨

色
石

英
(中

粒
)少

.埴
生
系

の
胎

土
8C
第

jν
C

Xフ
34
Y2
61
コ

～
皿
層

須
恵

器
杯
B

,1
0-
42
-6
7

25
Y7
/3

浅
責

色
骨

針
石

英
(小

粒
)泥

岩
(小

粒
)砂

気
の

胎
土

8C
第

X2
05
～

20
7Y
26

3～
26
5Ⅱ

居
須

恵
器

杯
B

11
2-
55
-6
6

10
YR
7/
1

灰
白

色
長
石

(小
粒

)少
8C
第

C
X1
95
～

19
7Y
26
0～

24
1～

H層
須

恵
器

杯
B

灰
色

猾
針

長
石

(小
粒
)石

芙
(小

粒
)少

X1
95
 1
98
Y2
68
 2
‐

Om
席

須
恵

器
杯
B

灰
白

色

削 貿 糾 　 帥 離 ・ 簡 導
嗚 【 銅
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第
8表

 
土
器
・

土
製

品
一
覧
表

(1
1)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
法

量
月台
  
 
土

時
期

詳
細

時
期

備
考

笏
,

C
X1
98
 2
00
Y2
72
 2
75
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

12
0-
33
-8
0

灰
白

色
長
石

(細
粒

)ケ
8C
第

3

セ
Ol
l～

20
31
32

7～
33
0Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

12
5-
39
-8
9

N7
/O

石
英

(小
粒

)少
lF
L入

物
少

8C
第

3

う
グ

C
Xl
∞

Y2
ワ

I～
巨
層

須
恵

器
杯
B

12
4-
36
5-
76

5Y
6/
ユ

灰
色

石
英

(小
中

種
)

8C
第

ユ

C
Xl
Q3
 1
96
Y%
3 

わ
5Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

12
4-
37
-7
0

5Y
7/
1

灰
自
色

石
英

(中
粒

)少
8C
第

2?

勁
C

X1
98
～

20
0Y
わ

5～
26
81
～

Ⅱ
脳

須
恵

器
12
6-
39
-7
3

or
yュ

灰
白
色

長
石

(細
地

SC
第

3

C
X1
90
 1
95
Y%
5 
27
0Π

～
Ш
層

須
恵

器
12
6-
42
5-
83

5Y
ν

ユ
灰

色
石

英
(中

粒
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

4

C
X1
80
～

18
3Y
26
0～

26
3Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

13
1-
38
-6
4

灰
黄

色
長

石
(小

赳
SC
第

2

%
X2
05
～

20
8Y
26
0～

'7
0皿

層
須

恵
器

杯
B

13
0-
41
-7
0

?5
Y6
/1

赤
灰

色
石

英
(小

粒
長

石
(小

粒
)

8C
第

3

X2
01
～

20
4Y
26

ユ
～
26
51
～

H層
須

恵
器

杯
B

18
6-
43
-7
8

N7
/O

石
英

(小
粒

)
8C
第

3

X1
88
Y%
41
～

H層
須

恵
器

杯
B

13
6-
41
-8
9

75
Y7
/ユ

灰
自

色
石

英
(イ

ヽ
中

粒
),
長

石
(小

中
l‐

)
8C
第

??

σ
%

C
丞
診
OO
～

20
5Y
28
0～

28
51
～

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B

13
8-
37
-9
2

N7
/0

灰
白

色
長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

8C
第

2

C
Xユ

粥
Y2
69
1～

Ⅱ
局

須
恵

器
杯
B

14
0-
61
5-
86

N6
/0

灰
色

石
英

,骨
チ

|
8C
第

4
高

台
端

部
内

側
よ

り
に

_■
尺

又
は

漆
付

着

5o
C

X2
11
11
Y2
75
1～

互
層

須
恵

器
杯
B

灰
自

色
石

英
(小

粒
)少

8C
第

2
煤

?付
斎

X2
∝

～
ワ
05
Y2
鍔

～
29
51
～

Ⅲ
居

須
恵

器
杯
B

骨
針

長
石

(小
粒

)少
8C
第

4

"

X2
1r
r9
07
 1
～

Hl
層

須
恵
器

杯
B

15
0-
*キ

ー
**

2 
5Y
R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

湿
入

物
少

8C

″
′

Xワ
00
 2
03
Y9
63
 2
65
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B

15
0-
4ユ

ー
82

25
Y7
/3

浅
黄

色
石

英
(中

粒
少

8C
第

2

C
は

層
須

恵
器

杯
B

16
0-
73
5-
97

10
11
Gν

l
青

灰
色

石
央

(中
粒

埴
生

系
の

胎
土

9C
第

1?

閉
C

X2
33
 
勢
5Y
32

8 
33
0

匝
層

須
恵

器
16
4-
51
-1
12

25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針
長

石
小

粒
)少

,砂
気

の
胎

土
8C
第

?

鶏
C

X1
75
～

19
8Y
26
2～

26
6

Ⅱ
層

須
恵

器
25
Y6
/ユ

黄
灰

色
石

英
(中

粒
少

C
X2
15
 2
20
Y3
13

II
l層

須
志

器
杯
B

*―
**
-6
4

黄
灰

色
8C
第

3
底

部
外

面
に
ヘ

ラ
記

号

X2
15
 2
18
Y3
10

Ⅱ
層

須
恵

器
杯
B

*―
**
-6
6

25
76
/2

灰
黄

色
9C
第

3
底

部
糸

切
り

″
π

C
X2
05
～

20
7Y
26
3～

26
5Ш

居
須

恵
器

杯
B

75
Y7
/]

灰
白

色
骨

針
,長

石
(小

粒
)少

あ
%

C
X2
05
 2
10
Y3
30
33
31
～

Ⅲ
賭

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/]

灰
白
色

石
英

(小
中

粒
)少

閉
X1
34
 1
85
Y2
60
～

ワ
62
1～

Ⅱ
篇

須
煮

器
Nν

O
灰

色
石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)多

8C
第

勁
C

K2
06
 
ワ
0♂

r3
05
 3
08
1～

皿
層

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/2

灰
貰

色
石
英

(小
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し
多

SC
第

k2
03
～

20
5Y
26
3～

26
8d
層

須
恵

器
杯
B

灰
白
色

骨
針

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

9C
第

ν
K2
03
20
5Y
32
83
30
1～

Ⅲ
馬

須
な

器
杯
B

7 
5Y
R6
/2

灰
褐

色
骨

針
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

″
ア

K如
9 
20
3Y
鬱

3 
32
8H
 

Ⅲ
層

須
恵

器
杯
B

*―
**
-9
0

5Y
6/
」

灰
色

骨
針

長
石

(中
大

粒
)石

英
(中

大
粒

)
8C
第

潔
C

X2
03
 2
05
Y3
25
 3
28
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B

16
4-
*キ

ー
**

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

,石
英

(中
粒
)長

石
(中

ly
‐
)少

8C

,9
,

C
k2
И
 

″
5Y
32

3 
32
51
～

肛
層

須
恵

器
杯
B

**
―

**
一

HO
75
Y7
/1

灰
自

色
骨

針
,砂

気
の

胎
土

8C
第

4?

X2
05
～

塾
〕7
Y%

3～
ワ
65
Ⅲ

層
須

鳶
器

**
―

キ
*-
38

25
Y7
々

灰
黄

色
石
英

(小
粒

)
8C
第

1

C
X2
06
 

知
8Y
30

5 
帥
81
～

Ⅱ
層

須
恵

器
5Y
7/
2

灰
白

色
石

英
(大

粒
)

8C
第

3
底
部
外
面

に
ヘ

ラ
記
号

|×
」

C
X2
05
～

20
7Y
26
3～

26
5Ⅱ

層
須

忘
器

稜
ぬ

14
0-
48
-8
0

灰
色

長
石

(小
粒

)少
8C
第

3

X1
95
 2
11
11
Y2
80
 2
85
1～

Ⅱ
層

須
恵

器
稜

椀
5Y
6/
1

灰
色

大
粒

)少
8C
第

3

あ
ω

C
K2
ワ
2Y
3H
I層

須
恵

器
杯
G

12
0

N6
/0

灰
色

石
英

(小
粒

)多
,殖

生
系

の
胎

上
7C
第

3

須
恵

器
チ 杯
G

10
0

5Y
7/
1

灰
自

色
石

英
中
粒
)長

石
(中

粒
)少

7C
後

半
?

ぢ
ν

C
X1
98
 2
01
1Y
26
 9
63
1～

口
腫

須
恵

器
10
4-
34

7 
5Y
R6
/つ

灰
褐

色
骨

針
,泥

岩
(大

粒
)少

9C
第

n"
C

X1
95
～

ユ粥
Y2
68
～

2Ю
Ⅲ
層

須
恵

器
75
Y6
/1

灰
色

石
英

小
粒
)長

石
(小

粒
),
泥

岩
(大

粒
)少

8C
第

C
】診

骸
Y?
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

灰
自

色
石

英
(小

粒
)

9C
第

筋
C

彩
弦

Y2
69
1L
層

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
LR
色

石
英

小
粒

)少
骨

針
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
9C
第

X2
∝

Y2
終

I～
Ⅱ
層

須
恵

器
杯
A

■
0-
30

5Y
8/
2

灰
自

色
9C
第

あ
,7

C
須

恵
器

杯
A

75
Y7
/1

灰
白
色

石
英

(小
粒

),
長

石
(小

粒
)少

,骨
針

9C
第

あ
¢

C
X2
01
～

2C
4Y
26
1～

26
51
～

H層
須

恵
器

杯
A

75
Y7
/1

灰
白
色

骨
針

,石
英

,鉄
分

(大
粒

)噴
き

出
し

あ
ω

C
X2
20
～

2勢
Y3

10
～

31
51
～

El
層

須
蕉

器
10
9-
30

灰
色

長
石

(小
粒

)少
7C
第

″
0

C
X1
9伊

r9
72
 2
ZI
～

Ⅲ
層

須
恵

器
黄
灰

色
石

英
(中

粒
)埴

生
系

の
胎

土

C
X2
10
Y3
05
～

31
01
～

Ⅲ
層

須
恵

器
杯
C

11
0-
31

灰
色

石
英

(中
粒
)骨

針
7C
第

X2
00
 2
03
Y3
20
～

32
51
層

須
恵
器

杯
G

11
つ

―
ワ

61
N6
/O

灰
色

石
突

召
針

埴
生

系
の

胎
土

7C
第

′
′ ♂

C
X2
∝

 2
1ω

r3
00
 3
05
ul
層

須
恵

器
杯
G

5P
B

青
灰

色
混

入
物

少
,鉄

分
(細

4‐
)噴

き
出

し
多

7C
第

,/
′

C
須

意
器

杯
A

■
4-
31

75
Y7
/2

灰
自

色
骨

針
,石

英
(中

粒
)少

体
著
[外

面
に

墨
普

「
〇

|

C
X1
98
 1
99
Y2
71
 2
73
1～

コ
層

須
恵

器
11
4-
37

N7
/O

灰
白
色

骨

'1
,長

石
(月

ヽ
中

粒
)多

8C
第

9_
rひ

C
メ2
05
 2
06
Y2
63
 2
o5
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
G

灰
白

色
石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)多

,埴
生
系

の
胎

土
7C
第

C
X2
20
Y3
05
1居

須
恵

器
杯
A

11
7-
31
5

灰
白

色
骨

針
砂

気
の

胎
土

9C
第

C
X2
06
 2
11
8Y
30

5 
30
81
～

Ⅲ
層

須
恵
器

杯
A

石
笑

(中
粒

)
8C
第
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土
器
・

土
製

品
一
覧
表

(1
2)

挿
図

番
号

遼
物

番
号

図
版

番
号

遼
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
(日

径
絲
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
 

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

X2
∝

 2
"Y
26

3 
26
5Щ

層
須

恵
器

灰
自

色
泥

岩
(大

粒
)砂

気
の

胎
土

8C
第

3
燥

刊
指

C
X2
08
～

2H
Y2
93

～
29
5Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

11
6-
34

25
Y7
/2

灰
貢

色
8C
第

3
体
部
外
面

に
ヘ

ラ
記
号

||
」

ν
′

C
迎

10
～

21
4Y
33
0～

33
21
層

須
恵

器
杯
A

5-
3

75
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(小

中
粒

),
骨

釘
7C
第

4?

ν
X1
87
Y2
66
1～

H馬
須

志
器

杯
A

5Y
7/
1

灰
白

色
晨
石

(月
ヽ
中
粒

),
石

英
(少

中
粒

)
8C
第

1

C
Xl
∞

Y2
i4
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黄

橙
色

骨
針

古
墳

6C
?

C
X1
92
Y%
91
～

コ
層

土
師

器
高

杯
95
Y7
/3

浅
黄

色
石

英
,赤

色
酸

化
地

外
面

赤
彩

効
C

K1
95
 1
98
Y2
65
26
8Ⅲ

層
土

師
器

手
捏

ね
土

器
**
一

半
*-
36

25
77
3

に
ぶ

い
黄

色
骨

針
,石

英
6C
?

X2
02
～

21
14
Y2
弱

～
3∞

I～
皿
馬

土
師

器
25
Y7
/4

浅
黄

色
骨

針
古

墳
6C
?

外
面

赤
彩

″
C

X2
17
～

22
1Y
30
6～

31
01
～

Ⅱ
馬

土
師

器
発

浅
黄

橙
色

骨
針

7C

密
C

迎
18
Y3
∞

Ⅲ
馬

土
師

器
発

10
YR
7/
3

骨
針

X1
87
Y2
66
1～

Ⅱ
層

土
師

器
整

10
YR
6/
2

灰
責

褐
色

7C
?

疹
C

Xl
‐
8 
18
0Y
25
8 
26
0m
層

土
師

器
整

16
8

ユO
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
外

面
に
煤
付

着

X2
15
Y2
粥

Ⅲ
層

上
師

器
整

10
YR
7/
8

に
ぶ

い
資

橙
色

骨
針

,石
英

7C
?

C
X2
15
Y3
00
El
層

±
1市

器
霙

7 
5Y
R3
 4

浅
黄
橙

色
骨

針
,砂

礫
(石

英
等

)多

C
X2
15
 2
18
Y2
95

 3
1X
l皿

層
土

師
器

発
に

ぶ
い

黄
俗

色
骨

針
8C
前

半
?

X1
8T
r2
66
 1
～

Ⅱ
層

土
師

器
翌

骨
針

8C
後

半

/‐
79

C
X1
99
Y2
00
1～

H局
土

師
器

誕
10
YR
8/
2

灰
白

色
骨

針
砂

礫
(石

英
等

)多
8C
前

半

酪
X1
98
～

20
0Y
27

2～
27
5 
El
層

土
師

器
甕

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

9C
前

半
外

面
に
媒

付
着

欝
C

土
師

器
塾

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
寅

澄
色

赤
色

酸
化

粒
8C
後

半

X2
20
～

″
lY
30
6～

30
81
～

Ⅲ
層

土
師

器
整

7 
5Y
R3
/3

浅
黄

橙
色

弓
針

,赤
色

酸
化

粒

C
X1
93
 1
95
Y2
68

 2
70
Ⅲ

層
土

師
器

-5
6

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨
針

,赤
色

酸
化

粒

X2
08
 2
10
Y2
93
 2
95
Ⅲ

層
上

師
器

発
25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英
骨

針
8C

C
X1
86
～

18
7Y
26

2～
26
51
～

Ⅱ
層

土
師

器
雖

浅
黄

橙
色

骨
針

C
Xl
醒

Y2
“

I～
H罵

土
師
器

整
**
―

*辛
-7
1

10
YR
ν

2
灰

自
色

石
交

骨
針

9C
底

部
静

止
糸

切
り

X2
20
 2
22
Y3
∝

 3
0‐

1～
皿
扇

土
師

器
25
Y6
/2

灰
黄

色
骨

針
,赤

色
酸

イ
ヒ
粒

9C
底

部
回
転

糸
切

り

″
ク

C
X1
45
～

19
7Y
26
0～

26
31
～

Ⅱ
H

土
師

器
ll
lY
R8
 4

浅
貨

橙
色

石
英

,赤
色

酸
化

粒
8C
前

半
?

物
C

X2
18
Y3
05
Ⅲ

層
■

lT
器

10
YR
ν

2
灰
黄

褐
色

骨
釘

C
X1
80
 1
84
Y2
58
 2
60
Ⅲ

層
土

師
器

10
YR
6/
2

灰
黄

褐
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

粒

C
X2
05
～

20
7Y
2“

 2
65
Ⅲ

層
土

師
器

霊
**
―

**
-1
30

に
ぶ

い
貨

橙
色

骨
針

X2
02
～

20
5Y
26
5～

ワ
68
41
層

上
師

器
7 
5Y
R7
/4

石
英

9C
前

半

X2
18
Y3
05
Ⅲ

層
土

師
器

9C
底

部
回
転

糸
切

り
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第
8表

 
土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
4)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器

種
伝

草

(日
径

器
高

底
径

高
台

径
m)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

X2
01
1Y
26
5u
層

土
師

器
鍋

25
6-

25
Y7
/2

灰
寅

色
骨

針
,石

英

C
X1
90
 1
95
Y2
65
～

?Ю
口
～

皿
層

土
師

器
鍋

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色

C
X1
97
Y2
71
1～

Ⅱ
屈

土
師

器
鍋

10
YR
8/
4

浅
黄

橙
色

骨
針

土
ll
器

鍋
赤

色
酸

化
粒

8C
後

半

C
X1
96
～

20
DY
つ

65
～

2約
二
～

El
層

土
師

器
鍋

1∝
R7
/2

骨
針

8C
後

半

イつ
C

X1
98
～

20
0Y
27

2～
27
5Ⅲ

層
主

製
品

土
錘

66
5-
34
-1
2-
68
54

25
Y6
/1

貢
灰

色
骨

針

″
′

弱
X1
98
～

20
0Y
2″

～
27
54
1層

土
製

品
土

鍾
55
5-
22
-1
0-
30
60

25
Y4
/1

責
灰

色

C
X2
05
 2
07
Y2
75
 9
77
皿

層
土

製
品

土
鍾

56
-2
8-
10
-

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
栓

色
石

英

密
C

X2
00
～

20
3Y
26

5～
26
8Ⅱ

層
土

製
品

土
鍾

38
-3
5-
10
-

75
Y6
/1

灰
色

X″
OY
25
8皿

b層
須

恵
器

杯
G蓋

7 
5Y
R8
/3

浅
費

橙
色

石
美

長
石

少

癒
う

杯
B議

白
色

X1
87
Y2
50
1層

須
恵

器
杯

B蓋
5Y
7/
1

灰
自
色

鉄
分

(細
粒

)噴
き
出

し
,石

英
(中

粒
)長

石
(中

粒
)少

X1
82
Y2
39
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

15
0-
**

75
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(中

粒
),
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

杯
蓋

班
?

纏
D

X1
8ワ

Y2
80
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

15
4-
29

N7
/0

灰
白
色

石
英

(大
粒

)少
,地

生
系

の
胎

上
8C
第

窪
,

X1
84
Y2
42
 
Ⅲ

c屈
須

恵
器

杯
B蓋

5Y
7/
1

灰
白
色

石
英

(小
粒

)少
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
あ

ば
た

状

X1
79
～

18
1Y
″

7～
23
0Ⅱ

 c
層

須
意

器
杯

B蓋
灰

白
色

埴
生

系
の

胎
土

林
蓋

観
 

内
面

に
ヘ

ラ
記

号
 

重
ね

焼
き

I類

D
X1
84
Y2
48
 X
18
7Y
25
01
層

骨
釘

,石
英

(小
粒

),
泥

岩

イ タ
X1
81
Y2
34
1層

須
恵

器
杯

B蓋
5Y
7/
1

灰
自
色

石
英

(中
粒

)多
,埴

生
系

の
胎

上
8C
第

2
重

な
lt
き

痕

X1
84
Y2
40
nc
層

須
恵

器
杯

B篭
17
8-
**

25
Y6
/1

責
灰

色
長

石
(大

粒
)

8C
第

2
重

ね
焼

き
I類

X1
68
～

16
9Y
2″

Ⅱ
b層

須
恵
器

杯
B蓋

18
0-

6Y
7/
1

灰
白

色
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

1

X1
86
Y2
44
 u
lc
層

須
恵

器
杯

B蓋
■

6-
29

75
Y6
/1

灰
色

石
英

(中
粒
)長

石
(中

粒
)少

8C
第

4

X1
75
Yつ

∞
I層

須
恵

器
杯

B藍
11
6-
27
5

5Y
7/
1

灰
白
色

鉄
分

(細
粒

)噴
き
出

し
8C
第

4

須
恵

器
杯

B蓋
灰

白
色

骨
針

杯
蓋

視
 

内
面

に
ヘ

ラ
記

号

須
恵

器
杯

B蓋

Zθ
X1
86
Y2
37
 X
iV

Y2
35
皿

c層
須

恵
器

杯
B蓋

N7
/O

灰
自

色
石

英
(中

粒
),
泥

岩
8C
第

3

効
X1
83
Y2
30
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

12
5-
**

7 
5G
Y6
/1

オ
リ
ー

ブ
灰

色
石

英
(大

粒
)少

8C
第

3

X2
17
Yワ

58
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯

B蓋
12
6

75
Y5
/1

灰
色

石
英

,自
色

粒
8C
第

4
重
ね
焼

き
I毅

X2
CX
IY
25
■

Ⅲ
c屈

須
恵

器
杯

B蓋
75
Y7
/1

灰
自
色

8C
第

3
内

面
に

墨
音

X1
86
Y2
38
Ш

 c
ナ
習

須
恵

器
杯

B蓋
灰

オ
リ

ー
ブ

色
骨

針
混

入
物

少
8C
第

4
内

外
面

に
漆

ll
着
 

ヘ
ラ

記
号

Xl
鶴

Y2
30
～

23
1皿

c層
杯
B蓋

黄
灰

色
石

英
(中

粒
)多

鉄
分

唯
き
出

し
地

生
系

の
胎

上

X1
95
Y2
38
 
Ⅲ

c罵
須

恵
器

杯
B蓋

10
Y7
/1

灰
自

色
骨

針
,秒

気
の

胎
土

8C
第

4

紡
Xl
″

Y2
19
口

b層
須

恵
器

杯
B蓋

13
2-
24

5Y
6/
1

灰
色

石
英

(小
粒

),
自

色
粒

,台
針

8C
第

4

X1
69
Y2
13
～

21
4 

Ⅱ
 b
層

須
恵

器
杯

B蓋
75
Y7
/1

灰
白
色

長
石

(大
粒

)少
8C
第

3

窮
X2
12
Y2
馘

Ⅲ
c層

須
恵

器
杯

B蓋
5Y
7/
1

灰
自
色

鉄
分

噴
き

出
し

8C
第

3
杯

蓋
視

X2
1X
IY
2馘

Ⅲ
c馬

須
恵

器
杯

B蓋
25
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(中

粒
)少

砂
気

の
胎

土
8C
第

3

笏
,

須
恵

器
灰

色
埴

生
系

の
胎

土
内

面
に

ヘ
ラ

記
号

X2
10
Y2
鬱

I掃
須

恵
器

杯
B蓋

14
5-
25

25
Y7
/1

灰
自

色
骨
針

,混
入
物
少

,自
色
粒

G阿
粒

)少

移
D

X1
97
Y2
VⅢ

層
須

恵
器

杯
B霊

N夕
/O

灰
白

色
自

色
粒

少
,砂

気
の

胎
土

8C
第

4
杯

訴
硯

窮
∞

X1
85
Y2
44
 
Ш
 c
層

須
志

器
杯

B蓋
14
6

30
5Y
7/
1

灰
自

色
自

色
粒

SC
第

3
杯

蓋
視
,内

外
面

に
墨

戻

X1
86
Y2
45
mc
層

須
恵
器

杯
B蓋

14
8-
FF

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
費
橙

色
石

英
(小

粒
)少

8C
第

3
重
ね
焼

き
I類

Xl
シ

■
24
0Ⅲ

 c
局

須
恵

器
杯

B蓋
15
 0

25
Y7
/2

灰
黄

色
埴

生
系

の
胎
i

8C
第

3

須
恵

器
灰

白
色

長
石

(小
粒
)石

突
(小

粒
)少

砂
気

の
胎

土
8C
第

3
外
面

に
塁
普
「
大

Xl
偽

Y2
23
1層

須
恵

器
杯

B霊
15
4-
**

灰
自

色
骨

'「

,泥
岩
系

(4
ヽ

I.
‐
,少

内
面

基
l■
N

Xl
和

Y不
明
 X
17
1～

1″
Y2
20
Ⅱ

 b
層

須
恵

器
杯

B蓋
15
6

N7
/0

灰
白

色
石

英
(4

ヽ
粒
)長

石
(小

4_
)少

8C
第

3

癒
9

X1
71
Y2
20
H 
b居

須
恵

器
杯

B蓋
15
8-
35

25
Y7
/ユ

灰
自

色
砂

気
の

胎
土

8C
第

3

X1
83
Y2
37
1層

須
志

器
杯

B蓋
17
0

28
5Y
7/
1

灰
白
色

石
英

,白
色
粒

8C
第

2
天
丼

部
内
面

に
ヘ

ラ
記

号
「

一
J

D
X1
73
Y″

9Ш
c層

須
恵

器
杯

B蓋
17
0-
半

半
5Y
7/
1

灰
自

色
自

色
II
(小

粒
)鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
8C
第

3

須
恵

零
灰

白
色

白
色

粒
(細

粒
)少

8C
第

3?

密
X1
69
Y2
15
H 
b層

須
恵

器
杯

B蓋
19
0-
38

2,
r7
/1

灰
自

色
長
石

(中
大
粒
)石

英
(中

大
粒

,

Xl
鬱

YИ
2H
c層

須
恵

器
杯
B蓋

19
0

N6
/0

灰
色

石
芙

(4
ヽ
粒

),
泥

岩
系

,白
色

粒
少

,鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し

8C
第

3

D
X1
80
Y第

lI
層

須
恵

器
杯

B蓋
25
Y7
1

灰
自

色
内
面
に
竪
彗

1甲
」

%
X1
88
Y2
37
皿

c眉
須

恵
器

杯
B蓋

11
6

25
Y7
/ユ

灰
白

色
鉄

分
噴

き
出

し
9C
第

1
重

ね
焼

き
コ
a類

X1
36
Y2
37
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯
B蓋

NV
O

灰
色

唱
針

砂
気

の
胎

土
9C
第

2
重
ね
焼

き
痕
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第
8表

 
土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
5)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径
m)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

//
‐
J

Xl
WY
23
5Ⅲ

c用
須

恵
器

杯
B蓋

5Y
6/
1

灰
色

石
英

(小
粒

)少
9C
第

X1
65
～

16
6Y
22
1 

Ⅱ 
b脳

須
恵

器
杯
B蓋

25
Y7
/1

灰
白

色
混

入
物

少
,砂

気
の

始
土

重
ね

焼
き

Ⅱ
&類

X1
74
Y2
23
Ⅱ

c層
笈
志

器
N6
/0

灰
自

色
骨

針
杯

蓋
租
 

重
ね

焼
き
痕

Xl
能

Y列
4皿

c層
須

恵
器

杯
B蓋

10
Y6
/1

灰
色

骨
針

,石
英

(月
ヽ
1粒

),
長

石
(小

中
粒

)

X1
80
Y2
31
Ⅲ

c用
須

志
器

杯
B蓋

灰
白
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オ

リ
ー

ブ
色

FL
入
物
少

8C
第

4

″
ク

X1
69
Y2
13
 2
14
Ⅱ

b層
須

恵
器

杯
B

灰
色

気
泡

石
英

(中
壮

)少
8C
第

3

VO
13
2Y
23

2 
23
6Ⅲ

c肘
須

点
器

林
B

灰
女

色
8C
第

3

X1
85
Y2
40
1用

須
な

器
杯
B

12
9-
39
-7
8

25
Y7
/1

湿
入

物
少

8C
第

3

′
″

Xl
MY
以

2m
c層

須
志

器
杯
B

95
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
,少

87
3

X1
35
Y解

4m
c用

須
志

器
杯
B

75
Y7
/1

灰
白

色
骨

針
,泥

岩
(小

粒
),
自

色
れ

少
,鉄

分
噴

き
出

し
少

8C
第

4

X1
80
YZ
Om
c馬

須
志

器
杯
B

13
2-
42
-8
9

N7
/0

灰
白

色
母

針
8C
第

9

X1
86
Yワ

36
m 
c財

須
志

器
杯
B

25
Y6
/1

黄
灰

色
8C
第

4
内

面
に

罫
?

V6
須
恵

器
灰

色
骨

針
混

入
物

少
鉄

分
(小

粒
)噴

き
出

し
少

8C
第

3

X1
80
Y2
31
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
骨

針
8C
第

9

∂
だ

X1
83
Y%
OI
層

須
恵

器
杯
B

15
0-
56
-9
0

25
Y7
/1

灰
自

色

X1
85
Y2
14
 
Ш
 c
層

須
忠

器
杯
B

5Y
6/
1

灰
色

骨
釘

,泥
岩

粒
8C
第

3

X1
94
Y2
鬱

Ⅱ
c層

須
志

器
杯
B

15
0-
66
-1
00

N6
/0

灰
色

混
入

物
少

,長
石

(細
粒

)少
8C
第

4

を費
タイ

Xl
‐
_R
Y2
29
Dl
c層

須
忠

器
杯
B

5Y
7/
1

灰
白
色

8C
第

3
底

部
外

面
に

ヘ
ラ
:E
号

須
恵

器
25
Y6
/1

黄
灰

色
混

入
物

少
石

英
(中

粒
)少

砂
気

の
胎

土
8C
第

4

須
点

器
杯
B

灰
白

色
鉄

分
噴

き
出

し
少

8C
第

4

糾 貿 糾 　 曲 離 ・ 肺 醤
鶯 喝
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土
器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
7)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器

種
法

量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
時

期
II
f細

時
期

備
考

Xユ
箭
 l
MY
24
3 
1層

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/1

灰
白

色
石
英

(中
粒

,少

効
Xユ

穆
Y2
19
Ⅱ

 b
屈

須
恵

器
杯
B

15
5-
61
-8
8

75
Y7
/1

灰
白

色
8C
第

4

X1
81
Y2
34
 
Ш
c層

須
恵

器
杯
B

5Y
7/
1

灰
白

色
石

来
(小

粒
)少

8C
第

3

朋
π

61
X1
77
 1
88
Y9
50
Ⅲ

c周
須

恵
器

杯
B

15
6-
48
-9
3

25
Y7
1

灰
白
色

白
色

粒
(小

粒
)

8C
第

3

解
須

恵
器

5Y
6/
1

灰
色

砂
気

の
胎

土
8C
第

4

材
ク

X1
82
Y2
33
Ⅲ

c層
須

恵
器

灰
白

色
混

入
物

少
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

鉄
介

噴
き
出

し
8C
第

3

翻
X1
84
Y2
36
1層

須
恵

器
杯
B

15
8-
68
-7
8

灰
白

色
石

英
白

色
粒

泥
岩

(大
粒

)少
鉄

分
噴

き
出

し
少

骨
針

8C
第

3

X1
83
Y2
39
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B

15
9-
66
-9
0

N6
/O

灰
色

長
石

(大
粒

),
石

英

X1
84
Y2
36
1屈

須
恵

器
杯
B

-8
8

5Y
υ

ユ
灰

色
混

合
物

少
,砂

気
の

胎
土

8C
第

3?

Xl
宥

Y2
26
Ⅲ

c屈
須

志
器

杯
B

17
4-
7ワ

ー
10
6

N7
/O

灰
白

色
白

色
粒

(小
粒

)少
8C
第

4

須
忠

器
17
8-
キ

キ
ー

キ
*

10
YR
6/
1

lg
」
灰

色

,%
X1
81
Y解

翅
I～

Ⅱ
層

黄
灰

色
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3

ι
%

X1
67
Y2
29
Ⅱ

 b
層

須
恵

器
灰

白
色

石
英

(中
粒

)少
9C
第

1

X1
84
Y2
32
Ш

 c
局

須
忠

器
杯
B

75
Y6
/1

灰
色

石
爽

(大
粒
)鉄

分
(細

粒
)哺

き
出

| 
お

■
系

の
胎

土

解
X1
86
Y2
34
 
Ⅲ

c居
須

恵
器

杯
B

10
6-
48
-5
2

N7
/0

灰
白

色
混

入
物

少
,鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
多

9C
第

2

X1
80
Y2
39
～

必
OⅢ

c庸
須

恵
器

杯
B

10
6-
41
5-
67

10
YR
6/
1

協
灰

色
石

芙
(H

・
粒

),
埴

生
系

の
胎

土
9C
第

1

朗
61

X1
98
Y2
46
1層

須
恵

器
杯
B

10
8-
39
-6
6

5Y
7/
1

灰
白
色

埴
生
系

の
胎

土
9C
第

2

効
須

恵
器

杯
B

5R
6/
1

赤
灰

色
埴

上
系

の
胎

土
9C
第

二
底

部
外

面
に
ヘ

ラ
記

号

X1
84
Y2
43
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

黄
灰

色
埴

生
系

の
胎

土
9C
第

2

D
X1
63
Y2
13
 E
c層

須
恵

器
杯
B

5Y
7/
1

灰
自

色

X1
88
Y2
35
11
c層

須
恵

器
杯
B

11
6-
43
-6
0

灰
色

石
英

(中
粒

)少
9C
第

2

X1
82
Y2
44
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
B

11
6-
45
-7
2

N5
/O

灰
色

骨
針

,泥
岩

少
,砂

気
の

胎
土

9C
第

ユ

須
恵

器
杯
B

75
Y6
/1

灰
色

鉄
分

噴
き
出

し
塁

狼

99
/‐

X1
68
Y2
17
口

心
層

恵
器

杯
B

灰
白

色
混

入
物

少
砂

気
の

胎
土

9C
第

4

X2
16
Y2
59
11
1c
層

須
恵

器
灰

白
色

石
英

(大
粒

)少
鉄

分
噴

き
出

し
多

底
吉
卜外

面
に

漆
?

解
X不

明
Y2
13

須
恵

器
5Y
6/
1

灰
色

高
台

内
側

に
煤

ll
着

X1
92
Y2
45
1層

須
恵

器
杯
B

75
Y7
/1

灰
自

色
鉄

分
噴

き
出

し
少

,砂
気

の
胎

土

X1
88
Y2
42
1層

須
恵

器
杯
B

13
1-
53
-6
4

75
Y5
/1

灰
色

石
英

(大
粒

)少
9C
第

3
底

部
外

面
に

ヘ
ラ
普

き
】犬

の
傷

X1
87
Y2
37
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B

13
9-
60
-3
1

5Y
6/
1

灰
と

砂
気

の
胎

土
9C
第

2

X1
80
 1
8ワ

Y2
38
 2
39
1 
El
c用

須
恵

器
杯
B

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

,砂
気

の
胎

上

′
′″

X1
83
Yつ

43
11
1c
脳

須
意

器
N7
/O

灰
白

色
骨

創
砂

気
の

胎
上

9C
第

2

ク
′ う

X1
79
Y2
31
Ⅲ

c層
須

恵
器

灰
白

色
混

入
物

少
長

石
(小

粒
)少

9C
第

3

X2
15
Y2
57
mc
層

須
忘

器
稜

椀
10
Y7
/〕

灰
自

色
8C
第

3?

ク
′ 7

Xp
00
Y2
「

J4
41
c層

須
恵

器
杯
H

11
3-
半

半
75
Y7
/1

灰
白

色
混

入
物

少
,粘

性
の

胎
土

X1
82
Y2
38
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
G

91
-2
9

75
16
/1
～

yl
灰

色
石

英
(中

粒
)少

,鉄
分

(制
II
)噴

き
ユ
Iし

7C
第

3

X1
86
Yt
t 
X1
34
～

18
5Y
勢

6Ⅲ
c屈

須
恵

器
杯
C

N7
/O

灰
白
色

石
英

(大
粒

),
砂

粒
多

,埴
上
系

の
胎

土
7C
第

4?
内

面
に

媒
ll
着
,重

ね
焼

き
痕

勁
須

志
器

10
8-
33

N7
0

灰
自

色
石

英
(小

粒
)少

7C
第

4
重

ね
焼

き
痕

X1
80
Y2
53
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

灰
色

石
英

(中
粒

)I
Jh
生

系
の

胎
土

7C
第

4

ν
X1
7伊

rつ
39
Ⅱ

 b
厖

須
恵

器
杯
G

11
1-
35

灰
白

色
石

英
(中

粒
)泥

岩
7C
第

4

甥
X1
60
Y2
35
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
G

10
9-
33
5

10
Y6
/]

灰
色

石
英

(大
粒

),
埴

生
系

の
胎

土
7C
第

4?

X1
68
Y2
15
 

つ
16
 
Ⅱ
 b
層

須
恵

器
杯
A

75
Y6
/1

灰
色

石
英

(中
粒

)
7C
第

4

X1
70
Y不

明
Ⅱ
b層

須
志

器
杯
G

11
6-
33
5

75
Y7
1

灰
色

埴
■

系
の

胎
土

7C
第

4?

X1
81
Y2
27
uc
層

須
恵

器
10
YR
7/
1

灰
白
色

石
英

埴
生
系

の
胎

土

ν
π

X1
83
Y脇

3Ⅱ
c層

須
落

器
灰

黄
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

泣
)多

7C
第

4

%
X2
19
Y2
58
11
e層

須
恵

器
杯
A

i0
8-
37

灰
白

色
骨

針
鉄

分
噴

き
出

し
砂

気
の

胎
上

8C

X1
80
Y2
53
 
Ⅲ
c層

須
恵

器
杯
A

10
3-
34

10
BG
ν

l
青

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)

X1
84
Y2
37
1c
tt
 X
不

明
Y2
51
層

須
恵
器

杯
A

5Y
6/
1

灰
色

骨
釧

,埴
生

系
の

胎
■

底
部

外
面

に
ヘ

ラ
記

号

″
′

XX
88
Y%
3Ⅲ

c厨
須

恵
器

杯
A

11
0-
43

N6
狗

灰
色

石
英

(中
粒

),
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

X1
92
Y2
56
Ⅲ

 c
属

須
志

器
11
6-
35

75
Y7
/1

灰
白

色
石

実
(大

粒
)埴

生
系

の
胎

土
8C
第

解
X1
88
Y2
35
Ⅲ

c層
須
蕉

器
灰

色
石

英
白

色
粒

8C
第

辰
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
七
J 
底
部
全
面
に
晏
掟
か

?

ワ
X1
83
Yt
tO
m 
c層

須
恵

器
杯
A

11
5-
38

骨
釧

石
英

(中
粒
)埴

生
系

の
引む

土
8C
第

底
部

外
面

に
ヘ

ラ
記

号

X1
81
Y2
48
1層

須
恵

器
杯
A

3 
95

N6
0

灰
色

石
英

(中
粒

),
地

生
系

の
胎
t

X2
05
Y2
58
Ⅱ

 b
層

須
恵
器

杯
A
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土
器
・

土
製
品
一
覧
表

(1
8)

挿
図
番

号
置

物
番

号
図

∫ 板
番

号
遺

絲
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
(日

径
器

高
氏

径
高

台
各

rn
l)

胎
  

土
時

期
詳

*田
時

期
備

考

12
3

"″
X2
∞

Y2
“

Ⅲ
bt
t 
X1
9‐

Yt
tF
JI
 I
隔

須
恵

器
杯
A

N7
/0

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)多

重
ね

焼
き
痕

解
須

恵
器

杯
A

12
0-
38

5G
Y5
/1

緑
灰

色
石

英
(大

粒
),
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

1

D
Xl
‐
OY
22
3 
X1

73
Y2
24
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

5Y
ν

2
灰

オ
リ
ー

ブ
色

骨
釧

,石
英

多
,地

生
系

の
胎

土
8C
第

2
重

ね
焼

き
兵

K1
73
Y2
21
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯
A

12
2-
31
5

10
Y7
/〕

灰
白
色

混
入
物

少
,泥

岩
粒

少
8C
第

2

Xl
網

Y2
23
～

29
41
居

須
恵

器
12
つ
-3
95

N6
/O

灰
色

石
英

多
埴

生
系

の
Л台

土
8C
第

1

X2
19
Y2
53
Ⅲ

 c
月

灰
色

骨
針

石
英

(小
粒

)
8C
第

2

%
Xl
鵠

Y2
29
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯
A

12
5-
36

N6
/O

灰
色

石
英

(中
li
),
埴

生
系

の
胎

■
8C
第

1?
底

部
内

面
に

ヘ
ラ
言
己
号

X1
86
 1
87
Y2
47
m 
c層

須
恵

器
杯
A

12
5-
32

5Y
7/
ユ

灰
自

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

li
,多

8C
第

2
重

ね
焼

き
II
S

館
テ

kl
知

Y不
明

Ⅱ
b層

須
恵

器
杯
A

12
8-
29

5Y
71

灰
白

色
8C
第

2

%び
X1
84
Y2
22
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
A

12
8-
31

95
Y8
/2

灰
白

色
石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

2

X1
87
Y2
55
Ⅲ

 c
局

須
恵

器
杯
A

13
0-
37

5Y
7/
1

灰
自

色
石

英
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

8C
第

2

舅
′

Xl
約

Y2
40
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
灰

白
色

石
実

泥
岩

粒
砂

気
の

胎
土

8C
第

2

2タ
X1
99
Y2
56
Ш

 c
層

須
恵

器
75
Y7
/]

灰
自

色
砂

粒
多

8C
第

2
底

部
外

面
に

ヘ
ラ
記

号
? 

重
ね

VL
き

浪

X1
81
 1
82
Y2
・

12
1属

須
恵

器
杯
A

19
2-
33

5Y
7/
2

灰
白

色
骨
針

,石
英

(小
粒

,少
8C
第

2

閉
Kl
鍋

YИ
51
11
c層

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
自

色
泥

岩
(中

粒
)少

8C
第

2

形
K1
83
Y2
43
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
A

13
4-
**

2 
5G
Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
埴
生

系
の
胎

土
8C
第

2

X1
85
～

18
6Y
勿
61
層

須
志

器
杯
A

14
0-
38

7 
5Y
ν

ユ
灰

色
石

英
(大

粒
)

8C
第

1

"
須

恵
器

灰
白

色
白
色

粒
(細

粒
)多

8C
第

2?

K1
88
Y%
0■

c層
須

恵
器

灰
自

色

k1
69
Y2
12
 2
13
Ⅱ

b層
須

恵
器

杯
A

75
Y6
/1

灰
色

骨
封

,石
英

少
8C
第

4

″
K2
15
Y2
59
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯
A

10
8-
42

N6
/0

灰
色

伺
針

,鉄
今

粒
(中

粒
)少

8C
第

3
重

ね
焼

き
痕
,変

形

k1
85
Y不

明
Ⅲ

c層
須

忠
器

杯
A

75
Y6
/1

灰
色

混
入

物
(月

粒
)少

8C
第

3

Kl
ib
 1
77
Y2
40
 

Ⅲ
 c
居

須
恵

器
杯
A

11
0-
31

N7
/0

灰
白
色

石
英

(大
粒

),
鉄

分
噴

き
出

し
8C
第

4
重

ね
焼

き
狼

Xl
"Y
21
61
層

 X
不

明
Y2
53
Ⅲ

c層
須

志
器

杯
A

11
0-
34
5

25
Y6
/2

灰
黄

色
礫

(大
粒

)少
鉄

分
噴

き
出

し
8C
第

3
重

ね
焼

き
狼

閉
須

恵
器

灰
色

石
英

骨
針

鉄
分

粒
(細

粒
)

8C
第

4

妙
Xl
お

Y2
4o
皿

ct
t 
X不

明
Y勢

51
層

須
志

器
杯
A

8C
第

4

X2
05
Y2
56
皿

c層
須

恵
器

杯
A

11
2-
33

25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針
8C
第

4

解
K1
85
Y勿

1皿
c属

須
恵

器
杯
A

25
Y6
/1

黄
灰

色
長

石
(小

粒
)石

共
(小

粒
)少

8C
第

3
重

ね
焼

き
猿

%テ
X不

明
Y2
50
1層

須
志

器
杯
A

11
4-
30

10
Y7
/1

灰
白

色
骨
針

,混
入
物

少
.砂

気
の
胎

上
8C
第

4

k1
90
Y2
38
1屈

須
志

器
杯
A

10
Y6
/1

灰
色

骨
針

,鉄
分

(林
田
粒

)|
」
Jき

出
し
少

8C
第

4
底

部
外

面
に
岳
警

?

須
恵

器
灰

白
色

石
英

8C
第

1?
底
部
内
面
に
ヘ
ラ
記
号
「
×

J

須
恵

器
骨

針
砂

気
の

胎
土

8C
第

3
底

吉
h外

面
に

墨
普

%,
X1
86
Y2
36
皿

c層
須

恵
器

杯
A

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

,混
入

物
少

重
ね

焼
き
浪

夕
η

K1
85
Y2
41
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

I1
5-
34

5Y
υ

l
灰

色
弓

21
,長

石
(小

l‐
F)
石

英
(小

粒
)少

8C
第

4

K1
83
Y2
39
Ⅲ

c層
須

忠
器

杯
A

n5
-3
2

5Y
7/
ユ

灰
自

色
石

英
(人

粒
),
砂

気
の

胎
士

8C
第

3

フ
〃

X1
67
Y2
19
H 
b層

須
恵

器
杯
A

n6
-3
2

灰
色

骨
針

,長
石

(小
粒

)少
8C
第

4

X1
71
Y2
14
 
Ⅱ
 b
層

須
恵

器
杯
A

■
7-
34
5

5Y
ν

l
灰

色
泥

岩
粒

(大
粒

)少
砂

気
の

胎
土

8C
第

3

須
恵

器
灰

白
色

混
入

物
少

砂
気

の
胎

土
8C
第

3

ワ
疹

X1
83
Yあ

Ou
c周

須
恵

器
杯
A

H8
-3
1

95
Y6
/2

8C
第

4

X1
78
Y2
29
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
A

11
8-
96

5Y
7/
1

灰
自
色

砂
気

の
胎

土
,泥

岩
少

8C
第

4

97
7

X1
80
Y″

9Ⅲ
c層

須
恵

器
杯
A

10
Y7
/1

灰
自

色
骨

針
,自

色
粒

(中
粒

),
石

英
少

,砂
気

の
胎

土
8C
第

3
重

ね
焼

き
痕

′
孵

X1
91
Y2
40
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

75
Y6
/1

灰
色

底
書 卜
外
面
に
ヘ
ラ
記
号

十七
」

須
恵

器
杯
A

11
8-
33

5Y
8/
ユ

灰
自

色
骨

針
石

英
(大

粒
)長

石
(大

泣
)

8C
第

4

効
杯
A

灰
色

混
入

物
少

鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し
少

8C
第

3
体

部
外

面
に

ヘ
ラ
言
己
号
 

重
ね

焼
き
狼

%′
X1
69
Y2
14
～

21
5 
X1
67
h2
13
H 
b層

須
恵

器
灰

色
8C
第

3

X1
2 
17
6Y
つ

40
皿

c層
須

恵
器

杯
A

5Y
7/
1

骨
針

,石
英

(小
粒

),
泥

岩
少

閉
XP
Y2
33
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

12
0-
35

10
Y7
/]

灰
自

色
石

英
,黒

色
粒

,鉄
分

fr
Hき

出
し
少

,骨
針

8C
第

4

解
Xl
お

Y2
40
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
A

12
2-
34

5Y
7/
1

灰
白
色

骨
釧

8C
第

3
底
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号

|―
」,
重

ね
焼
き
損

Xl
図

Y9
53
nc
膳

須
恵

器
杯
A

12
2-
35

10
Y″

】
灰

白
色

石
英

(小
粒
)長

石
何

粒ヽ
)少

8C
第

4

X1
85
YЙ

5皿
c層

須
な

器
杯
A

灰
白

色
混

入
物

少
砂

気
の

胎
土

8C
第

3

%′
X1
82
Y2
39
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

灰
白
色

石
英

(小
粒

)u
・

石
(小

粒
)

SC
第

3?
X1
81
Y2
48
皿

c層
須

恵
器

杯
A

25
Y6
/2

底
部

籠
状

圧
浪

炒
62

韻 貿 糾 　 闘 離 ・ 肺 導
嶋 弓
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8表
 

土
器

。
上

製
品

一
覧

表
(1
9)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
櫛

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器

種
(口

径
器
高

底
径

高
台
径
℃m
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

Xl
‐
9Y
25
0Ⅲ

 c
馬

須
恵

器
杯
A

2 
5Y
V2

灰
白

色
宿

針
8C
第

3
体

部
外

面
に

ヘ
ラ
記

号

X1
85
Y%
5Ⅲ

c居
須

恵
器

杯
A

12
4-
38

75
Y7
/1

灰
白

色
骨

針
,長

石
(4
ヽ
泣
)石

英
(小

粒
)少

8C
第

3

,労
X1
69
Y2
15
Ⅱ

 b
属

須
恵

器
杯
A

25
Y3
/1

灰
白

色
石

英
(中

粒
)少

8C
第

3

解
須

恵
器

12
8-
3]

75
Y7
/1

灰
白

色
石

英
(小

粒
)泥

岩
8C
第

4

X1
80
Y2
41
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

灰
白

色
石

英
(中

泣
)少

8C
第

4?

″
う

X1
8″

Y2
48
Ⅱ

c冠
須

恵
器

灰
黄

色
8C
第

3?
内

面
に

湊
付

着

X1
68
Y9
10
Ⅱ

 b
厨

須
恵

器
杯
A

19
0-
39

10
YR
7/
1

灰
自

也
石

英
(大

粒
)

8C
第

4

X1
84
Y2
53
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
A

25
77
/1

灰
白

と
埴

生
系

の
胎

土
8C
第

3

62
X1
85
Y解

7Ⅱ
c層

須
恵

器
杯
A

13
2-
38

5Y
7/
1

灰
白

色
白

色
粒

,泥
岩

(大
泣

)
8C
第

3

ク
ル

須
恵

器
13
2-
39

75
Y7
/1

灰
白

色
骨

針
石

英
(小

粒
)埴

■
系

の
胎

土
SC
第

3

プ
効

X1
69
Y2
13
 2
14

Ⅱ
b月

須
恵

器
灰

白
色

白
色

泣
鉄

分
噴

き
出

し
少

3C
第

3

X1
86
Y2
37
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

灰
白

色
転

用
硯

′
ν

Xl
ψ

Y2
31
 1
帰

須
志

器
杯
A

N6
/O

灰
色

骨
針

,長
石

少

Xユ
穆
Y2
30
1b
層

須
恵

器
杯
A

5P
7/
1

明
紫

灰
色

捐
争
1,
鉄

分
(中

粒
)噴

き
出

し
,砂

気
の

胎
■

9C
第

フ
解

X1
68
Y2
13
Ⅱ

 b
居

須
恵

器
杯
A

10
8-
30

5Y
7/
1

灰
白

色
石
英
●ヽ

粒
)少

′
妨

X1
77
Y2
47
Ⅲ

c局
須

恵
器

杯
A

5Y
7/
2

灰
白
色

掲
針

.混
入

物
少

.白
色
粒

少
9C
第

X1
81
1Y
23
91
層

灰
色

石
英

(中
粒
)鉄

分
噴

き
出

し
少

砂
気

の
胎

土
9C
第

三
ね

焼
き
戻

フP
/‐

X1
88
Yワ

56
 a
lc
局

須
恵

器
杯
A

灰
白

色
鉄

分
粒

(細
粒
)長

石
(大

粒
)

′
筋

X1
85
Y2
43

須
志

器
杯
A

25
Y7
/1

灰
自

色
石

英
長

石
泥

岩
(中

粒
)少

,鉄
分

噴
き

出
し

重
ね

焼
き
痕

ツ
″

9
X1
82
Y2
鉤

uc
層

須
恵
器

lf
ミ
A

5Y
7/
1

灰
自

色
石

英
(大

中
粒

),
埴

生
系

の
胎

■

X1
80
Y2
31
1層

須
志

器
■

3-
30

25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

釘
9C
第

重
ね

焼
き

TI
・

X1
73
Y2
33
11
1c
'再

須
恵

器
■

3-
86

5Y
7/
1

灰
白

色
骨

針
砂

気
の

胎
土

9C
第

X1
97
Yワ

5S
 I
扇

須
恵

器
灰

色
混

入
物

少
泥

岩
(小

粒
)少

召
,「

9C
第

X1
69
Y?
Hb
層

須
恵

器
杯
A

石
英

(小
粒

)少

X1
89
Y9
36
1層

須
恵

器
杯
A

10
Y7
/]

灰
自

色
自

色
泣

少
,砂

気
の

胎
土

X1
77
Y2
51
 
Ⅱ

c用
須

恵
器

杯
A

25
Y6
/1

黄
灰

色
白

色
粒

,鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し

底
部
外
面

に
翌
苦

1田
」

X1
86
Y珍

38
Ⅱ

c屈
須

忠
器

杯
A

11
7-
29

N7
/O

灰
白

色
骨
針

,泥
岩

9C
第

′ ′
′ ″

狛
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
白
色

石
英

,骨
針

,混
入

物
少

,泥
岩

壮
少

,鉄
分

噴
き
出

し
少

9C
第

底
部

外
面

に
ヘ

ラ
記

号
,重

ね
焼

き
41

ノ
2′

X1
86
Y2
34
 u
c屠

須
蕉

器
灰

白
色

骨
釘

9C
第

X1
96
～

19
7Y
25
9拶

F水
泄

須
恵

器
浅

黄
色

混
入

物
少

9C
第

X1
91
Y?
Ⅱ

c層
須

恵
器

75
Y7
/1

骨
釘

,泥
岩

,砂
気

の
胎

上

X1
67
Y2
29
1b
層

須
志

器
杯
A

■
8-
31

5Y
5/
ユ

灰
色

混
入

物
少

,砂
気

の
ll
a土

′
ν

X1
69
 1
‐

OY
21
5 

Ⅱ
 c
居

須
志

器
杯
A

11
8-
30

10
BG
5/
1

青
灰

色
骨

針
,混

入
物

少
,砂

気
の

胎
■

9C
第

重
ね

焼
き
痕

′ν
タ

X1
88
Y珈

4Ⅲ
c属

須
恵

器
杯

ハ
N7
狛

Э
灰

白
色

骨
針

,石
英

(小
粒
)長

有
(小

粒
)少

9C
第

重
ね

焼
き

fk

ノ
,レ
イ

X2
05
Y2
56
Ш

 c
居

察
蕉

器
灰

白
色

石
英

(大
粒
)埴

生
系

の
胎

土
9C
第

重
,a
焼

き
痕

X1
71
Y2
37
Ⅱ

 b
思

須
恵

器
杯
A

灰
白

色
泥

岩
(中

粒
)少

F1
/・
気

の
引台

土
9C
第

Xl
得

Y2
31
Ⅲ

 c
局

須
志

器
杯
A

5Y
7/
1

石
英

(中
4‐

),
長

石
(“

l■
)

X1
79
Y2
54
 
Ш
 b
層

須
志

器
杯

A
5Y
7/
1

石
英

(中
粒

),
鉄

分
(綱

粒
)噴

き
出

し

X1
88
Y2
43
1屈

須
恵

器
杯
A

12
0-
33

10
Y7
/1

灰
自

色
砂

(中
粒

),
骨

針
,鉄

分
岐

き
出

し
9C
第

重
ね

焼
き
反

須
恵

器
12
2-
34

5Y
7/
2

灰
白
色

石
英

(大
粒

)少
,白

色
北

9C
第

底
部

外
面

に
墨
P,
,重

ね
lt
tき

痕

′ θ
″

X1
66
 1
67
Y2
20
H 
b層

灰
白

色
骨

針
石

英
川

砂
(大

粒
)

9C
第

X1
86
Y2
34
 E
lc
居

須
恵

器
杯
A

石
英

(中
粒
)地

生
系

の
胎

土
9C
第

重
ね

焼
き
痕

Xl
碍

Y2
21
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯
A

75
Y7
/1

9C
第

重
ね

焼
き
戻

′
朋

須
恵

器
杯
A

25
Y7
/1

灰
白

色
雲

母
,混

入
物

少
,砂

気
の

胎
■

外
面

に
竪

苫

X1
77
Y"
OⅢ

c層
須

恵
器

杯
A

5Y
7/
1

灰
自

色
召

針
,赤

色
酸

化
粒

少
8C

堅
苦

力

"

X1
65
Y2
23
コ

b層
須

な
器

杯
A

12
6-
27

75
Y7
/1

灰
白
色

唱
針

9C
第

1
重

ね
焼

き
痕

X1
86
Y2
47
Ⅲ

c層
須

恵
器

灰
白

色
石

英
(4

ヽ
粒

)少
9C
第

1

X1
71
Y2
37
口

b月
須

恵
器

杯
A

12
8-
31

灰
白

色
鉄

分
粒

少
秒

気
の

胎
土

9C
第

1?

X1
86
Y2
88
Ш

c層
須

志
器

杯
A

12
9-
61

75
Y7
/1

灰
自

色
骨

針
,鉄

分
対

X1
86
 1
87
Y2
11
11
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

5Y
R6
々

灰
褐

色
砂

気
の

胎
土

′″
0

須
恵

器
杯
A

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

,混
入

物
少

,鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し
少

9C
第

2

/″
プ

X1
86
Y2
34
～

23
5■

c層
須

恵
器

杯
A

75
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(中

泣
)少

9C
第

2
体

部
外

面
に

煤
?

′ ι
を4

タ
K1
92
Y2
40
Ⅲ

c層
灰

白
色

石
英

(中
粒

)少
9C
第

2



第
8表

 
土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
0)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
建

物
座

 
標

種
壊

器
種

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

′ %
♂

X1
81
Y2
30
Ⅲ

層
 X
18
1Y
29
11
層

須
恵

器
杯
A

11
8-
2]

灰
白

色
石

美
(小

粒
)長

石
(小

粒
)少

9C
第

3

11
8-
30

灰
自

色
9C
第

3
重

ね
焼

き
痕

ノ
2テ

翻
杯
A

10
Y7
/1

灰
自

色
底

部
塁

書

64
X1
73
Y2
30
Ⅲ

c燿
須

恵
器

杯
A

5Y
8/
1

灰
白

色
石

英
(大

粒
)

8C
?

塁
書

フ館
″

78
Y2
И

I層
須

恵
器

杯
A

11
9-
3]

75
Y6
/1

灰
色

石
英

(中
粒

)少
9C
第

3

ノ
閉

D
82
Y長

31
1層

須
恵

器
杯
A

12
1-
30

75
Y6
/]

灰
色

石
英

(中
粒

)少

86
Y2
44
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

灰
色

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)少

9C
第

3

81
Y2
43
1層

須
忘

器
灰

自
色

石
英

(大
粒

)少
9C
第

3

12
8-
30

25
Y6
/]

黄
灰

色
石

英
,白

色
粒

少
9C
第

3
重

ね
焼

き
痕

ノ
ν

X1
81
Y2
34
Ⅲ

ct
t 
X1
75
V2
37
1馬

須
恵

器
杯
A

12
8-
27

N7
/0

灰
白

色
長

石
(大

粒
),
石

英
,鉄

分
9C
第

3

ノ
孵

X1
84
Y2
43
11
c層

須
恵

器
杯
A

12
8-
30

75
Y6
/2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

長
石

(小
中
粒

),
石

英
(小

中
粒
)埴

生
系

の
】台

土
9C
第

3

X1
83
Y2
35
1層

須
恵
器

杯
A

13
2

灰
色

石
英

(4
ヽ
粒

)
9C
第

3?
′
筋

X1
84
Y必

3u
c層

須
恵

器
杯
A

13
4-
30

灰
白

色
石

英
(中

粒
)少

白
色

粒
9C
第

3
重

ね
焼

き
戻

?

ノ
筋

α
D

X不
明
Y2
40
1層

須
恵

器
入

T/
J少

墨
書

須
恵

器
5Y
7/
ワ

灰
自

色
石

英
(中

粒
)少

墨
書

X1
87
Y3
33
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

灰
色

石
英

(小
粒

)少
基

書

ノ

"
D

X1
63
～

16
4Y
21
9口

b局
須

恵
器

杯
A

5Y
7/
2

灰
白

色
石
英

(中
粒

)少
8C

外
面

に
漆

書
 

ヘ
ラ

記
号

′
糊

X2
00
Y2
57
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

ll
lY
7/
1

灰
自

色
混

入
物

少
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
少

ノ
触

Xl
″

Y2
21
l 
b層

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
2

灰
白

色

′

"
k1
84
Y2
31
Ⅲ

 c
層

須
恵

器
灰

白
色

9C
墨

戻
ァ

ヘ
ラ
記

号

須
恵

器
円

面
硯

黄
灰

色
骨

針
,砂

気
の

胎
土

X1
83
Y2
30
Ⅲ

須
恵

器
25
Y6
/J

黄
灰

色
泥

岩
系

(小
粒

)
8C
第

3

X1
48
Y%
8Ⅲ

c層
須

恵
器

壷
蓋

10
0-
キ

キ
5Y
ν

]
灰

自
色

8C

プ
筋

X1
83
Y2
30
Ⅲ

c層
須

恵
器

壷
蓋

12
0-
38

25
Y7
/1

灰
白

色
白

色
粒

少
SC
第

3

X1
80
Y2
53
Ⅲ

c層
須

恵
器

短
頸
登

の
蓋

12
0-
37

25
Y7
1

灰
白
色

鉄
分

(小
粒

)
8C
第

3?
K1
79
Y2
37
1届

須
恵

器
短

頸
壺

10
0-
16
6-
82

10
Y7
/1

灰
白

色
8C
後

半

フ ″
タ

X1
83
Y努

3皿
c層

須
恵

器
短

顕
壺

10
ワ

ー
18
1-
10
0

灰
白

色
混

入
物

少
鉄

分
喘

き
出

し
少

無
蓋

?

須
意

器
短

頸
壺

8 
8-
**

25
Y6
/]

黄
灰

色
石

英
(中

粒
),
埴

生
系

の
胎

土
有

蓋

66
K1
83
Y2
39
Ⅲ

c層
須

恵
器

月ヽ
壺

75
Y7
/1

灰
自

色
骨

針
,自

色
粒

(小
粒

)
8C
後

半

′ ,
ワ

K2
05
Y2
52
Ⅳ

層
上

面
須

恵
器

長
顎

壺
N7
/0

灰
自

色
自

色
粒

,
石

英
7C
前

半

X1
84
Y2
46
1層

須
恵

器
長

頸
壺

-1
00

5Y
7/
1

灰
白
色

白
色
粒

,石
芙

,埴
生
系

の
胎

土
8C
第

1

′ ′
〃

D
K1
81
Y2
43
1層

須
恵

器
長
頸

壺
**
―

**
-8
4

ll
lY
R7
/1

灰
自

色
長

石
(中

粒
)石

英
埴

生
系

の
胎

土

Kユ
88
Y2
36
Ⅲ

c層
須

恵
器

短
頸

壷
2 
5Y
ν

]
混

入
物

少
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
多

K1
9∝

24
1 
1 
tt
 X
18
4Y
23
8m
c層

須
恵

器
長

藁
壷

灰
白

色
8C
前

半

灰
白

色
8C
前

半
底

部
に

ヘ
ラ
記

号

′ 0
篇

Kl
‐
2Y
22
0u
c層

須
恵

器
長

顕
壷

N7
/0

灰
白

色
長

石
(大

粒
),
石

英
多

8C
前

半

′ 0
瘤

Xl
鶴

▼
И

OⅢ
ct
t 
X1
80
42
46
1層

須
恵

器
長

頸
重

N7
/0

灰
白

色
混

入
物

少
,鉄

分
噴

き
出

し
多

X1
83
Y勿

3ヽ
翔

It
t 
Xl
鶴

Y2
mm
℃

層
須

恵
器

短
頸

壺
75
Y7
/ユ

灰
白

色
骨

針
,白

色
粒

(小
粒

)

′p
ν

D
X1
81
Y2
28
1層

須
恵

器
広

日
壺

75
Y6
/1

灰
也

白
色

粒
(細

粒
)鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
気

膨
れ

激
し
ヽ

′ ι
と″

X1
84
Y%
7皿

c局
須

恵
器

長
頸

壺
キ

キ
ー

*キ
ー
98

灰
白

色
骨

針
白

色
池

(小
粒

)

X1
85
Y不

明
須

恵
器

N7
/0

灰
色

混
入

物
少

,鉄
分

咬
き

出
し

ど
腰

X1
85
Vワ

伊
頻

恵
器

瓶
N6
ね

灰
色

混
入

物
少

窮
う

X1
27
～

li
3Y
21
84
1c
層

須
恵

器
露

?
5Y
7/
1

灰
白

色
石

英
(小

粒
)長

石
/1
ヽ
粒

)少

X1
83
Y2
35
1層

須
恵

器
直

回
壷

5Y
7/
1

灰
白
色

白
色
粒

,混
入
物

少
.鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
多

8C
第

3

疹
ア

X1
83
Y勿

3 
X1
85
Y2
34
 
Ш
 c
層

須
恵

器
瓶

N7
/0

灰
自
色

石
英

(大
粒
)埴

生
系

の
胎

上

′ ,
解

18
2Y
"9
1t
t 
X1

81
Y2
ψ

Ⅲ
c層

須
恵

器
双

耳
瓶

灰
白

色
百

英
(中

粒
)鉄

分
(中

粒
)噴

き
出

し

X1
68
Y2
13
H 
b馬

須
恵

器
灰

白
色

8C
前

半

′
肋

D
Xよ

96
Y2
47
1

須
恵

器
壺

**
―

**
-5
8

N7
И
Э～

シ
リ

灰
自

色
～

灰
色

白
色

粒
(小

粒
)多

9C
代

Z″
Z

X不
明
Y閉

31
層

須
恵

器
瓶

[1
8-
**

5Y
7/
1

灰
自

色
石

英
(大

粒
),
鉄

分
(細

粒
)噴

き
出

し
9C

X1
83
Y2
28
1局

須
忠

器
瓶

N7
/0

灰
白

色
石
英

(中
粒

),
埴

生
系

の
胎

土
9C

初
X1
71
Y2
20
Hl
c層

須
恵

器
双

耳
瓶

13
6-
**

N6
/0

灰
色

混
入

物
少

鉄
分

噴
き
出

し
少

紗
X1
76
Y2
51
1

須
恵

器
瓶

*キ
ー

キ
*-
89

5P
7/
1

明
紫

灰
色

石
英

(小
粒

)多
埴

生
系

の
Л台

土

Xl
ν

Y2
47
El
c膨

須
恵

器
瓶

25
Y6
/1

責
灰

色
埴

生
系

の
胎

土

沸 宝 糾 　 肺 離 ・ 曲 苺
鶯 『
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第
8表

 
土
器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
1)

挿
図

呑
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
(日

経
器
高

氏
径

高
台
径

em
)

胎
 

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

ノ
,%

X1
75
Y2
22
 
Ш
 c
局

須
忠

器
瓶

75
R7
/1

明
赤

灰
色

白
色

粒
(小

I‐
)少

,鉄
分

噴
き
出

し
少

X1
86
Y2
38
Ⅱ

 c
屠

須
志

器
―
**
-8
0

5Y
6/
1

灰
色

石
英

(中
粒
)長

石
(H
'粒

)少
内

側
媒

伺
着

ノ
,解

X1
88
Y珈

4Ⅲ
c層

須
恵

器
―
**
-5
0

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

,石
央

9C

Xl
“

Y2
14
 
Ⅲ
 c
帰

須
忠

器
5Y
6/
1

灰
色

長
石

(小
粒

)少
8C
?

X2
01
Y熟

7Ш
b層

須
恵

器
横

瀬
灰

白
色

混
入

物
少

Xl
″

Y2
19
Ⅱ

 b
層

須
恵

器
横

瓶
灰

色
石

爽
(小

粒
)地

生
系

の
胎

上

X1
84
Y2
36
1層

須
恵

器
横

瓶
16
4-
**

10
YR
7/
1

石
英

(小
粒
)長

石
(小

粒
)少

8C

″
″

X1
83
Y2
43
Ⅱ

c層
須

恵
器

横
瓶

10
8-
キ

N7
/0

灰
白

色
白

色
粒

(細
粒

)多

須
恵

器
横

瓶
25
Y7
/1

灰
白

色
放

功
寸
状

当
て

具

X1
99
～

20
1Y
26
1～

26
31
～

Ⅱ
層

須
点

器
lI
Vl
瓶

25
Y7
/1

灰
白
色

石
英

(4
ヽ
粒
)長

石
(小

粒
)

8C

′プ
%

X1
63
Y2
13
-2
14
 
Ⅱ
 b
用

須
恵

器
発

灰
白

色
8C

気
膨

れ
激

し
い

X1
98
Y閉

61
局

須
恵

器
斑

21
2-
**

灰
責

色
白

色
粒

(小
粒

)
SC

ゼノ
餌

X1
80
Y2
25
 X
17
7～

17
81
21
91
層

須
恵

器
発

25
Y7
/1

灰
自

色

X1
97
Y2
56
11
1c
局

須
恵

器
斑
又

は
盤

25
Y7
/1

灰
白

色
泥

岩
(中

粒
)少

,砂
気

の
胎

上

ゼノ
′ 0

X1
84
Y2
42
 E
lc
層

土
師

器
椀
A

17
0-
半

ワ
5Y
71
2

灰
責

色
滑

針
,石

英
長

石
多

SC
前

半
?

内
外

面
赤

彩

X1
82
～

18
3Y
23
71
層

土
師

器
椀

10
YR
6/
3

に
ぶ
い
■
精
色

砂
礫

/f
面

赤
彩

X2
12
Y2
54
 u
c層

10
YR
5イ

2
灰

白
色

骨

'

8C

″
ガ

K1
83
Y長

31
1層

黒
色

土
器

に
ぶ

い
黄

橙
色

日
創

白
色

粒
内

黒

K1
90
Y2
55
Ⅲ

 e
局

黒
色

土
器

椀
A

骨
針

白
色

粒
8C
後

半
内
黒

,外
面
赤
彩

(5
YR
ν

6明
赤
褐
色

),
内

面
に
淡
付

考

Kl
ψ

Y2
30
皿

c層
黒

色
土

器
椀

ll
lY
R7
/2

に
が

い
贅

袴
色

石
英

内
黒

′ ア
プ ひ

X不
明

Y2
39
 
Ш

c層
黒

色
土

器
椀

IO
YR
6/
2

灰
女

褐
色

骨
字
1,
石

英
内

黒
 

外
面

赤
彩

X1
83
Y2
43
 
Ⅲ

 c
'せ

黒
色

土
器

椀
A

**
―

**
-4
6

10
YR
8/
3

浅
黄
構

色
骨

針
,長

石
(大

壮
),
石

英
内

黒
,外

面
赤

彩

X1
34
Y2
29
皿

c局
黒

色
上

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

Kl
約

Y2
31
El
c属

椀
10
YR
6/
ワ

灰
責

褐
色

Xl
解
Y?
Ⅲ

c居
黒

色
土

器
椀

12
9

浅
☆

色
石

英
内

黒

K1
8h
Y2
30
11
 c
層

黒
色

土
器

杯
A

13
0-
29
-9
2

8C
内

黒

k1
84
Y2
31
Ⅲ

c屈
黒

色
土

器
椀
A

25
Y7
/2

灰
責

色
8C
?

内
黒
 

外
面

赤
彩

?

′■
23

X1
96
Y2
51
nc
層

黒
色

土
器

高
杯

10
YR
6/
2

褐
灰

色
骨

'1
,石

英
7C
?

内
黒

土
rW
器

高
杯

7 
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
袴

色
月

針
,石

英

′プ
レリ

X1
75
Y2
28
1層

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
控

色
骨
創

,石
英

,自
色
粒

8C

X1
77
Yρ

r。

41
1b
層

土
師

器
..
・
J杯

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

召
針

7C
?

X1
83
Y2
43
 
Ⅲ

c層
黒

色
土

器
14
6

指
針

石
芙

白
色

粒
7C
?

内
黒

″
Z

X1
79
Y2
32
1層

黒
色

上
器

椀
25
Y7
/6

浅
黄

色
骨

針
石

芙
9C
第

3
内

具

X1
92
Y2
56
 
Ⅲ

c層
土

師
器

椀
25
Y8
/2

灰
自

色
石

英
多

8C
赤

彩
?

X1
75
Y馳

lⅡ
b崩

土
師

器
椀

*キ
ー
52

10
YR
ν

3
浅

黄
橙

色
骨

針
,石

芙
SC
後

半
底

部
静

止
糸

切
り

■■
3■

K1
90
Y2
47
1用

土
FT
器

椀
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
也

骨
針

,石
英

k1
68
Y2
18
 
Ⅱ
 b
層

土
師

器
25
Y8
/3

浅
女

色
骨

針
,自

色
粒

,赤
色

酸
化

粒
9C
第

?

Xl
終

Y2
33
 
Ш
 c
馬

黒
色

土
器

椀
A

灰
責

色
泥

岩
石

英
9C
第

4
内

黒
,底

部
回

転
糸

切
り

k1
30
Y2
32
Ⅲ

 c
局

土
師

器
椀
A

14
7-
51
-5
6

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
9C
第

3
内

外
面

赤
彩
,康

部
回

転
糸

切
り

68
X1
66
～

16
5Y
22
1l
 b
局

土
師

器
椀
A

7 
5Y
R8
/4

演
責

橙
色

骨
針

9C
第

3
底

部
回
転

糸
切

り

″
″

X1
67
Y?
Ⅱ

b属
土

師
器

椀
A

12
6-
36
5-
53

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

9C
第

4
底

部
回

転
糸

切
り

67
X1
85
Y2
43
皿

c庸
土

師
器

椀
A

14
4-
41
-7
6

25
Y7
/3

減
黄

色
赤

色
酸

化
II

ヘ
ラ

書
き
文

字

″
″

X1
67
Y2
37
Ⅲ

c帰
土

師
器

椀
A

18
3-
キ

*
25
Y6
/2

灰
黄

色
骨

針
内

黒

′/
79

X1
8o
Y2
47
Hl
c層

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貨

橙
色

骨
針

,石
英

赤
形
,暗

文

68
X1
80
Y2
31
 
Ы

c層
土

師
器

椀
A

費
灰

色
9C
第

底
部

回
lv
N糸

切
り

Xl
調

■
24
3N
o1
3

黒
色

土
器

抗
A

10
YR
7/
3

骨
針

9C
第

底
部

回
転

糸
切

り

X1
85
Y2
?

黒
色

土
器

椀
B

2 
5Y
R7
/2

灰
黄

色
骨

会
,小

粒
の

泥
岩

9C
第

内
黒
 

底
部

回
転

糸
切

り

′フ
■6

67
X1
85
Y2
43
Ⅲ

 c
層

黒
色

土
器

椀
A

15
7-
50
-6
0

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

9C
第

内
黒
 

底
部

回
転

糸
切

り

X不
明
Y拠

3
黒

色
土

器
椀
A

25
Y8
/2

灰
白

色
石

英
,小

粒
の

泥
岩

内
黒
 

底
部

回
転

糸
切

り

X1
81
Y2
98
1層

i師
器

iO
YR
S/
3

に
ぶ

い
女
澄

色
9C
第

底
部

回
H転

糸
切

り

X1
81
Y2
37
 
Ⅱ

c層
土

師
器

10
Y疋

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

9C
第

底
部

回
転

糸
切

り

X1
80
Y2
81
 
Ⅱ

c層
土

師
器

椀
A

12
4-
50
-4
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
= 

石
英

(小
粒
)泥

岩
9C
第

内
外

面
赤

彩
,底

部
回

転
糸

切
り

X1
85
Y閉

4H
c月

土
師
器

骨
争
ト

9C
第

底
部

回
転

糸
切

り
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土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
2)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

X不
明

Y2
34
 
Ⅱ

c層
土

師
器

皿
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

栓
色

赤
色

駿
化

粒
9C
後

半
?

外
面

赤
彩
,底

部
回

転
糸

切
り

X1
88
Y2
42
1層

黒
色

土
器

10
C?

内
黒

68
X1
65
Y2
53
 
Ш
 c
月

瓢
95
Y3
/2

灰
自

色
石

英

X1
83
Y,
37
1層

土
師

器
発

10
YR
7/
3

に
が

い
責

橙
色

石
英

(中
粒

)多

X1
67
Y2
19
 
Ⅱ
 b
層

土
師

器
墾

25
Y7
/1

灰
白

色
骨

争
.石

英

X1
96
Y2
56
ul
 b
層

土
師

器
誕

25
Y7
/2

灰
黄

色
=針

石
英

(大
粒

)

X1
88
Y2
酵

皿
c層

土
師

器
発

10
YR
7/
3

に
パ

い
責

橙
色

骨
封

石
美

8C
?

X1
77
Y2
Й

Ⅱ
c層

土
師

器
霊

灰
白

色

X1
78
Y2
51
 
Ⅱ

c層
土

lT
器

整
灰

白
色

骨
針

,砂
礫

(大
粒

)

土
R市

器
誕

10
YR
6/
2

灰
貢

褐
色

骨
針

,石
英

(大
粒

)

土
師

器
墾

10
YR
8/
3

浅
責

橙
色

骨
針

,石
英

,鉄
分

噴
き
出

し

X1
77
Y2
51
41
c層

土
師

器
整

10
YR
3/
2

灰
白

色
骨

釘
石

英

フイ
ひ
′

D
X1
80
Y2
31
Ⅱ

c層
i師

器
整

*―
**
-6
4

25
Y8
/2

灰
白

色
混

入
物

少
8C
?

力
″

X1
84
Y9
34
al
c層

土
師

器
誕

ユ O
YR
8/
2

灰
白

色
骨

針
7C
?

99
Y2
51
m 
c層

土
lT
器

整
砂

際
8C
後

半

19
0-
**

25
Y8
/3

淡
黄

色
砂

rF
/(
石
英
等

)多
8C
前

半

71
～

1つ
Y2
ワ
OH
b罵

土
師

器
霊

16
0-
*キ

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
資

橙
色

骨
針

,石
英

8C
前

半
‐
oY
ZO
Ⅲ

c用
土

師
器

奏
25
Y8
/3

淡
黄

色
骨

封
赤

色
酸

化
,石

英

ププ
,ア

D
碍
Y2
17
m居

土
師

器
菱

22
0-
*

25
Y8
/ワ

灰
自

色
骨

針
石

英
赤

色
酸

化
粒

8C
前

半
?

X1
81
Y2
32
～

23
0Ⅲ

 c
層

土
師

器
整

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨
tl
砂

礫

,I
δ
9

D
X1
83
Y2
36
 
Ⅱ
 c
罵

上
師

器
菱

灰
責

色
8C
後

半

Xl
Ю

Y2
25
Ⅱ

 b
屈

土
師

器
笙

に
ぶ

い
黄

構
色

骨
劉

,石
英

SC
前

半

X不
明

Y2
39
 
Ⅱ

c庸
25
Y6
/4

に
パ

い
黄

色
骨

針
,石

英
(大

壮
)

8C
前

半

土
師

器
鎚

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

召
針

,石
英

8C
前

半

X2
20
Y2
58
 
Ⅲ

c層
土

師
器

型
つ 0
6-
*

10
YR
3 
3

浅
責

栓
色

骨
針

,砂
礫

(中
粒

),
赤

色
酸

化
粒

8C
後

半
?

K2
14
Y2
58
Ⅲ

 b
層

土
師

器
整

19
8

95
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針
石

英
(大

粒
)砂

礫
8C
後

半

X1
96
Y2
55
 
Ⅱ

c層
土

師
器

整
19
4

25
Y7
/2

灰
黄

色
混

入
物

少
石

英
少

X1
96
Y2
54
 
Ⅱ
 c
層

土
師

器
整

20
0-
*

浅
貨

袴
色

侶
争「

砂
秩

8C
後

半

X1
89
Y9
55
 E
lc
層

土
,市

器
淡

橙
色

■
割

,石
英
多

土
師
器

翌
25
Y6
/2

灰
黄

色
骨

針
,砂

礫
多

8C
後

半

X1
81
Y2
26
Ы

c層
±

1市
器

誕
25
0-
キ

■
10
YR
7/
2

に
が

い
責

橙
色

;針
,砂

礫
(大

粒
),
赤

色
酸

化
粒

8C
後

半

′′
S,

X1
94
Y2
硝

Ⅲ
c層

製
塩

土
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
袴

色
偏
拿 ‖

多
8C

X1
97
Y2
94
11
1c
帰

土
師

器
整

21
 6

10
YR
7/
4

に
が

い
責

橙
色

砂
礫

泥
岩

粒
9C
前

半

′ノ
″

X1
8u
Y2
30
 1
層

土
前
,器

発
7 
5Y
R?
3

に
ぶ

い
澄

色
骨

針

X1
88
Y別

3Ⅲ
c局

土
師

器
発

完
責

色
骨

針
赤

色
酸

化
疵

8C
?

X1
97
Y2
r。

4Ш
居

土
師

器
浅
X袴

色
骨

針
,自

色
粒

3C
後

半
内

面
に
燦

■
者

土
師

器
雛

とO
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

8C
後

半

X1
80
Y2
32
 
Ⅱ

c層
土

師
器

誕
25
Y7
/ワ

灰
貨

色
骨

針
,石

英
少

,泥
岩

少
8C
前

半

X1
97
Y2
48
Ⅲ

c屈
土

師
器

艶
12
6-
**

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

釘
石

共
8C
前

半

ぜ 襲
X1
88
Y2
28
Ⅱ

c層
上
師
器

変
―
**
-7
8

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
也

石
英

(小
中

壮
)多

8C
?

′ノ
』
ρ

D
土

師
器

発
*キ

ー
**
-3
8

10
YR
7/
2

X1
90
Y2
56
11
1c
属

上
師

器
整

9C
前

半
内

面
に

媒
何

斎

上
師
器

霊
10
YR
7/
8

に
ぶ

い
tt
袴

色
9C
前

半
内
外

面
に
保

れ
斎

土
,市

器
型

7 
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
9C
前

半

X1
79
Y2
17
Ⅲ

c居
土

師
器

艶
tO
YR
7/
2

に
ぶ

い
文

獲
色

石
英

底
部

静
止

糸
切

り

ア
フラ
ツ

X2
1X
IY
25
7皿

b層
土

師
器

霊
10
Y黒

8/
3

浅
貰

澄
色

砂
礫

X1
33
Y2
45
Ⅲ

c層
土

lF
器

鶏
25
Y8
/2

灰
白

色
骨

釧
砂

礫

ノ
フ %

X1
96
Y2
56
Ⅲ

 c
居

土
師

器
墾

浅
女

控
色

砂
礫

少
8C

土
師

器
灰

資
褐

色
石

英
(大

壮
)

8C
?

内
1則

に
燦

付
若

土
師

器
鶏

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

袴
色

甘
争
|,
砂

礫
少

X1
81
Y閉

61
層

土
師

器
郵

―
**
-7
0

tO
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

椅
色

砂
礫

ノ
翔

X不
明

Yつ
45
1層

封
i師

器
■

10
YR
7/
2

に
ボ

い
黄

椅
色

9C
前

半
内

外
■

iに
媒

■
者

X1
91
Y2
57
皿

c層
土

師
器

乳
7 
5Y
R8
/4

に
が

い
橙

色
赤

色
酸

化
粒

9C
前

半
内

面
に

lk
刊

落

削 貿 柵 　 肺 離 ・ 脚 導
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土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
3)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

cl
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
考

″
X1
88
Y9
35
11
1c
層

土
ll
器

発
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

9C
前

半
内

外
面

に
煤

ll
着

′劾
X不

明
Y9
70

上
師

器
10
YR
7/
S

に
パ

い
黄
種

色
クト
衝
全
体

に
媒
刊
着

つ
Xl
お

Y2
17
11
c層

土
師

器
艶

10
YR
3/
4

浅
費

橙
色

石
英

,赤
色

酸
化

粒
9C
前

半

X1
76
Y2
51
Ⅲ

 c
層

上
師

器
鶏

13
9-
キ

*
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

l‐
砂

(小
粒

)
9C
前

半
内

面
に

煤
刊

若

X1
91
Y2
40
皿

c層
土

師
器

霊
混
入
物
ケ

9C
?

X1
84
Y2
30
1層

土
師

器
整

7 
5Y
R7
/3

骨
創

底
部

回
転

糸
切

り

効
X1
97
Y2
醜

Ш
c屈

土
師

器
空

25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英
9C
前

半

ゼ 効
,

X1
95
Y2
49
1層

土
師

器
整

7 
5Y
R8
/3

浅
黄

橙
色

骨
釘

,石
英

(大
粒

)少

X1
85
Y2
41
Ш

c局
19
6-
キ

*
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
砂

際
,赤

色
酸

化
粒

X1
97
Y2
砕

皿
層

土
師

器
艶

10
YR
3 
4

浅
黄

橙
色

砂
礫

X1
77
Y2
51
Ⅲ

c層
土

師
器

霊
19
6-
**

に
ぶ

い
橙

色
9C
前

半

X1
73
Y不

明
Ш

c層
土

師
器

発
骨

針
石

英
(中

粒
)赤

色
酸

化
粒

9C
前

半

X1
95
Y2
45
1用

上
師

器
雖

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

砂
礫

9C
前

半

発
23
7-
*

7 
5Y
R8
/3

浅
貢

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒
,泥

岩
粒

(ぬ
φ

X1
95
Y2
49
1層

土
師

器
整

10
Y硝

/4
に

ぶ
い

女
橙

色
砂

礫
9C
前

半
内

面
に
媒

付
着

X1
99
Y2
47
1層

上
HT
器

10
YR
6/
珍

灰
貰

褐
色

石
英

(小
粒

)少
9C

Kl
開

Y2
29
Ⅲ

 c
層

土
師

器
緊

10
YR
6/
2

灰
黄

褐
色

骨
針

9C
前

半

K1
34
Y2
33
1層

土
師

器
霊

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

石
英

自
色

粒

K1
87
Y2
35
ul
c層

■
師
器

斐
20
46
-*

Iば
FR
7/
3

9C
後

半

X不
明
Y2
38
Ⅲ

 c
属

土
師

器
襲

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貰

橙
色

9C
後

半
外

面
に
媒

付
着

つ
不

明
Ⅲ

c層
と
師
器

整
10
2-
**

7 
5Y
R7
/2

明
褐

灰
色

内
外

面
に
媒

刊
着

X1
75
Y2
36
 u
c層

上
lT
器

整
10
6-
**

10
VR
6れ

に
ぶ

い
黄

橙
色

9C
後

半

K1
83
Y2
43
 
Ⅲ

c層
土

師
器

小
誕

10
YR
5/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

9C
後

半
媒

刊
着

k1
95
Y2
49
1層

土
師

器
鶏

13
6

浅
責

色
9C
後

半
外

面
に

煤
句

着

ア
%

X1
95
Y2
49
1層

土
師

器
翼

灰
白

色
石

英
9C
後

半

X1
86
Y2
38
Bl
c層

土
師

器
斑

10
YR
7/
2

9C
後

半

X1
68
Y2
18
H 
b層

土
師

器
整

25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英
螺

付
着
,底

部
回

転
糸

切
り

プ2
,

土
師

器
整

25
Y6
/,

貨
白

色
骨

争
,角

閃
石

9C
?

底
部

回
転

糸
切

り

層
土

師
器

整
10
YR
7/
6

明
黄

褐
色

底
部

回
転

糸
切

り

プ
密

Z
X1
95
YЙ

9
層

土
師

器
10
YR
7/
6

明
黄

褐
色

内
面

に
煤

付
着
 

底
部

回
転

糸
切

り

局
上

師
器

菱
10
YR
7/
1

灰
白

色
砂
礫

(小
粒

)

フ
効

94
Y2
31

層
土

師
器

整
唱

割
少

砂
礫

少
底

部
回

転
糸

切
り

餌
YИ

8Ⅲ
c層

土
師
器

型
lσ

rR
7/
2

底
部

巨
転

糸
切

り

85
Y2
33
m 
c層

土
師

器
劉

25
Y6
/2

灰
責

色
内

面
に
媒

付
着
.底

部
回

転
糸

切
り

立
弱

土
師

器
塾

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

石
英

底
部

回
転

糸
切

り

68
X1
81
Y2
36
 
Ⅱ

c層
土

師
器

25
Y8
/3

灰
黄

色
骨

針
,角

閃
tl
多

底
都

回
転

糸
切

り

X1
84
YD
31
 
Ⅲ

c層
土

師
器

鍋
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貨

橙
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

紛
6C
前

半

X1
80
Y2
50
Ⅲ

c層
土

師
器

鍋
ワ9
4-
キ

半
に

ぶ
い

黄
栓

色
骨

針
石
英

白
色

粒

X2
12
Y2
58
Ш

 b
層

土
師

器
鍋

灰
黄

色
骨

針
砂

礫
(中

粒
)

9C
前

半

Xl
伸

Y2
31
Ⅲ

 c
居

上
師

器
鍋

34
0-
*キ

5Y
R6
/6

橙
色

借
針

多
赤

色
酸

化
粒

砂
礫

9C
後

半

X1
83
Y2
33
1層

土
師

器
鍋

38
0

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貰

橙
色

外
面

に
媒

付
落

【 瑯
土

lJ
器

鍋
29
 0

10
YR
ν

8
浅

黄
橙

色
石

英
,赤

色
酸

化
粒

,自
色

泣
,黒

雲
母

上
師

器
鍋

7 
5Y
R8
/3

浅
黄
橙

色

X1
97
Y2
砕

El
層

土
師

器
鍋

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

粒
,石

英
少

9C

k1
79
Y2
54
Ⅲ

 b
帰

土
師

器
鍋

浅
黄

橙
色

砂
礫

赤
色

酸
化

粒
9C
後

半
?

X1
86
Y2
37
uc
層

土
師

器
鍋

39
6-
*

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

唱
針

砂
礫

(石
英

等
)

工熟
8

69
X1
85
Y2
44
 E
lc
層

土
製

品
土

蝕
(3
8)
-1
0-
03
-4
46

10
YR
7/
1

灰
自

色

X1
84
Y2
31
Ⅲ

c馬
土

JA
品

土
錘

53
-1
0-
03
-

25
Y7
/?

灰
黄

色

X1
86
Y2
34
Hl
c層

土
製

品
土

錘
41
-1
0-
02
-3
79

25
Y7
/2

灰
責

色

X1
82
～

18
3Y
22
9～

33
0

土
製

品
上

飩
44
-1
25
-0
3

25
Y7
/2

灰
貨

色
石

英

X1
85
Y2
36
 
Π

c層
土

製
品

土
錘

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

X1
81
Y2
29
皿

c層
土

.k
l品

土
錘

40
-1
1-
03
-4
21

に
ぶ

い
責

橙
色

Xユ

`X
,Y
を

,4
01
帰

土
製

品
土

錘



第
8表

 
土
器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
4)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
梼

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
伝

重

(日
経

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

Xよ
85
Y2
43
41
c層

土
製

品
土

錘

“

1)
―
10
-0
25
-3
79

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
澄

色

を2
弱

X1
79
Y2
48
Ⅲ

c層
土
It
品

土
錘

(4
0)
-1
1-
04
-3
粥

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貰

橙
色

■2
V

D
X1
85
Y2
43
11
c層

土
製

品
土

錘
52
-1
1-
03
-7
“

10
Y郎

/2

X1
86
Y2
36
11
1c
層

土
製

品
土

錘
55
-1
2-
02
-8
3

灰
責

色
自

色
粒

,骨
針

効
X1
35
Y不

明
Ш

c層
上
製

品
土

錘
25
Y5
/1

責
灰

色

ノ
効

X2
11
1Y
25
74
1c
嬉

士
錘

(3
3)
-0
7-
02
-1
47

25
Y6
/2

灰
黄

色

土
製

品
土

錘
(2
6)
-0
9-
03
-よ

69
2 
5Y
υ

2
灰

黄
色

Xl
弱

Y2
35
 
Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

33
-1
15
-0
35
-2
95

10
YR
7/
1

灰
白
色

t鶏
X1
8?
Y不

明
EI
 c
層

土
製

品
土

錘
(3
1)
-0
95
-0
95
-2
45

10
YR
7/
1

灰
自

色

イ
劾

D
土

製
品

土
鍾

(2
5)
-0
85
-0
2-

25
Y6
/ユ

責
灰

白
色

ノZ
,

X1
34
Y1
62
皿

c居
上

製
品

土
錘

(2
5)
-1
1-
04
-2
65

アあ
少

X1
85
Y2
41
 
Ⅲ
 c
層

土
製

品
土

鍾
灰

黄
色

ノ π
″

D
土

鍾
11
-0
3-
2終

25
Y7
/2

灰
黄

色

X1
82
～

18
3Y
23
31
層

上
製

品
土

鍾
8-
14
-0
2-
68
4

10
YR
6/
1

褐
灰

色

ノ
笏

'

X1
83
Y2
30
Ⅲ

c層
土

製
品

土
鍾

1-
1ユ

ー
03
-6
02

25
Y7
/2

灰
黄

色

財
0

皿
c月

土
製

品
土

鍾
(2
8)
-1
4-
03
5-
37
5

10
Y3
/]

オ
リ
ー

ブ
黒

色

X1
92
Y?
Ⅲ

c層
土

製
品

土
鍾

(3
0)
-1
5-
03
-5
51
1

灰
黄

色

アク
″

X1
86
Y2
37
(E
l 
c層

)
土

製
品

土
錘

灰
黄

色
骨

釧

ツク
霧

49
-1
5-
03
-1
27
8

25
Y6
/1

黄
灰

色

土
製

品
土

錘
49
5-
14
5-
03
-1
01
9

25
Y6
/1

黄
灰

色

ul
c層

土
製

品
土

錘
39
-1
5-
02
5-
47
7

25
Y8
/2

灰
自

色
石

英

ノ2
密

X1
90
Y2
38
1層

土
製

品
土

鍾
(3
4)
-1
3-
02
-5
18

25
Y7
/2

灰
黄

色

D
X1
81
Y″

7Ⅲ
c居

±
4t
品

土
鍾

(3
0)
-1
6-
03
-6
0‐

5Y
7/
1

灰
白

色

盟
患

X不
明
Y2
35
1層

土
製

品
土

錘
45
-1
4-
03
～

04
-8
03

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

アタ
″

D
X1
84
Y?
I層

土
製

品
上

鍾
灰

白
色

′
教

ク
X1
88
Y閉

5胆
c痛

43
-1
5-
04
-9
15

10
Y2
/1

黒
色

土
製

品
土

錘
5Y
7/
]

灰
自

色
石

英

X1
89
Y2
36
1層

土
製

品
土

錘
(4
2)
-1
7-
02
-1
27
1

25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英

Ⅲ
c層

土
製

品
上

錘
5ユ

ー
17
-0
2-

25
Y3
/1

灰
自

色

′
霧

D
X1
84
Y2
∞

Ⅱ
c層

土
製

品
土

錘
49
-1
5-
03
-1
05
8

25
Y7
/1

灰
白

色

X1
88
Y9
44
Ш

c痛
土

製
品

上
錘

灰
白

色

′
効

X1
86
Y2
34
 
Ⅲ

c馬
土

製
品

土
錘

灰
責

色
自

色
粒
,蛋

母
`

石
英

煤
付

着

■2
V

X1
81
Y2
30
m 
c層

土
錘

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

K1
89
Y2
34
～

閉
51
居

土
製

品
土

錘
50
5-
15
5-
04
-1
39
8

25
Y6
/2

灰
貨

色

X1
83
Y2
30
Ⅲ

c屈
上

製
品

土
錘

25
Y7
/1

灰
白

色
骨

針

土
製

品
土

錘
40
-2
0-
06
-

25
Y6
/2

灰
黄

色

′ ″
′

0
X1
83
Y2
28
Ⅲ

c届
土
製

品
土

錘
37
-2
ユ

ー
06
-

10
YR
7/
4

X1
80
Y″

9Ⅲ
c層

土
製

品
上

錘
36
-1
9-
06

登
灰

色

アク
舛

X1
81
Y2
27
Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

灰
色

骨
創

上
錘

35
-2
3-
07
-1
14
9

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

X1
88
Y2
28
ul
c層

土
製

品
上

錘
(2
0-
16
-0
5-
4姿

5Y
5/
1

灰
色

■ 期
X1
34
Y2
40
 
Ⅲ

c層
土

製
品

上
錘

25
Y7
/]

灰
白
色

F″
タ

Xl
鬱

～
1調

Y2
32
 
Ⅲ

c帰
上

製
品

土
錘

35
-1
9-
06

5Y
5/
1

灰
色

X_
90
3Y
25
5Ⅲ

 c
層

土
製

品
土

錘
40
-2
ユ

ー
09
-1
58
8

2 
5Y
ν

2
暗

灰
黄

色

物
タ

X1
84
Y2
31
Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

掲
灰

色

翻
X1
82
Y2
鬱

II
 c
層

土
製

品
35
-1
9-
07
-1
34
9

10
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

X1
83
Y2
30
Ⅱ

c層
土

製
品

土
錘

40
-2
4-
06
5-
24
98

25
Y7
/2

灰
黄

色

紗
X1
81
Y2
27
 
Ⅱ

c層
土

製
品

土
錘

40
-2
6-
03
5-
20
93

iO
YR
6/
2

灰
黄
褐

色

靱
‐
O

X1
84
Y2
43
Ⅱ

c馬
土

製
品

土
錘

37
-2
7-
09
-2
15
2

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

X不
明
Y2
38
皿

c層
土

製
品

土
鍾

37
-2
5-
09
-1
69
1

灰
白
色

靱
Xl
開

Y2
30
 
Ⅲ

c層
土

製
品

土
麺

45
-2
6-
07
-2
08
1

に
ぶ

い
責

橙
色

赤
色

酸
化

粒

X1
84
Y2
32
皿

c居
土

製
品

土
鉦

資
灰

色

ノ ヨ
,Z

X不
明
Y2
56
～

25
7Ⅲ

 b
層

上
製

品

淋 宝 糾 　 帥 離 ・ 誨 醤
鶯 Ю



遵
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土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
5)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
梅

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
法

量
胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

k1
86
Y2
36
Ⅲ

 c
層

土
製

品
土

錘

X1
69
V2
13
■

b層
土

製
品

土
錘

に
ぶ

い
責

橙
色

X3
■
0

X1
8h
Y2
32
 
Ⅲ
 c
層

土
製

品
土

錘
43
-2
1-
04
-2
01
2

25
Y6
/珍

灰
貢

色

4■
■

Xl
‐
8V
23
1Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

(4
3)
21
-0
6-
11
お

ユ O
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

土
製

品
土

錘
(3
7)
―

⊇
ク
ー
09
-9
71

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
質

橙
色

IS
■
3

X1
81
Y2
ワ

7Ⅲ
c層

土
製

品
土

錘
(3
2)
-2
3-
06
-1
89
3

10
YR
6/
ワ

灰
黄

褐
色

D
X1
83
Y2
30
～

23
1皿

c層
土

製
品

土
錘

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貨

橙
色

X1
80
Y2
36
Ⅲ

 c
層

土
製

品
土

錘
40
-2
8-
10
-3
13
4

灰
責

褐
色

X1
88
Y2
32
Ⅲ

 c
層

土
製

品
■

錘
44
-2
7-
08
-2
90
8

X1
83
Y2
30
Ⅲ

 c
局

土
製

品
上

錘
(4
4)
-2
4-
07
-2
21
6

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

■3
工
8

X1
26
Y2
38
m 
c層

土
製

品
土

錘
(3
6)
―
(2
5)
08
-1
40
3

ユO
YR
7/
2

に
パ

い
貢

澄
色

4■
ク

X1
81
Y2
3S
II
l膳

土
製

品
土

錘
45
-3
0-
10
-3
71
9

10
YR
7/
2

ぶ
い

責
橙

色

‐
0

X1
78
Y2
25
Ⅱ

c層
土

製
品

土
錘

10
YR
3/
3

浅
黄

橙
色

ノ
潔

X1
81
Y2
つ

7Ⅱ
c層

土
製

品
5Y
ジ

ユ
灰

色

X1
89
Y?
I層

上
製

品
土

鍾
灰

白
色

ノ

"

X1
85
Y'
43
 
Ⅱ

c層
土

製
品

土
鍾

46
-3
2-
08
-

灰
歯

色

X2
99
Y1
80

上
製

品
土

錘
41
-(
32
)―

(0
8)
-2
0 
ro
l

29
57
8海

浜
責

色

フν
テ

X1
83
Y2
29
H 
c層

土
l.
品

土
鍾

(2
4)
―

(3
2)
-0
8-
13
51

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英

′
笏

X不
明
Y姿

51
層

±
4.
.品

土
鉦

(4
3)
-3
2-
06
-2
18
6

iO
YR
7/
2

に
ぶ

い
貨
橙

色

Xl
欝

Y2
25
Ⅲ

c層
土

製
品

上
飩

(2
1)
―

(2
8)
一

(0
8)
-9
01

25
Y8
カ

灰
自

色
石

英

X不
明

Y2
34
 
Ш
 c
層

土
製

品
土

錘
浅

黄
色

白
色

粒
 

赤
色

酸
化

粒

X1
85
Yワ

部
I層

土
製

品
土

錘
4ユ

ー
32
-1
4-
37
4

白
色

対

X1
83
Y2
28
11
c層

土
製

品
■

錘
43
-3
1-
07

25
Y7
/2

灰
責

色

Ю
X不

明
Y2
40
1層

?
土

製
品

土
鍾

46
-2
8-
11

2 
5Y
y2

灰
白

色

X1
83
Y2
29
皿

c層
土

製
品

上
鍾

48
-3
1-
08

25
Y7
/2

灰
責

色

ノ
脇

X1
83
Y2
30
Ⅱ

c局
土

鍾
44
-(
32
)―

(0
8)
-1
92
1

ll
lY
R7
/ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

X1
84
Y2
31
皿

c層
土

製
品

(2
1)
―

(2
85
)―

(0
8)
-1
40
1

25
76
/1

責
灰

色

X1
83
Y2
26
m 
c培

上
製

品
土

錘
責

灰
色

X1
83
Y2
28
Ⅲ

 c
層

土
製

品
土

鍾
(3
9)
―

(3
2)
―

(0
7)
-1
98
0

灰
白

色

X1
81
Y2
30
 D
lc
層

上
製

品
土

鍾
42
-(
31
)―

10
-1
68
3

■3
33

X不
明

V翅
38
Ⅱ

c層
土

● A
品

土
nl
t

47
-2
5-
09
-1
68
0

25
Y7
/1

灰
白

色

土
製

品
土

錘
44
5-
(3
2)
―

(0
8)
-2
14
2

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

′潔
0

Xl
‐
8Y
22
4皿

c層
土

製
品

土
錘

39
5-
(2
95
)―

(1
0)
―

■
98

25
Y7
/2

灰
黄

色

X1
8ユ

Y2
30
皿

c層
土

製
品

**
―

**
-0
7-
12
88

10
YR
8/
2

浅
責

橙
色

X1
81
Y2
30
 
Ⅱ

c層
土

製
品

土
錘

灰
白

色

′ ν
′

X1
83
Y2
30
～

23
1 
m 
c用

土
製

品
主

錘
(3
3)
―

(3
3)
―

(0
6)
-1
2錦

に
ぶ

い
責

澄
色

Xl
VY
2ψ

Ⅱ
c層

土
製

品
土

鍾
48
-3
ユ

ー
08
-2
31
8

10
YR
7/
2

t鶴
X1
76
Y2
39
■

c層
上

製
品

土
錘

43
-3
5-
08
-2
35
6

10
YR
6/
ユ

褐
灰

色

ゼ 潔
ひ

上
製

品
土

錘
(4
4)
-3
25
-1
0-
'8
23

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

X1
83
Y2
40
Bc
層

土
製

品
土

錘
49
-3
0-
08
-2
10
8

10
YR
7/
?

に
ぶ

い
黄
橙

色

X1
78
Y″

5Ⅱ
c層

土
製

品
25
Y8
/2

灰
自

色
石

英

X1
84
Y2
31
1層

土
製

品
土

鍾
10
YR
7/
E

に
ぶ

い
黄

橙
色

[蜘
Xl
笛

Y2
35
Ⅲ

 c
層

土
製

品
土

錘
灰

色

70
k不

明
Y2
35
1層

上
製

品
土

fd
I

57
-3
15
-1
2

10
YR
6/
8

/テ
ク

土
製

品
土

疑
(5
4)
―

(3
3)
-1
4-
51
49

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

袴
色

赤
色

酸
化

泣

′ ′
″

D
X1
82
Y2
V 
tt
c肘

上
製

品
土

錘
58
-3
5-
13
-5
39
9

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

澄
色

石
英

,赤
色

酸
化

疵

K1
80
Y2
_R
3

±
4A
品

土
錘

52
-3
1-
10
-4
70
3

25
Y6
″

灰
責

色

K1
91
1Y
ワ

34
 E
lc
層

土
製

品
上

錘
25
Y8
/2

灰
白

色

■ 3
弱

X1
80
Yワ

弱
Ш
層

土
製

品
土

鉦
52
-3
5-
11
-4
8的

灰
色

赤
色

酸
化

粒

K1
81
Y2
53
Ш

c層
土

製
品

北
錘

IO
YR
7/
2

′,
必

X1
80
Y2
49
El
c層

土
製

品
上

il
t

25
Y7
/2

灰
責

色

土
製

品
土

錘
54
-3
5-
12
-6
54

25
Y7
/2

灰
安

色
赤

色
酸

化
泣

,雲
母

,石
英

,自
色

粒
媒

付
着

土
製

品
土

錘
(4
3)
―

(3
2)
―

(0
8)
一

郷
4

10
Y7
/2
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土
器

。
土
製

品
一
覧
表

(2
6)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
  

標
種

類
器
 

種
(口

径
器
盲

虎
径

吉
合
径

rl
n)

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

Xl
η

Y2
41
Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

灰
責

色
‐
0

X2
12
Y2
58
Ш

 b
層

土
製

品
土

錘
25
Y7
/2

灰
黄

色

′
筋

X1
81
Y2
58

土
製

品
土

錘
56
-(
33
5)
-1
2-
63
91

25
Y7
/,

灰
自

色
赤

色
酸

化
池

X1
83
Y2
56
 
Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

(2
5)
―

(3
0)
-1
3-
16
80

10
YR
8/
3

浅
黄
橙

色

′
筋

X1
81
Y%
lm
c層

土
製

品
土

錘
(3
4)
―

(3
5)
-1
1-
20
36

5Y
7/
2

灰
白

色

X1
82
Y2
Й

Ⅲ
c層

土
製

品
土

錘
57
-3
5-
12
-

25
Y7
/2

灰
責

色
赤

色
酸

化
地

土
製

品
土

錘

土
錘

63
-3
3-
12
-6
06
2

10
YR
7/
2

に
が

い
責

橙
色

骨
針

肋
Ю

K1
83
Y2
34
～

23
51
層

土
製

品
土

錘
52
-3
4-
11
-6
60
5

25
Y7
/3

浅
黄

色
石

英

螂
70

Xl
銘

Y2
開

El
層

土
製

品
土

錘
(3
8)
―

(3
8)
-1
5-
46
11

25
Y7
/2

灰
黄

色

κ
18
2Y
25
4 

Ⅲ
c層

土
製

品
土

錘
53
-3
5-
12
-7
02
1

25
Y8
/2

灰
白
色

骨
針

石
英

赤
色

酸
化

壮

朗
2

D
X1
81
Y2
50
al
c層

土
製

品
土

錘
(5
5)
-3
8-
17
-6
82
9

10
YR
7/
8

に
ぶ

い
黄

橙
色

石
英

赤
色

酸
化

地

S7
3

Ю
X1
77
Y2
49
El
c層

土
製

品
土

錘
68
-2
95
-1
1-
39
18

浅
責

澄
色

上
錘

59
-3
5-
11
-8
10
6

75
Y7
/4

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

疵
表

面
に
条

痕
の

よ
う

な
も

の
あ

り

■箭
5

K1
83
Y2
26

土
製

品
上

錘
60
-3
8-
11

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

鴫
76

X1
82
Y2
54
 
Ⅲ
 c
層

土
製

品
土

錘
62
-3
6-
15
-7
7ユ

25
Y6
/3

に
ぶ

い
黄

色
石
勝

酸
化
粒

,雲
母

,石
英

慰
?

X1
81
Y2
50
Ш

c層
土
製

品
土

錘
60
-4
5-
14
-1
30
6

Iヴ
rR
7/
ワ

に
が

い
黄

橙
色

自
色

粒
石

英
そ

針
媒

付
着

′,
懇

Ю
X1
80
Y2
51
 
Ш
c層

土
製

品
土

fj
E

68
-4
1-
19

10
YR
7/
2

′ ′
″

Ю
X1
81
Y2
51
Ⅲ

c層
土

製
品

土
錘

浅
責

橙
色

X1
94
Y2
53
11
c

土
製

品
土

錘
(7
1)
-2
7-
15
-4
72
1

25
Y6
/3

に
ぶ

い
費

色
骨

針

X1
81
Y2
30
Ⅲ

c層
上

製
品

羽
口

36
-5
2-
19
-3
52
3

75
Y6
/]

灰
色

骨
針

,石
英

′ ′
%

X'
05
Y呈

58
Ⅲ

c層
土

製
品

lr
鍋

29
-3
25
-1
1-
98
9

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

,石
英

内
面

に
付

蒲
物

あ
り

X1
42
Y1
99
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B蓋

N6
/0

灰
色

長
石

(小
中

粒
)石

葵
(4
ヽ

中
粒

)
8C
第

]
杯

蓋
硯

/J
_9
/‐

X1
27
Y1
84
Ⅳ

層
須

恵
器

杯
B蓋

N6
/0

灰
色

混
入

物
少

鉄
分

(細
粒

)噴
き

出
し
多

9C
第

1?
靱

X1
43
Yl
餌

Ⅲ
層

須
恵

器
杯
B蓋

灰
色

長
石

(中
粒

)少

須
恵

器
明
褐

灰
色

混
入

物
少

,長
石

(小
I‐

)/
」
/

8C
第

4

′′
ω

X1
41
Y1
98
Dl
層

須
恵

器
杯

B蓋
N7
/O

灰
白

色
長

石
(小

中
粒
)石

英
(小

中
粒

)少
9C
第

1

Xl
“

Y1
93
 
Ⅲ
 B
属

須
恵

器
杯

B蓋
珍

5Y
7/
】

灰
白

色
長

石
(中

粒
)石

英
(中

粒
)少

9C
第

1
重

ね
焼

き
Ⅱ
b類

ア
イ
つ〃

II
l層

須
恵

器
杯

B蓋
75
Y6
/1

灰
色

員
石

(小
中
粒
)石

英
(小

中
粒

)多
8C
第

3
内

面
に

煤
付

着

ノイ
″

X1
5o
Y2
19

須
恵

器
杯

B蓋
13
0-
**

Nマ
/0

灰
自

色
長

石
(月

ヽ
中

粒
)少

9C
第

2?
X1
44
Yl
Q4
 
Ⅲ
層

須
恵

器
杯
B蓋

灰
色

長
石

(小
粒

)少

X1
38
Y1
95
Щ

層
須

恵
器

9C
第

2

杯
B4
~

25
Y7
/1

9C
第

1

須
恵

器
杯

B蓋
25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針
,長

石
(小

粒
)少

8C
第

4

X1
39
Y1
90
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B蓋

17
6-
*イ

5Y
7/
1

灰
自
色

骨
封

,長
石

(小
粒

)少
9C
第

2
外

面
に
保

付
着

v7
4r
aV

X1
35
Y1
85
Ш

層
須

恵
器

杯
B蓋

17
3-
*

^立

/O
灰

自
色

8C
第

3
杯

蓋
硯

■4
■
0

X1
52
Y2
1l
 I
Il
層

須
恵

器
杯

B蓋
15
8-
**

10
YR
7/
1

灰
白

色
混

入
物

少
8C
第

3
重
ね
焼

き
I類

X1
56
Y2
15
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B蓋

14
6-
26

25
Y7
/ワ

灰
責

色
長

石
(小

粒
)少

泥
岩

(大
粒

)少

須
葱

器
貢

灰
色

長
石

(4
ヽ
粒

)少
8C
第

3

須
恵

器
杯

B蓋
■
9-
**

N6
/0

灰
色

石
英

(大
粒

)少
8C
第

3
墨

書

X1
50
Y1
87
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B蓋

13
2-
キ

*
5Y
7/
ワ

灰
自

色
長

石
(中

大
粒
)石

英
(中

大
粒

)
8C
第

4
ヘ

ラ
記

号

X1
44
Y1
87
■

～
Ⅲ
層

須
恵

器
杯

B蓋
12
8-
*

25
Y7
/ユ

灰
白
色

骨
針

,長
石

(小
粒

).
砂

気
の
胎

土
9C
第

1
ヘ

ラ
記

号

/4
r/
'

Ⅲ
層

須
恵
器

杯
B

96
-3
7-
64

25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針
混

入
物

少
8C
第

コ

X1
47
Y1
91
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B

10
6-
36
-6
8

N7
/O

灰
白

色
混

入
物

少

Xl
Ю

Y2
10
Hl
層

須
恵

器
tr
NB

灰
色

X1
45
Y1
99
Ⅲ

 I
Cl

須
忠

器
杯
B

**
―

**
-7
6

つ
5Y
7/
1

灰
色

長
石

(中
粒
)石

英
(中

粒
)

X1
43
Y2
04
Ⅲ

局
須

恵
器

杯
B

10
BG
6/
]

青
灰

色
長

石
(小

中
粒
)石

英
(小

中
粒

)多
8C
第

4

′
物

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/1

灰
白

色
長
石

(小
中
粒
)石

英
(小

中
粒

)
8C
第

3

X1
56
Y1
96
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

11
8-
46
-8
2

2 
5G
Y7
,

明
オ

リ
ー

プ
灰

色
長

石
(小

粒
)少

鉄
分

噴
き

出
し
多

8C
第

4

Xl
18
Y1
93
 
Ⅲ
居

須
恵

器
杯
B

18
6-
38
-8
2

75
Y7
/1

灰
白

色

X1
53
Y2
1l
 
Ⅲ
層

須
志

器
杯
B

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

X1
56
Y1
96
Ы

癌
須

忠
器

削 宝 糾 　 肺 蔀 ・ 脈 彗
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土
製
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覧
表

(2
7)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
(□

径
器
高

庚
径

言
台
径

al
l

胎
  

土
時

期
詳

細
時

期
考

′
物

K1
38
Y1
86
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
B

灰
白

色

X1
54
Y2
14
Ⅲ

帰
須

恵
器

杯
A

石
英

(中
大

粒
)長

石
(中

大
X4
)

8C
第

1

X1
42
Y2
01
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

10
9-
34

75
Y6
/」

灰
色

骨
針

,泥
岩

ly
‐
少

,鉄
分

噴
き

出
し

8C
第

4

須
恵

器
杯
A

11
7-
35
5

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

,泥
岩

(大
粒

)少
8C
第

3

′
初

X1
43
Y胸

0皿
屈

須
恵

器
杯
A

■
7-
37

Nr
/0

灰
白

色
長

石
(月

ヽ
中

粒
)石

英
(小

中
粒

)
8C
第

1

′ を
′

須
恵

器
杯
A

5Y
7/
1

灰
自

色
長
石

(小
粒

)少
8C
?

内
側

に
ヘ

ラ
記

号

t蜆
X1
44
Y1
92
u層

須
恵

器
橙

色
長

石
(小

粒
)少

泥
岩

(刀
ヽ

中
粒

)少
8C
第

4

X1
47
Y1
99
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

12
0-
32
5

橙
色

骨
針

泥
岩

(大
粒

)
8C
第

4

X1
43
Y1
91
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

10
Y7
/1

灰
自

色
石

英
(中

粒
)少

9C
第

2

X1
51
Y2
01

須
恵

器
杯
A

5Y
6/
1

灰
色

石
英

(中
大

粒
)多

X1
46
Yl
解

Щ
層

須
恵

器
杯
A

12
6-
**

N7
/0

灰
白

色
石

英
(中

粒
)少

,鉄
分

噴
き

出
し

9C
第

2

′ 密
″

X1
51
Y1
89
Ⅲ

馬
須

恵
器

杯
A

Il
lY
6/
1

灰
色

ヘ
ラ
記

号
,漆

戻

K1
45
Y1
85
Ⅲ

層
25
Y7
3

淡
黄

色
長

石
(刑

ヽ
中
粒
)石

英
(小

中
粒

)
8C
第

2

′
υ

X1
39
Yl
∽

Ⅲ
層

須
恵

器
灰

白
色

長
石

(旭
ヽ

中
粒
)石

英
(小

中
粒

)多
8C
第

2

K1
42
Yl
粥

ul
層

須
恵

器
杯
A

5Y
8/
1

8C
第

2

X1
44
Yl
鉤

Ⅲ
層

須
恵

器
杯
A

13
4-
36
5

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

石
英

(中
大

粒
)長

石
(中

大
粒

)
8C
第

2

X1
53
Y2
14
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

13
3-
39
5

5Y
7/
1

灰
自

色
長

石
(中

粒
)石

英
(中

粒
)少

8C
第

1

■4
略

X1
37
Y1
95
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

12
6-
31

ll
lY
6 
1

灰
色

9C
第

1
墨

書

須
意

器
遮

10
R6
/1

赤
灰

色
長
石

(小
粒

)多
7C
前

半

と寝
5

43
Yl
∽

～
19
1Ш

膨
須

恵
器

短
頸

壷
灰

白
色

長
石

(小
粒

)
7C

E
27
～

14
6Y
18
5～

18
6」

l層
須

恵
器

広
口

壷
10
YR
7/
3

8C
前

半

45
Y1
99
Ⅲ

層
須

恵
器

壷
25
Y6
/1

黄
灰

色
混

入
物

少

I獲
8

40
Y1
84
Ⅲ

c層
須

恵
器

整
14
0

25
Y7
カ

灰
黄

色
自

色
粒

(細
粒

)
内

憬
1-
部

タ
タ

キ

X1
45
Y1
90
11
1層

黒
色

土
器

椀
A

10
YR
3/
1

黒
褐

色
骨

創
8C
後

半
内

黒
,外

面
赤

彩

′ 叛
ク

単
色

土
器

椀
25
Y7
カ

灰
黄

色
8C
後

半
内

黒
,外

面
赤

彩
?

X1
36
Y1
83
Ⅱ

層
10
YR
Iノ

2
に

パ
い

黄
橙

色
骨

'1

9C
第

3
内

黒
,底

部
回

転
糸

切
り

猛4
フ

7Y
18
3Ⅲ

層
灰

費
色

骨
針

8C
前

半
杯

都
内
黒

55
■

20
8

土
師

器
範

骨
針

石
英

赤
色

酸
化

粒
底

部
回

転
糸

切
り

48
Y1
83
皿

層
土

師
器

斐
16
6-
**

10
YR
7/
4

7C
中

頃
～

後
半

40
Y1
90
Ⅲ

層
土

師
器

菱
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
割

50
Y2
10
Ⅲ

層
土

師
器

発
20
6-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責
橙

色
赤

色
酸

化
世

9C
前

半

土
師

器
変

20
5-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

澄
色

赤
色
酸

化
粒

9C
?

外
面

に
煤

付
着

′
躯

46
Y1
84
Ⅱ

層
土

師
器

荘
7 
5Y
R8
独

浅
黄

橙
色

骨
針

8C
後

半

猛4
59

″
4つ

Y1
96

上
el
器

霊
骨

針
石

英
(中

粒
)赤

色
酸

化
粒

8C

=効
44
Y1
92
Ⅲ

層
土

師
器

盤
?

骨
針

石
芙

8C

Xl
l1
6Y
22
3Ⅱ

層
須

恵
器

杯
B蓋

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

,混
入

物
少

,砂
気

の
胎

土
9C
第

1

kl
16
Y1
97
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

13
8

7「
r7
/1

灰
白

色
長

石
(小

粒
)

■4
斜

Ⅲ
層

須
恵

器
杯

B蓋
5Y
6/
]

灰
色

骨
針

,砂
気

の
胎

土
,砂

礫
(大

粒
)

8C
第

4

=黙
解

須
恵

器
杯

B蓄
15
8-
*

2 
5Y
ν

l
責

灰
色

長
石

(小
粒

)少
9C
第

3

ユ4
"

須
恵

器
灰

色
長

石
(中

大
粒
)石

英
(中

大
粒

)多
8C
第

3

X1
45
Y1
90
Ⅲ

層
須

恵
器

杯
A

11
5-
34

灰
色

石
英

(大
粒
)長

石
8C
第

1

ユ4
θ
″

K1
07
Y2
16
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

Nν
0

灰
色

石

`中

大
粒
)石

英
(中

大
粒

)多
8C
第

1
漆

刊
着

Xl
13
Y1
97

土
師

器
礎

5Y
R7
/3

に
が

い
橙

色
骨

針
,角

閃
石

8C
前

半

X1
07
Y2
28
Ⅲ

 c
局

土
師

器
箋

17
8-
*

ll
lY
R7
/2

に
ぶ

い
費

橙
色

骨
針

燦
付

諸

K1
07
Y9
27
Hl
c層

土
師

器
変

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

9C
?

Xl
12
Y2
16
Ⅲ

c層
鍋

29
8-
**

7 
5Y
R8
/3

浅
黄

橙
色

8C
?

7/
″

X1
06
Y2
25
Ⅲ

 c
層

土
師

器
霊

煤
付

着

E
Xl
MV
"3
皿

c層
土

師
器

露
10
YR
7/
2

Xl
■

Y2
29
Ⅲ

c層
珠

洲
福

鉢
N6
/ユ

灰
色

X1
48
Y1
76
 
Ⅱ
c上

屈
須

恵
器

杯
B蓋

■
8

N7
/0

灰
自

色
混

入
物

少
,石

英
(中

粒
)少

′
響

K1
29
Y1
68
皿

c層
須

恵
器

杯
B蓋

25
Y7
/1

灰
白
色

混
入

物
少

,長
石

(小
粒

)少
,鉄

分
(大

粒
)噴

き
出

し
8C
第

4

I懇
X1
29
Y1
67
題

c層
須

恵
器

杯
B蓋

17
8-
24
-キ

5G
Y6
/1

オ
リ

ー
ブ

灰
色

混
入
物

少
.長

石
(小

粒
)少

8C
第

3

■蜆
灰

色
骨

針
長

石
(小

粒
)少



第
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土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
8)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
香

号
建

物
座

 
標

種
類

器
種

胎
  

土
時

期
詳

*阻
時

期
備

考

H弱
X1
53
Y1
73
皿

c上
層

須
恵

器
灰

色
長

石
(小

中
粒
)石

英
(小

中
粒

)多
8C
第

1

ユ4
87

X1
31
Y1
66
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B

*キ
ー

キ
*-
82

25
Y7
/1

灰
自

色
8C
第

3?

F
X1
40
Y1
70
1層

須
恵
器

杯
B

i0
2-
31
5-
66

5Y
6/
】

灰
色

長
石

(小
粒

)少

堕
詢

X■
OY
17
3皿

c層
須

恵
器

杯
B

-8
0

N6
灼

灰
色

長
石

(小
中

粒
)石

英
(小

中
粒

)
8C
第

1?
底

部
外

面
に

漆
痕

′
勿

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/1

灰
白
色

混
入
物

少
,長

石
(小

粒
)少

X1
45
Yl
脅

須
薫

器
N5
/0

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

泣
)多

Xワ
X1
27
Y1
68
皿

c層
須

恵
器

灰
色

長
石

(小
粒

)多
3C
?

72
F

X1
27
Y1
72

黒
色

土
器

椀
14
8-
53
-*
*

10
YR
ν

2
骨

針
石

英
古

墳
6C
後

半
内

黒

X1
51
Y1
76

黒
色

土
器

椀
B

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
黒

Xl
17
Y1
69
谷

土
師

器
整

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

X9
5Y
13
0Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯

B蓋
14
3-
34

5Y
6/
1

灰
色

長
石

石
英

(1
ヽ

中
粒

)多
8C
第

工4
97

須
恵

器
杯

B蓋
N7
/0

灰
色
色

長
石

(中
大

粒
)石

英
(中

大
粒

)

襲
粥

F
X1
09
Yl
r。

8u
c層

須
恵

器
75
Y6
/1

灰
色

砂
長
石

(小
粒
)石

芙
(小

粒
)多

8C
第

X1
06
Y1
50
11
1c
層

須
恵

器
杯

B蓋
15
9-
28
5

混
入

物
少

長
石

(小
粒

)少
8C
第

X1
03
Y1
45
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

15
3-
32

25
Y7
/1

灰
自

色
長
石

(小
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し

X9
3Y
14
5 

Ⅱ
c下

層
須

恵
器

杯
B蓋

10
YR
7/
1

灰
自

色
長
石

(小
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し

′況
″

X1
0「

n4
91
11
c層

須
恵

器
杯

B蓋
15
4-
26

5Y
7/
2

灰
白

色
長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

′況
″

須
恵

器
杯

B蓋
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
混

入
物

少
,長

石
(小

粒
)少

8C
第

フ
躍

F
Xl
14
Y1
53
Ⅲ

a層
須

恵
器

N6
/0

白
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

′
骸

す
Xl
10
Y1
55
Ⅲ

a居
須

恵
器

杯
B蓋

灰
白

色
長

石
(
小

粒
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

F2
X■

OY
15
7Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

15
7-
33

長
石

(大
粒
)鉄

分
噴

き
出

し
8C
第

XH
lY
15
0Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

15
2-
29

25
Y8
73

茂
黄

色
石
英

(
小

粒
),
長

石
(小

粒
)少

X9
9Y
l_
53
 
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
B蓋

15
8-
22

10
Y6
/1

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

X9
8Y
l噂

皿
c層

須
恵

器
杯

B蓋
15
7-
23

N7
/O

灰
自

色
長

石
(小

l‐
)少

8C
第

′
夕
0

F2
須

恵
器

杯
B蓋

15
6-
38
5

5Y
7/
1

灰
白
色

長
石

(4
ヽ
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し
8C
第

/9
‐
7ノ

″
F2

Xl
lX
IY
14
1 
uc
冒

N7
/0

灰
白

色
鉄

分
噴

き
出

し
8C
第

′σ
Iタ

XI
∝

Y1
55
皿

c層
須

恵
器

杯
B蓋

灰
白

色
鉄

分
噴

き
出

し
埴

■
系

の
胎

土
8C
第

F2
X1
09
Yl
磁

Ⅲ
c罵

須
恵

器
杯

B蓋
長

石
(
大

粒
〕

鉄
分

暗
き
出

し
疹

8C
第

X1
0‐

～
Y1
58
ma
tt

 X
■

o～
Y1
52
匝

c屈
須

恵
器

杯
B

86
-3
9-
48

5Y
7/
1

灰
白

色
底

部
外

面
に

ヘ
ラ
記

号

′
夕
j

X■
OY
15
5Ⅲ

 c
層

須
恵

器
杯
B

5Y
7/
1

灰
自

色
混

入
物

少

X1
01
Y1
41
H 
c層

下
層

須
恵

器
杯
B

12
4-
37
-8
6

25
Y7
/2

灰
黄
色

骨
針

,長
石

多
8C
第

底
部

外
面

に
墨

書

ρ
X1
01
 1
09
Y1
41
 1
契

Ⅲ
c層

須
恵

器
杯
B

25
Y7
/1

灰
白
色

鉄
分

噴
き
出

し
多

8C
第

ノ
,′

汐
F2

X1
07
Y1
51
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

25
Y6
/1

責
灰

色
石

英
(小

粒
)少

8C
第

■5
■
9

X■
4～

Y1
61
皿

ct
t 
X1
07
～

Y1
49
皿

c層
須

恵
器

杯
B

13
0-
46
5-
82

灰
白
色

長
石

(中
大

粒
)石

英
(中

大
粒

)多
8C
第

ノ
勁

Xl
10
Y1
59
Dl
c居

須
恵

器
杯
B

N7
/0

灰
自

色
8C
第

X"
～

Y1
43
Ⅲ

c層
 

�
4Y
12
9Ⅲ

c屈
須

恵
器

杯
B

13
6-
36
-8
1

75
Y6
/1

灰
色

長
石

(小
粒

)多
内

面
に

ヘ
ラ

記
号

ア
ン

X9
7～

Y1
36
 X
99
～

Y1
40
Ⅲ

c届
須

恵
器

杯
B

13
4-
40
5-
90

N7
0

灰
自
色

埴
生

系
の

胎
士

8C
第

Xl
lX
IY
lψ

ト
レ

ン
チ

層
須

恵
器

杯
B

13
9-
38
-9
5

5Y
7/
1

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)少

,骨
針

3C
第

■
霧

X9
5Y
14
3皿

c層
須

恵
器

杯
B

13
6-
42
-9
2

75
Y7
/1

灰
自

色
青

針
石

英
(小

中
粒
)長

石
(小

中
粒

)
8C
第

アワ
グ

F2
X9
5Y
12
5Ⅲ

a層
須

恵
器

杯
B

灰
白

色
長

石
(中

粒
)石

英
(中

粒
)少

9C
第

ノ
%

F2
Ⅱ

c層
須

恵
器

杯
B

14
6-
44
-1
00

8C
第

ノ
財

π
Xl
骸

Y1
26
Ⅲ

a層
須

恵
器

杯
B

14
8-
41
5-
88

5Y
7/
1

灰
自

色
鉄

分
噴

き
出

し
8C
第

工磁
3

Xl
ll
ll
Y1
46
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
B

14
8-
43
-9
8

5Y
71

灰
自

色
骨

針
,混

入
物

少

ノ
勁

Xl
13
Yユ

硝
II
l 
c層

須
恵

器
杯
B

14
8-
61
-8
8

10
Yν

l
灰

色
長

石
(
大

粒
)石

英
(大

粒
)多

,埴
生

系
の

胎
上

9C
第

イ
勁

須
恵

器
杯
A

11
4-
91
-7
6

25
Y3
抱

灰
白
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)

8C
第

ノ ″
ノ

,2
灰

色
8C
第

外
面

に
煤

付
着

Xl
■

Y1
46
11
1c
層

須
恵

器
杯
A

11
0-
36
-3
1

浅
責

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

ヘ
ラ
記

号

ノ
閉

X9
4Y
13
4皿

c馬
須

恵
器

杯
A

11
4-
34
-0
2

75
Y7
/1

灰
白

色
長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

,l
tL
生

系
の
胎

上
8C
第

イ
ν

X1
00
Y1
42

須
恵

器
杯
A

25
Y7
/3

浅
責

色
長

石
(小

粒
)多

内
面

に
漆

付
着

(部
分

的
剥

離
)

X9
8Y
15
1m
 c
層

須
恵

器
杯
A

■
8-
*

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)多

8C
第

′
筋

須
恵

器
杯
A

12
0-
*キ

ー
*十

5Y
7/
1

灰
白
色

長
石

多
,埴

生
系

の
胎

上
SC
第

X■
5Y
16
1Ш

c層
25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英
9C
後

半
体

部
外

面
に

墨
普

●観
灰

色
石

英
(中

粒
)少

9C
後

半

削 貿 糾 　 飾 離 ・ 面 彗
鴫 』 』
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土

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
9)

,三
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器
 

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

cI
I)

胎
 

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

XH
OY
15
8Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

*―
**
-6
4

25
Y8
/2

灰
自

色
石

英
9C
第

3?
体

部
外

面
に
墨

書

Xl
15
Y1
61
Ⅲ

c居
須

恵
器

杯
A

95
Y7
/2

灰
黄

色
石

英
(中

粒
)

9C
第

3?
X1
06
 1
08
Y1
54
 1
55
 
Ⅲ
 c
層

須
恵

器
逮

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)少

7C
?

′
解

X1
05
Y1
53
 
Ⅲ

c層
須

恵
器

壼
?

13
6-
**
―

**
N7
/O

灰
白

色
長

石
(小

ri
少

,鉄
分

(細
粒

)噴
き
出

し

X1
05
Yl
ME
lc
層

須
恵

器
広

口
壺

?
25
Y7
/1

灰
自

色
長

石
(小

粒
石

英
(小

粒
)

I解
う

X9
5 
10
1Y
14
1Ⅲ

 c
屠

須
恵

器
菱

25
Y″

2
灰

黄
色

骨
針

,石
英

,長
石

8C

X1
03
Y1
40
4b
層

須
恵

器
瓶

**
―

**
―

■
0

N7
/0

灰
自

色
混

入
物

少
鉄

分
噴

き
出

し
9C

Xl
10
Y1
59
11
1c
層

土
師

器
椀
A

25
Y8
カ

灰
白

色
骨

針
底

菩
[回

転
系

切
り

土
師

器
9C
第

4
底

部
回

転
系

切
り

X■
OY
ユ

醐
Ⅱ

c層
土

師
器

杯
A

25
Y6
/3

に
ぶ

い
貨

色
9C
第

4
内
タ ト
面
赤
彩
,外

面
に
墨
普

1蒟
0

お
Xl
■

Y1
59
 a
lc
層

土
師

器
椀
A

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
酸

化
粒

9C
第

4
底

部
回

転
糸

切
り

Xl
似

Yl
「
o6
ul
 a
居

土
師

器
皿
A

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
1l
C

底
部

内
面

中
央

に
焼

成
前

の
穴

膨
F2

X1
05
Yl
μ

Ⅱ
c層

土
師
器

29
8-
キ

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貨
裕

色
骨

針
石

英
赤

色
酸

化
粒

8C

X1
07
Y1
59
 
Π

c層
土

師
器

高
杯

10
YR
8/
4

浅
責

橙
色

骨
針

赤
彩

Xl
10
Y1
55
Ⅲ

c層
土

師
器

高
杯

15
4-
50
-8
8

10
YR
7/
3

看
針

石
英

内
外

面
赤

彩

土
師

器
赤

彩

Xl
l1
4Y
14
54
1c
層

土
師

器
34
8-
キ

キ
ー
**

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

粒
9C
前

半
?

X1
0″

14
3Ⅱ

c層
土

師
器

霊
19
4-
**
一

**
IO
YR
6/
2

灰
黄

褐
色

骨
針

煤
付

着

膠
X1
05
Y1
54
Ⅱ

c層
土

師
器

霊
18
8-
*

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
,石

英
7C
後

半
?

7蒻

'

X1
07
Y1
57
 u
lb
層

土
師

器
変

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

X【
XЭ

Yユ
(〉
2

須
恵

器
杯
B蓋

灰
色

長
石

(大
粒

ゼ ″
′

須
蕉

器
灰

自
色

骨
針

員
石

小
粒

)少
8C
第

1

XM
Y1
08
H属

須
恵

器
杯
B蓋

17
4-
29

2,
r7
/1

灰
自

色
長

石
(中

粒
少

8C
第

2

筋
X8
0Y
10
8

須
恵

器
杯
B蓋

95
Y7
/ユ

灰
自

色
長

石
(小

粒
8C
第

1

X8
5Y
l∞

Ⅲ
℃
層

頻
恵

器
杯

B蓋
18
8-
*

5Y
ν

l
灰

色
長

石
(小

粒
石

英
(小

壮
)

8C
第

2

′
筋

X4
Yl
14
Ⅲ

a層
須

恵
器

杯
B蓋

19
5-
*

25
Y6
/ユ

黄
灰

色
長
石

(小
中
粒
)石

英
(小

中
粒

)多
8C
第

1?
筋

須
恵

器
杯
B

10
Y6
/1

灰
色

長
石

(月
ヽ

中
粒
)石

英
(小

中
粒

)多
7C
第

4

X6
7Y
不

明
須
恵

器
杯
B

**
一

**
-9
4

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)

7C
第

4?
須

恵
器

灰
白

色
8C
第

3

X8
6Y
10
8Ш

c罵
須

恵
器

杯
A

12
7-
42
-*
*

Fr
8/
2

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)

8C
第

1
板

日
痕

tW
O

k8
0Y
10
6

須
恵

器
杯
G

11
4-
32
-キ

*
25
Y7
/1

灰
白

色
長

石
石

英
(小

中
粒

)多
7C
第

4

ノ
,″

X8
8Y
12
9Ⅱ

居
須

恵
器

杯
G

10
77
/】

灰
白
色

長
石

(月
ヽ
中
粒

),
鉄

分
噴

き
出

し
7C
第

4
重

ね
焼

き
痕

�
OY
l1
6Ⅲ

b 
c層

須
恵

器
杯
G

12
0-
28
-*
*

N7
/0

灰
白
色

長
石

(小
中

粒
)石

英
(小

中
粒

)
7C
第

4

X6
7Y
ll
14

須
恵

器
杯
G

25
Y7
/1

灰
白

色
長

石
鉄

分
噴

き
出

し
多

7C
第

4

須
恵

器
杯
A

灰
白

色
骨

針
長

石
(小

粒
)石

美
(小

粒
)少

8C
第

3

X9
0Y
10
9

灰
自
色

【 顎
6

X6
8Y
10
6 

Ⅲ
c層

須
恵

器
横

瓶
5Y
6/
1

灰
色

長
石

(小
粒

)多
8C
?

X7
1V
l1
0

土
師

器
椀

13
7-
**
―

**
7 
5Y
R6
/8

に
ぶ

い
褐

色
内
外

面
の
一

部
に
煤

付
着

I顎
8

F3
k8
9Y
10
7

土
師
器

整
20
4-

10
YR
8/
4

浅
黄
橙

色
骨

針
7C

�
8Y
i0
7 

Ⅲ
層

土
師

器
発

10
YR
6/
1

褐
灰

色
骨

針
7C
?

ア
朗

�
9Y
l1
3 

Ⅱ
層

上
師

器
発

20
4-
**
―

キ
半

10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

石
英

8C
前

半

上
師

器

ブ
ν

X7
5Y
10
9 

Ⅲ
c層

高
杯

灰
白

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

8C
赤

彩

ノ
閉

X7
9Y
∞

コ
用

上
製

品
土

鈴
tO
YR
7/
8

に
ぶ

い
黄

橙
色

X9
11
Y1
30
Ⅱ

属
土

製
品

土
鍾

(4
6)
-1
2-
03
-4
終

ll
lY
R7
/3

に
が

い
黄
橙

色

ノ
露

ケ
X6
6Y
10
0

土
製

品
土

鍾
43
-3
4-
10
-3
86
8

5Y
R7
/6

橙
色

′
筋

ゲ
Xt
tY
12
8コ

層
土

製
品

土
鍾

42
-(
32
)-
10
-2
00
3

10
YR
7/
3

に
バ

い
黄

栓
色

土
製

品
土

錘
(4
3)
―

(3
6)
-1
2-
20
‐

0
浅

曽
色

骨
針

フ
閉

75
Yミ

7/
4

工 弱
9

X8
9Y
l■

H層
土

製
品

上
鍾

(5
8)
―

(3
4)
-1
0-
27
21

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
創

土
製

品
土

錘
(5
0)
―

(4
0)
-1
2-
39
43

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

/勃
X6
0Y
96
皿

a上
層

須
恵

器
杯
B蓋

16
 2

5Y
″

ユ
灰

白
色



第
8表

 
土
器

。
上
製

品
一
覧
表

(3
0)

挿
図

番
号

遺
物
番
▼

図
版

番
号

遺
構

番
号

建
物

座
 

標
種

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

ca
)

胎
 

土
時

期
詳

細
時

期
備

考

紗
姿

X5
rr
94
皿

a層
須

恵
器

杯
B

*キ
ー

辛
*-
10
0

N7
/0

灰
白
色

底
部

内
面

に
ヘ

ラ
記

号

X6
4Y
35
Ⅱ

層
須

恵
器

杯
G

25
Y7
/]

灰
自

色
長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

7C
第

4

I醒
必
鬱

Yユ
02
Ⅲ

a層
須

恵
器

杯
G

11
0-
32
-*
*

灰
白

色
長
石

(小
糧
)石

英
(小

粒
)少

7C
第

4

1弱
X4
2Y
82
皿

a下
層

須
恵
器

杯
A

13
0-
辛

キ
ー

キ
キ

25
Y7
/ユ

混
入

物
少

9C
第

3

I勁
須

恵
器

短
頭
霊

19
0-
キ

*―
*

7 
5Y
ν

l
灰

色
長

石
(小

粒
,少

7C
?

■5
"

誦
5Y
10
4Ⅱ

b層
須

恵
器

瓶
12
6-
**
―

**
Nν

0
灰

色
骨

針
,長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)

8C
前

半
?

′じ
L2
,

X4
4Y
80
 X
58
Y7
31
層

須
煮

器
**
―

キ
キ
ー
10
0

1∝
R6
/2

灰
黄

褐
色

長
石

1/
1ヽ
粒
)石

英
(小

粒
)多

X4
9Y
86
41
a層

須
恵

器
N6
/0

灰
色

混
入

物
少

,骨
針

わ
ω

X6
5Y
I∝

Ⅲ
c層

須
恵

器
筆

22
6-
*キ

ー
キ

キ
灰

白
色

長
石

(小
粒

)少
7C
?

7P
/

K4
8Y
86
Ⅱ

b層
土
師
器

甍
18
2-
**
―

キ
■

10
YR
7/
3

骨
針

赤
色

酸
化

粒
9C
後

半

′
″

X4
3Y
84
 a
la
下

層
土

師
器

墾
21
10
-*
*―

**
10
YR
6/
4

8C
後

半

ア
解

X6
3Y
97

土
師

器
箋

19
6-
十

■
―

10
YR
8/
3

演
責

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒
,石

英
7C
後

半
?

フ
勲

G
K6
9～

71
 Y
69
～

70
11
b層

 
Ⅲ
c層

12
1-
29
-キ

*
5Y
6/
1

灰
オ

リ
ー

ブ
色

長
石

(中
kt
i)
,石

英
少

G
X7
0～

72
 Y
70

～
71
Ⅲ

c層
須

恵
器

12
3-
28
-■

*
25
Y3
/5

黄
褐

色
長

石
1/
1ヽ
粒

)少
9C
第

3

あ
餌

75
G

Ш
b層

 
Ⅲ

c層
須

恵
器

杯
A

12
8-
29
-*
*

灰
責

色
混

入
物

少
,鉄

分
噴

き
出

し
少

9C
第

3
墨

痕

′あ
0″

X5
1Y
56
1層

須
恵

器
壷

16
8-
*キ

ー
キ
*

Or
7/
1

こ石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)多

ノ う
膠

G
X6
9～

71
 7
69
～

70
Ⅱ

b 
c層

黒
色

土
器

椀
キ
ー

キ
*-
52

IO
YR
6/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

内
黒

ユ
碑

G
X6
9-
71
 Y
69

～
iO
Ⅲ

b 
c層

谷
上

師
器

皿
A?

25
Y6
/8

に
ぶ

い
黄

色
骨

針

G
X6
9～

71
 Y
69

～
70

**
―

キ
キ
ー
61

2「
rν

3
に
が

い
黄
色

赤
色

酸
化

粒

G
7 
5Y
R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
赤

色
酸

化
粒

法
量

の
数
値

は
左

か
ら
口
径
,器

高
,底

径
,高

台
径

を
示

し
,

残
存
部
が
少

な
く
,計

測
不

能
な
場
合

は
*で

示
し
た
。

上
製

品
の
法
量

の
数
値

は
左

か
ら
長

さ
,幅

,厚
さ
,重

さ
を
示

す
。

消 貿 柵 　 酌 離 ・ 酌 彗
鶴 噺



第 9表 木製品一覧

挿図番号 遺 物 沓 号 図 版 番 号 遺 構 番 号 建 物 座  標 種  類 規 格 (長・幅・厚 cm) 材 質 備 考

″ SP4472 3B27 柱 〕6.6--16.6-― 3.0 柄穴有

冠 SP4474 3B27 柱 13 3--16.5-―

々 SP7745 3B27 柱
'9.5--15.5-―

〃 SP4796 3B40 加工板 22 0--12 0- 5

婢 硲 SP4889 3B44 礎 盤 46 0--21 0- ス ギ

5θ SP5049 3B46 加工板 31,7-11.7-3.4 ス ギ 礎盤か,漆残存
p SP5069 3B48 柱 18.2-18.3--9.1
ν SP5134 3B49 柱 93.0--22.0--16.2 シイ属

房 SP5134 3B49 斎 串 11.8-1.7-0.4 ヒノキ

ν SP5104 SB51 楚盤 25.5-15.5--3.0
% SP5188 SB52 礎 盤 28.0--22.3--1.6 ス ギ 漆残存

% SP5783 SB59 円形板 (14.6)― (5.0)-09
″ SP6565 SB66 加工材 21.0-2.3--2 2
′∂7 SD4355 真板 27.5-5.0
73, 3D4355 主板 19.5-5.4 ス ギ

%♂ SD6219 加工板 50.4--23.2--6.2

248 3D6258 しロエ棒 3.3-0.5
ワ節 3D6583 契 113-2.4-1.1 ス ギ

Z7 3D6720 XlllY160 加工板 303-9.8-5.1 えぐり有

′Fσ 3K4497 」l工板 5.5-2.1-0,9
♂77 3K4497 糸巻 9.0-2.1-0.9
′どJ 3K4327 庄 37 3--14.3--13.0

フ F 3K5205 円形板 (9.9)― (3.4)-0.8
♂F7 3K4748 bll工材 7.2-3.4-25
348 3K5211 陛 34.4--15,0--11.6
354 3K5940 911工材 18.9-2.4-1.5
360 3K6564 如工 棒 30.8-1.5--0.6
364 3K6800 911工板 27,7--12.6--7.5

ヨひ7 3K9458 ¬形板 15.0-(140)-1.0
5努 3K9460 礎 盤 19,0--17.0--11.0

どれ4 D X177Y244 Ⅲ c層 曲物 **-13.0-** 内外面黒色漆

′Y75 X108Y227 Ⅲ c層 加工材 ).0-3.9-1.8
どをZι Xl15Y196 Ⅲ c層 加工材 18.5--2.8-1.6
′Y77 X108Y218皿 層 箸 (59)-0.5-0.5
′F/~J X108Y218皿 層 箸 (10,7)-0.6-05
どどタフ XlllY204 抗 56 5--7.6--5.3

欠損などにより計測不能な場合は*で示 した。

第10表 石製品一覧

挿図番号 遺物番号 図 版 沓 号 遺 構 番 号 建 物 座  標 種 類 規格 (長・幅・厚・重 さcm・ g) 材 質 備 考

″ SP3205 SB16 砥 石 (2.9)― (2.5)― (1.2)-9.9 疑灰岩

% SP4448 3B29 板 状 12.8)-11.8-1.9-470 疑灰 岩

ν F SK4287 砥 石 (6.8)-36-2.7-83 疑灰岩
7395 D X182Y254 Ⅲ b層 砥 石 (4.6)― (4.0)-1.8-36 疑灰岩

第11表 金属製品一覧

挿図番号 遺物番号 図版番号 遺構番号 座  標 種 類 材 質 備 考

〃′′ SD4355 映 淳 5。 7--3.8--2.3--79.13
あ θ SD4649 茨津 5.5--4 6-3.2--87 65
ノ影 D X181Y231 Ⅲc層 決津 ].9--5 7--2.4--115。 98

F鰐 D X184Y2291'薯 決津 7.6--3 6--2.3--97 97

■384 D X182Y226皿 c'署 次津 0--6 6--1.6--73.47
■385 D X183Y226 Ⅲ c層 映津 5.9--3 0--2.8--78.87
どあ σ D X177Y235 Ⅲc層 決津 う。7--3,75--3.2--39.84
■38/~ D X181Y226 Ⅲc層 決岸 1--3 75--1.7--20.56
■3誂 D X172Y222Ⅲ 層 鉄津 5--3.35--2.9--28.43
■認 9 D X172Y222Ⅲ 層 鉄 津 3.8--2.9--2 7--25.84
ユ3∞ D X181Y230 Ⅲ c'蕃 鉄 滓 1-2.2-2 0-13.55
7詢■ D X181Y230 Ⅲ c'詈 鉄 津 3.8-2.2-2 0-12.45
Fイ湯θ E2 XlllY245 Ⅲ c)詈 飾 り釘 2.2-0.4-0。 1-0.91 鉄

′48■ E2 Xl13Y202 Ⅱ )薯 舟合釘 と2,0--1 9--0,7--75.90 鉄

23δ
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道路 (能越自
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石名田木舟 集落跡 古墳時代 古墳 6基

古 代

竪穴建物   7棟
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柵      4条
溝     190条
土坑     90基

掘立柱建物  83棟

礎石建物   4棟
土台建物   10棟
柵       5条
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井戸    120基
土坑    450基

土師器,須恵器,黒色

土器,製塩土器,土錘

羽口,瓦塔,木製品,

石製品,金属製品

中 世

中世土師器,珠洲,越

前,瀬戸美濃,中国製

白磁,中国製青白磁 ,

中国製青磁,青花,交

趾,瓦質土器,越中瀬

戸,唐津,伊万里,土

製品,木製品,石製品

金属製品
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